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保険には、未来を変えるチカラがある。
Sustainability Transformation



*1：スーツ￥198,000（リングヂャケットマイスター）、ネクタイ￥26,400、チーフ￥13,200（とも
にリングヂャケット ナポリ／以上リングヂャケットマイスタ－206 青山店tel.03-6418-7855）、シ
ャツ￥11,550【オーダー価格】（麻布テーラー／Y&Mプレスルーム tel.03-3401-5788）、シュー
ズ￥100,100（クロケット＆ジョーンズ／トレーディングポスト青山本店 tel.03-5474-8725）
*2：ジャケット￥74,800（チルコロ 1901／トヨダトレーディング プレスルーム tel.03-5350-
5567）、ニット￥19,800（ドレステリア／ドレステリア 渋谷スクランブルスクエア店 tel.03-6419-
7115）、パンツ￥16,500（RBS／ビームス ウィメン 原宿 tel.03-5413-6415）
*3：ジャケット￥59,400（ティージャケット）、パンツ￥33,000（タリアトーレ／以上バーニーズ 
ニューヨーク カスタマーセンター tel.0120-137-007）、ニット￥41,800（ジョン スメドレー／リ
ーミルズ エージェンシー tel.03-5784-1238）
*4：スリーピーススーツ￥159,000【オーダー価格】、チーフ￥1,650（ともに麻布テーラー／以
上Y&Mプレスルーム tel.03-3401-5788）、ネクタイ￥33,000（キートン／ストラスブルゴ カスタ
マーセンター tel.0120-383-563）、シャツ（本人私物）
*5：ニットジャケット￥25,300、シャツ15,400、スカート￥25,300、ジューズ￥26,400（すべてド
レステリア／ドレステリア 渋谷スクランブルスクエア店 tel.03-6419-7115）
*6：ニットジャケット￥121,000（クルチアーニ）、パンツ￥63,800（ストラスブルゴ／以上ストラ
スブルゴ カスタマーセンター tel.0120-383-563）、シューズ￥57,200（オリエンタル／トレーデ
ィングポスト青山本店 tel.03-5474-8725）、シャツ（スタイリスト私物）
*7：ジレ￥39,600、ワンピース￥27,500（ともにバーニーズ　ニューヨーク）、ネックレス￥176,000

（サフラン／以上バーニーズ ニューヨーク カスタマーセンター tel.0120-137-007）、シューズ
￥62,700（ビューティフル・シューズ／ギャラリー・オブ・オーセンティック tel.03-5808-7515）

上段左より時計回りに　
犬飼勇斗（北海道支店 法人営業課）*1
亀山 悠（傷害疾病損害サポート部 傷害疾病
第一保険金お支払センター）*2
フェヒー ベンジャミン

（持株 デジタルイノベーション部）*3
中里岳史（岐阜自動車営業部 第一課）*4
小寺潮美（経理部 会計第四チーム）*5
道下美里（福岡支店 パラアスリート）*6
成田千穂（関西企業自動車損害サポート部 
第二保険金お支払センター）*7

加瀬健太郎 ＝ 写真
齊藤知宏 ＝ スタイリング
TOYO、太田瑛絵（nude.） ＝ ヘア＆メイク
友永文博 ＝ 編集

COV ER



That  is  MSI's  culture  transformation

Enjoy

to  the  fullest.

work  and 
fashion

社会のあらゆるリスク・課題に向き合い、より豊かで暮らしやすい未来を実現する―。
リスクソリューションプラットフォーマーとして、社会の新たな価値創造に伴走する三井住友海上。
その体現者である、それぞれの持ち場で活躍する6人が信じる「保険のチカラ」とは―。
三井住友海上では2021年から、カルチャー変革の一環として全社員のドレスコードをフリーにしている。
ファッションシューティングに挑戦した6人に、新たな可能性を楽しんでもらいつつ、
仕事観、そして見据える未来を語ってもらった。

Photo g ra ph by Kenta ro Ka s e   |   s t yl i ng b y Tomoh i ro S a ito (for  Men 
 ,  Me g u m i I ke da (for  Women / K I N D)

ha i r  & ma ke -up b y T OYO, A k ie O ta (nude.)   |   tex t  b y Ay u m i Yo s h i no (for  Men)  |   e d it  & tex t  b y F u m i h i ro Tomonaga

加瀬健太郎 ＝ 写真　齊藤知宏、池田めぐみ （KIND） ＝ スタイリング　TOYO、太田瑛絵（nude.） ＝ ヘア＆メイク　吉野あゆみ ＝ 文　友永文博 ＝ 編集・文

保険で未来を変える
三井住友海上のフロントランナー

Photo Story



Satoe
Sawada
澤田悟恵　
福井支店長

ギャザーブラウス¥5,940、レーススカート¥7,920
（ともにテチチ／キャン カスタマーセンター 
tel.0120-112-961）、アクセサリー（スタイリス
ト私物）



Takashi
Kubota
久保田 高　
火災新種損害サポート部　
第四保険金お支払センター
所長

Sawada

ニット￥49,500（クルチアーニ）、パンツ￥52,800
（ガブリエレ パジーニ／以上ストラスブルゴ カ
スタマーセンター tel.0120-383-563）、スカー
フ￥11,000（トゥモローランド／トゥモローラン
ド tel.0120-983-522）



Junya
Furusaki
古崎淳也　
IT推進部 IT企画チーム
課長

スーツ￥220,000（リングヂャケットマイスター／
リングヂャケットマイスタ－206 青山店 tel.03-
6418-7855）、シャツ￥11,000【オーダー価格】（麻
布テーラー／Y&Mプレスルーム tel.03-3401-
5788）、ネクタイ￥11,000（ビームスF／ビームス
F tel. 03-3470-3946）



Ayaka
Shikano
鹿野綾香　
再保険部 業務チーム長

ニット¥60,500（カシミカ mika@cashmika.com）、
パンツ￥31,900（パオロ カッサリーニ／チェルキ 
http://cerchi.thebase.in/）、ジャケット、アクセ
サリー（ともに本人私物）



Han
Ka
何 ハン　
グローバル損害サポート部
国際保険金お支払センター
主任

ワンピース¥51,700（フランコ・フェラーロ／
フジサキ tel. 03-3633-7713）、カーディガン
¥7,990（イェッカ ヴェッカ／イェッカ ヴェッカ 
吉祥寺 tel. 0422-72-7006）、アクセサリー（ス
タイリスト私物）



Kazuaki
Ishibashi
石橋和章　
総合営業第三部 第一課長

ジャケット￥151,800（ティト アレグレット）、シ
ャツ￥17,600（ビームスF）、パンツ￥38,500（ピ
ーティー トリノ）、ネクタイ￥20,900（ルイジボ
レッリ）、チーフ￥7,480（フランコ バッシ／以上
ビームスF tel. 03-3470-3946）



A1

2022年４月にリテール営業支店の支店長として福井に着
任しました。初勤務となる福井は、実は当社のシェアはそ
う大きくありません。現在、地方創生や地域貢献を軸に、
保険販売だけに限らず、さまざまな付加価値を提供するこ
とで地域に根差し、選ばれる保険会社となるべく日々奔走
中です。また同支店初の女性支店長として、新規開拓と
ともに、従前以上に細やかな心遣いをもって既存のお客さ
まのフォローアップに尽力。社内外のコミュニケーション
のいっそうの活性化を心がけ、私自身も服装から言葉遣い
まで、可能な限りオープンで話しやすい場づくりに努めて
います。プレッシャーがある半面、自分の判断で多くを決
められる環境に、大きなやりがいを感じます。

A2

昨今の国内外の幅広い領域にわたる環境変化に対応すべ
く、知識や経験を習得する多様な制度を整え、後押しし
てくれるのが当社の特長。同時に、培ったノウハウを、改
めて社の共有知として蓄積・還元します。さらに失敗を許
容し、挑戦を奨励する社風が浸透。支店長
としても日頃から「後々の責任は取るので、
迷わず思い切ってチャレンジするように」
と、支店メンバーに伝えていますね。

A3

近年、自然災害のリスクが甚大化するなか、保険金支払
いだけでなく、事前の予防から災害発生後のスムーズな
復旧まで、前後を見据えたトータルな視点が求められます。
例えば当支店では、大規模な水害時に当社の損害調査情
報を自治体に提供することで、自治体における住家被害
認定調査の負担が軽減でき、被災者に罹災証明書の迅速
な発行が可能となる被災者生活再建支援サポートを積極
的に提案しています。リテール営業支店として、自治体と
の連携による地方創生への取組は欠かせません。私たち
保険会社は、今後も環境変化に迅速に対応し、お客さま、
代理店、そして社会に貢献可能な、最高のプラットフォー
マーとして、より期待される存在になっていくはずです。

A1

火災保険や賠償責任保険などの保険金支払いを担当する
部署で、2021年4月に所長に着任しました。取り扱う商品
は多岐にわたり、近年では世相を反映してサイバー関連
の保険なども増えています。日々大勢のお客さまより事故
の連絡を受けますが、一つとして同じものはなく、お客さ
ま一人ひとりに寄り添った対応が肝心。コミュニケーショ
ン力・人間力が必要となる仕事だと実感しています。保険
金の支払業務は、事故に遭われた不安な状況から、お客
さまがいち早く日常生活に戻るためのサポートです。ただ、
場合によってはお客さまが想定されていたお支払内容にな
らないケースもある。そんなときこそ、コミュニケーション
のとり方を工夫し、理由をいかに納得していただくかがカギ。
保険という目に見えない商品の真価が問われる重要な業
務だと、毎回気を引き締めて臨んでいます。

A2

風通しがよく、若手にも責任のある仕事を任せ、それを見
守り支えてくれる優秀な方々が揃っていると思います。責
任者の立場になったからこそ、その難しさやありがたさを
改めて感じますね。私も入社3年目の頃、大きな失敗をし
たにもかかわらず、その直後に上司の後押しで難しい賠償
事故の対応を任されたという経験があります。苦しいなか、
がむしゃらに挑戦して困難を切り抜けた、忘れがたい成功
体験です。

A3

保険は金銭的なサポートが未来への挑戦を支えているとい
うだけでなく、未然に損害を防止するロスプリベンション
の役割も担っています。その結果として、お客さまの未来
がよりよいものになることが喜びです。また今後は、いか
に事故のない社会をつくるかを考えていくうえで、保険会
社のもつ業界横断的な事故のデータも利活用されていくで
しょう。私の仕事もまた、お客さまとのコミュニケーション
のなかから価値ある情報を収集しなければ
なりません。それをデータ化することで、
事故のない明るい未来づくりに貢献でき
ると確信しています。

A1

ITに関わるさまざまな戦略や施策の推進、各種大規模プロ
ジェクトの開発支援やシステム経費削減への取り組みなど、
幅広い業務を担当しています。中期経営計画におけるシス
テム戦略を策定したり、システムをスリム化して経費削減す
るための新しい投資枠を設定したりと、一から仕組みをつく
っていくような業務に携わる機会も多い。その分、難しさは
ありますが、非常にやりがいのある環境だと感じています。

A2

人材を“人財”と表現している通り人を大事にする会社で、
研修等の教育制度の充実や多様な働き方を支える仕組み
の導入など、働く環境への配慮が感じられます。実際に仕
事をするうえでも、家庭をないがしろにするような働き方を
求められることはありません。私はこれまで海外や子会社、
行政への出向などを経験し、外から会社を見る機会が何度
かありましたが、この会社に戻ってみると優秀で真摯な社
員が多いと実感します。

A3

未来を変える主体となるのは、新しい技術やテクノロジー。
しかし、それらの進展には必ず新たなリスクが付随します。
いままでにない技術が実用化される過程では保険のような
リスクヘッジが必要であり、その意味で、保険は未来を
形づくるためになくてはならないものと言えるでしょう。また

「事故が起こったら保険金を支払う」という従来型の保険
商品・サービスの提供だけでなく、そもそも「事故を起こ
さないようにする」、あるいは「起こった場合の被害を抑え
る」といった取り組みを強化していくことも重要です。私が
所属するIT部門では、DX推進など保険に関わるITの革新
や高度化への対応を推進。技術革新により、お客さまが
事故発生後すぐに保険金を受け取れるようになったり、不
安や不明な点があった場合にAIから即座に回答を得られた
りと、過去にはなかった多彩なサービスを実現しています。
これからも最新技術を導入しながらお客さま第一の姿勢を
追求することで、上質なサービスや豊かな未来の形成に貢
献できると信じています。

澤田悟恵
福井支店長

久保田 高
火災新種損害サポート部 
第四保険金お支払センター
所長

古崎淳也
IT推進部 IT企画チーム
課長

Satoe 
Sawada

Takashi 
Kubota

Junya 
Furusaki

フロントランナーの素顔

Answers  to  Questions 〈QUESTION〉

Q1 現在の仕事内容についてお聞かせください。
Q2 会社の魅力はどこにあると思いますか。
Q3 これからの未来に保険はどのように貢献できると考えますか。

女性ならではの心遣いと
ソフトな雰囲気を
心がけています

コミュニケーション力
＆人間力でよりよい未来を
創造していきたい

ITに関わる業務は
挑戦の連続。
難しい半面、非常に
やりがいも感じます
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A1

現在の部署では、主に日本企業の海外事故に対応した
海外PL（海外生産物賠償責任保険）を扱ったり、再保
険金の支払業務を行ったりしています。主なお客さまはグ
ローバル企業ですが、なかには事故自体に慣れておらず、
取引先から賠償を請求されると慌ててしまう方もいらっしゃ
います。そういった際には各地の現地法人を通して、先方
と交渉に当たる弁護士など、信頼のおける専門家を手配
すると同時に、今後の対応手順とタイムスケジュールを説
明。情報を共有し落ち着いていただくことで、その後の進
捗がスムーズになります。仕事を通じお客さまと信頼関係
を築けたり、幅広い分野のプロフェッショナ
ルから知識を学べたりと、個人の成長を感
じられることはやりがいの一つですね。

A2

社内ではダイバーシティ＆インクルージョンが徹底され、
社員は互いに尊重し合っています。全体的にチームワーク
がよく、働きやすいです。また、多様な専門知識に触れる
勉強会や研修も充実。私自身、そこで自分の業務内容に
ついて何度かプレゼンテーションを行いました。最近では、
例えばアジアの現地法人と本社など、グループ会社内の
有志が集まりノウハウをシェアして、互いの成長を促すと
いったワークショップも頻繁に行われています。

A3

未来を変えるとは、既存の問題や将来生じる課題を解決
すること。それには試行錯誤が必要であり、失敗を伴うこ
ともあります。保険は失敗のリスクに対して補償を提供す
ることで、未来を変えるチャレンジを支える力をもっていま
す。しかしそのためには、自分たちのリスクコントロールも
重要になると考えます。リスクを把握し計画を立て、利益
とのバランスを図り、再保険なども活用する。そんなデー
タと再保険知識を駆使したリスクマネジメントのような業
務こそ、これから私が目指したい分野。社会の変化が速く
大きいほど、企業にとって保険によるサポートは不可欠で
す。私たちも変化の波を共に乗り越えながら、より強くな
っていければと思います。

A1

2022年4月より再保険部業務チームおよび海外官民連携
推進ユニットに所属。同チーム長および同ユニット長とし
て統括役を務めています。当チームは保険引受のリスク管
理に関し、再保険に関連する各部を統括する役割を担っ
ています。国内外の自然災害リスクや信用リスクに関して、
最適な保有・再保険戦略を企画・管理することや、国際
金融機関等との官民連携の取り組みを通じ、当社が主要
課題として掲げるSDGsを、再保険取引を用いて推進する
ことなどが主な仕事。部署を移って日が浅く、今も業務内
容の理解や専門知識の取得に努めており、新しい発見と
学びに満ちた毎日です。

A2

やる気があり、それを意思表明する社員には、チャンスを
与えてくれる会社だと思います。私も早いタイミングで海
外駐在を経験し、チーム長の立場になりました。今回の
異動前に米国に7年間駐在した経験を生かし、日本の慣習
に囚われない新しい仕事の進め方やマネジメントスタイル
に挑戦できればと考えています。人には得意・不得意があり、
一人ひとり違って当たり前。各自の得意分野・長所に目を
向け、褒め、伸ばす。海外にルーツをもつ人や異なる業
務経験のある人等、多様性に富むチームのなかで、違い
を受け入れ、プラスのチカラが集まることで、より魅力的
な組織になるはず。日本における女性の積極的な登用の
ためにも、私のような存在がいい刺激になって未来が少し
でも変わればと願っています。

A3

世界中で気候変動対策が課題となり、自然災害への補
償を必要とする国々が増えています。各国で補償制度を
見直す一方、デリバティブや再保険等で民間会社を活用
する官民連携のスキーム構築が進んでいます。私たちは、
被災時に国が迅速に復興に取り掛かれるよう、構築され
た災害補償制度へ再保険を提供するという形で支援に携
わっています。欧米の大手再保険会社に比べ、この分野
への参画はまだ少ないですが、今後は社会貢
献やサステナブルといった観点からも、いっそ
う力を入れていきたいと思っています。

A1

現在は電力会社とガス会社を中心としたエネルギー関連
の事業会社をクライアントとして、法人の管財契約や従業
員向けの傷害保険などを担当しています。スケールメリッ
トのある良質な商品を、どれだけお客さまに提供できるか
が日々の課題。単に保険商品を扱うだけでなく、事故その
ものを防止するための方策をお客さまと一体になって考え
ていくことも大切な仕事です。また、脱炭素化に向けた社
会的要請を受け止めつつ、新事業の展開を模索している
企業も多い。だから保険会社として、この新ビジネスにど
のように携わっていけるのか。脱炭素社会の実現に向けて、
クライアントとアライアンスを組みながら同じベクトルで仕
事ができることにやりがいを感じています。日々の仕事で
心がけているのは「巧遅拙速」。「完璧を求めすぎて遅れ
をとるより、速い仕事に勝るものはない」という意味合い
ですが、まさにお客さまの信頼を得るためにはスピード感
も大切だと実感。日 こ々の言葉を忘れず、さらなる高みを
目指して努力していきたいです。

A2

もともとこの会社を選んだ理由が、風通しのよさや一緒に
仕事がしたいと感じる人が多かったことでした。その印象
は入社後も変わりません。いままでに所属した部署の上司・
同僚の誰もが「正々堂々」「全力投球」、皆で一緒にやっ
ていこうという雰囲気があります。

A3

エネルギー事業を担当する者として、未来のために再生可
能エネルギーへの転換を最優先で進めていかなければなら
ないという責任を感じています。例えばその鍵となる太陽
光発電ですが、地震や台風などの自然災害によって設備
がダメージを受けることも珍しくありません。そこで、保険
会社だからこそ出来る、デジタル技術を活用した防災・減
災の仕組みづくりなどに現在取り組んでいます。多くの人
が安心して再生可能エネルギーを利用できるよう、後押し
していきたいと考えています。

ファッションは自己表現の手段です。社員一人ひとりがちょっとした意識をもつこ
とで、自身を変え、それぞれの可能性を広げる機会になるもの。行動する環境
を変える、自由な発想で仕事をする。そうすれば行動や知見も変わる。気持ち
が前向きになり、新たな挑戦の意欲が湧く。発想力、創造力、推進力、イノベ
ーションを起こす力は、こうしたことから身についていくものだと思うのです。

鹿野綾香
再保険部 業務チーム長

何 ハン
グローバル損害サポート部 
国際保険金お支払センター
主任

舩曵真一郎
三井住友海上火災保険株式会社
取締役社長

石橋和章
総合営業第三部 第一課長

Ayaka 
Shikano

Han 
Ka

CEO's Message

Kazuaki 
Ishibashi

チームメンバーが
個々の能力を発揮
できるよう全力でサポート
するつもりです

お客さまとの
アライアンスで
脱炭素社会の実現に
貢献したい

お客さまの状況に寄り添い、
適切な情報を伝えることで
信頼関係を築きます
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>> 保険の起ݯにはॾ説あるが、海上қが発展してきた頃から現在のような
損害保険の仕組みが生み出されたと考えられている。日本の損害保険のྺ࢙も
ग印ધの時代にり、文明開化とともに近代的な保険制度が生した。時代
によって変わるニーズに応える保険は、まさに今にଓく「挑戦」を支えてきたと
言える。三井住友海上はこれからも未来という大海ݪをわたるߤ海を支えていく。
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91

MS&ADホールディングス取締役社長グループ CEO 原 典之
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先行き不透明なVUCAの時代で、リスクを扱う保
険会社の存在意義とは何か。「未来にわたって、世
界のリスク・課題の解決でリーダーシップを発揮す
るイノベーション企業」を目指す三井住友海上の
“未来”を探る。

保険には、未来を変えるチカラがある。



1
ɹいま、私͕ͨͪらす地ٿͰは、ީؾมಈ৽ܕコ
ϩφ、ࠃՈؒฆ૪ͳͲの地ֶ的リεクの高まり、ς
クϊϩδーのਐలによる৽ͨͳリεクの発ݱͳͲ、 ま͞
͟まͳ課に໘͠ている。ͦれは私ͨͪのੜ͚ͩ׆
Ͱͳ͘ て͠΅ٴをڹଓੑにもେきͳӨ࣋ಈの׆ۀا、
いる。ͦんͳͳ͔、三Ҫॅ༑海上Ͱは2022年4月͔
らεタート͠ ͨ中ܦظӦܭըの長ビδϣンͱ͠ てサε
ςφビリςィ・トϥンεフォーϝーシϣン（S9）を͛ܝ、
ʮࣗ社のサεςφビリςィ（Ք͙ྗの࣋ଓੑ・長ੑ）ʯ
ͱʮ社会のサεςφビリςィʯをಉ時࣮ݱする͜ ͱを目
ରॲす͕ۀاている。ϙイントは、社会課を͠ࢦ
きリεクͰ͋る ͱ͜を͑て、࣋ଓ的長に͔ܽせͳ
いॏཁͳཁૉͱͱら͑る ͱͩ͜。ͦ͠て、ॏ的に取
りΉ社会課ͱ͠ てʮ地ڥٿͱのڞੜʯ、ʮֵ৽
的ςクϊϩδーʯ、ʮڧਟੑ・ճ෮ྗʯ、ʮแઁ的社会ʯ
の4ͭのྖҬを͛ܝている。
ɹʮ地ڥٿͱのڞੜʯにおいては、ੈք的に目͕
高まるީؾมಈにର͠て、ΧーϘンχϡートϥル
をޙԡ͠する࠶ੜՄΤωルΪーීٴに͚
ͨ༸上෩ྗ発電のଛ༧サービεͳͲをఏڙ。 ら͞
に2050年ωοトθϩୡを目͠ࢦ、ಠࣗのࢦඪͱ͠ て
ʮ.S	(reen	 *ndeYʯをઃఆ͠、取りΈঢ়گਐ
をੵۃ的に։ࣔ͠ている。

サステナビリティ・トランスフォーメーション
（SX）を実現する会社へ

先行き不透明なVUCAの時代で、リスクを扱う保険会社の存在意義とは何か。
「未来にわたって、世界のリスク・課題の解決でリーダーシップを発揮するイノベーション企業」
を目指す三井住友海上の“変革”を探る。

未来を変えるために掲げる
2025年に向けた4つの変革

4 Transformations for 2025
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ɹੈք41Χࠃ・地ҬͰۀࣄをల։する三Ҫॅ༑海上。
ੈքトοϓਫ४のอݥ・ۚ༥άルーϓを目ࢦす͏͑ Ͱ、
海外ۀࣄを֦େ͞せるͱͱもに、日本͚ͩͰͳ͘ άϩー
όルنͰ、サεςφビリςィ・トϥンεフォーϝーシ
ϣン（S9）を࣮͞ݱせるඞཁ͕͋る。
ɹ目Լの取りΈは、日本海外の֤ڌの・
サービειリϡーシϣン、ͦ͠ てϊϋを૬ޓにల
։͠てい͘ ͱͩ͜。ͦ͜Ͱཁͱͳるの͕ʮ5&N,A*ʯϓ
ϩδΣクトͩ。άルーϓ͕อ༗するਓࡒにՃ͑、 ・ޭ
ࣦഊも含めͨࣄ例のৄࡉͳͲ、͋らΏるݟをू͠
ͨάルーϓの)6Bͱ͠ て、ͦれらをڞ༗֤͠地ҬͰの
࣮ફをサϙートするͨめのϓϥοトフォームにͳる ͱ͜
をάル৽ใಈ࠷͞れている。֤地Ҭのظ͕
ーϓͰڞ༗͠׆用する ͱ͜Ͱ、ੈքに௨じͨάϩ
ーόルϓϨイϠーͱ͠ てۀքをݗҾ͠ てい͘ 。

2

グローバルでSXを実現する会社へ

>> ߽Ӎߑਫ、台෩、ྛՐࡂͳͲ、ީؾมಈに
よるӨڹͱ͑ߟられるݱ͕ੈք中Ͱ発ੜ͠ている。
ࣗવڥをอޢする ͱ͜はもͪΖん、ଛอݥにお
いてはͦ͏͠ ͨࣗવࡂのリεクをͰきるݶり正͘͠
༧ଌするྗ͕ٻめられる。ͦ͠て、ͦのྗはࡂに
もੜ͔せるはͣ。地ڥٿͱ社会、Ͳͪらの࣋ଓՄ
ੑも高めていきͨい。のఏڙにݶらͳいՁ
をੜΈग़すํ法を日ʑ͠ࡧている。
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ɹ目ࢦす࢟のୡのͨめにඞཁෆՄܽͳの͕、社һ
一ਓͻͱりのྗͩ。ͦのྗを࠷େ化するͨめ、社һશ
һ͕ৗにʮۀքॳをੜΈग़すʯͱい͏ҙࣝをもͬて、
৽ͨͳνャϨンδに取りΉͨめのจ化のৢにྗ
͠ている。
ɹ۩ମ例ͱ͠ て、ࠓࡢのʮֶび͠ʯの目の高
͞を౿ま͑ 、リεΩリンάをਪਐする੍、社内外Ͱ
ʮ෭ۀʯをも੍ͭにՃ͑、社内コンςεトͳͲを࣮ࢪ。
͞ま͟まͳνャϨンδをਪする͚ͩͰͳ 、ͦ͘れらを
ධՁするͮڥ り͘を௨͠て、一ਓͻͱり͕いきいきͱ
ً ͘長するػ会をੵۃ的にఏ͠ڙている。Ճ͑
て、ଟ༷ͳՁ؍をもͭਓʑを社内外に૿す ͱ͜も
ૂいのͻͱͭͩ。͜のよ͏ に一ਓͻͱり͕มΘり、ͦの
Өڹを༩͑߹͏͜ ͱͰ、গ͔ͣͭ֬͠ͳΧルνャーม
ֵをੵΈॏͶている。

「業界初」を多数生み出す会社へ

3
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　テクノロジーの発展や社会課題のݦ在化により世界
が加速度的に変化するなかで、損害保険会社に求め
られる役割は何なのか。三井住友海上はこれまで、あ
らゆるリスクを予ଌし、どのように補償するかを考える
ことで、人や企業の挑戦を支えてきた。それらを通し
て蓄積されてきた知見やノウハウを生かすことで、より
高度な補償の「前後」を考えることができるのではな
いか。リスクを予ଌするだけでなく、その予防と発生
後の復旧までをサポートすることで、今後も未知の世
界を切り拓く挑戦者たちに寄り添いたい。それが、三
井住友海上が目指す「リスクιリューションプラットフ
ォーマー」の姿だ。
　この実現のためには、日本全国の代理店との連携が
欠かせない。それぞれの地域やお客さまを知り抜いた
担当者だからこそ発見・発信・減できるリスクもある。

「リスクιリューションプロバイダー」である代理店と
保険会社が一体となった姿こそ、いまの社会に求めら
れている保険のかたちなのだ。
　また、地域͝とに異なるリスクや課題にも対応してい
くため、2022年4月から部支店主体の経営体制へ移
行。最適な商品やサービスを迅速にお客さまにಧけら
れるج൫が整った。今後も事業活動や組織ӡ営を通
して社会課題の解決に向けた取り組みを加速していく。

リスクソリューションプラットフォーマーへ

4

>> テクノロジーの発展によりディスラプションとい
われるようなഁյ的なイノベーションが起こるなか、
今後もビジネスだけでなく人々の行動やらしは大
きく変わっていくことが予想される。利ศ性が高まる
一方で、ݦ在化していないリスクへの不安があるこ
とも事実だろう。 リスクιリューションのプラットフ
ォーマーとして、常に新たなリスクを先回りしてとら
えることが必要とされているのだ。
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三井住友海上の創立20周年を機に発表された企業メッセージ「保険には、未来を変えるチカラがある」。
その力強い言葉が生まれた背景には、社員参加型のワークショップがある。
ワークショップを主催した経営企画部の熊倉香紗、参加した牟田幸広、石川悠里が思いを語り合った。

企業メッセージはこうして生まれた
一人ひとりが描く、三井住友海上の未来

Shape The Future For Each

tex t  by S ei  Iga ra s h i   |   photo g r a ph b y Ma s a h i ro M i k i   |   e d it  b y Ya s u ma s a A ka s h i

ฤू	ʹ	写ਅɹ明石康正	ʹ	ڡจɹ三木	ʹ	ཛྷせいेޒ

	ʮϓϩηεをେࣄにするʯのは三Ҫॅ༑海上のΧルν
ャーをޠる͏ ͑Ͱ͔ܽせͳいཁૉͰ͋る。ʮཱ20प
年のۀاϝοηーδࡦఆϓϩδΣクトʯは、ϫークシϣ
οϓͰ۩ݱ化͞れͨ。ͦのܦҢをܦӦاը෦の۽
߳ࣿは࣍のよ͏ にޠる。
ʮ2021年春、ཱ20प年ه೦ϓϩδΣクトのاըに
͋ りͨ、社һ会社͕目͠ࢦてい͘ をϚάωοトϫー࢟
υのよ͏ ͳものにམͱ͠ まりま͕࢝͠౼ݕΉࠐ ͨ。ϫー
クシϣοϓにͩ͜Θͬͨのは、会社のະདྷを社һࣗ
に͑ߟてもらい、ࣗらのݴ༿Ͱࣗ༝にޠり߹͏をઃ
͚͔ͨͬͨのͱ、社һのࢥいҙݟをϝοηーδに取
りࠐΉ ͱ͜Ͱྗの͋るものにͳるͱ͔ͨ͑ߟらͰす。ં
͠も22年にεタートする中ܦظӦܭըのࡦఆ時ظͰも
り͋、ઈのタイϛンάͰͨ͠ʯ

アイデアの数だけ未来の可能性がある

ɹϫークシϣοϓには社һ42ਓ͕2日に͔れてオン
ϥインͰࢀՃ。ϝンόーߏは海外ڌのφシϣφル
εタοフεϙーπબख、ো͕いの͋る社һͳͲ、෦
地Ҭ、役職、年ྸͳͲのόοクάϥンυ͕ҟͳ
るଟ༷ͳਓͨ݁͠ू͕ࡒ。
ɹ当日は、֤͕ࣗ͑ߟてきͨ会社のະདྷ૾をもͱに、4、
5ਓのάルーϓͰディεΧοシϣンをॏͶて一Ҋをͭ͘
りࠐΈ、ϓϨθンςーシϣンにྟΉ。
ɹಉじάルーϓͰࢀՃͨ͠ໂ田ͱ石༔里は͜れ
まͰମͨ͠ݧ ͱ͜のͳいٞを܁り͛ていͨ。
ɹ石のҊはʮ3isL	$onWersion	$ompanZͱ͠ て、
୭も͕҆৺・҆શにら͠ 、ເにઓͰきる社会を࣮
、͠ٻ法をํݮするʯ。ͭまり、͋らΏるリεクのݱ
時代のม化にԊͬͨอݥをఏڙする ͱ͜Ͱリεクをϙ
δςィϒにʮՌʯͱసする͜ ͱを目ࢦす。
ɹ一ํ、ໂ田͕ඳいͨのはʮ76$Aの時代にରԠͨ͠

リεクϚωδϝントۀاͱ͠ て、日本ͱੈք͕フϡーδ
ϣンͨ͠社会を࣮ݱするʯͱい͏ະདྷ。日本の͕ۀا
ੈք、ੈքの͕ۀا日本にਐग़するࡍにリεクϚω
δϝントを含めͨΨイυを行い、コンサルςィンάۀを
ੜۀにする ͱ͜を目ࢦす。ނࣄθϩ社会をͨ͠ٻい
ͱ৽͠いビδωεをੜΈग़ͦ ͱ͏するอݥ会社。
ೋۃ化͕ݦ著ͩͬͨ。
ɹ ら͞にଟ༷ੑには૾Ҏ上の෯͕͋ͬͨ。例͑中
店のࢧ東地法ਓݱࠃ ൹͕ఏҊͨ͠ʮεーύー・
ϓϩςクト・ΧンύχーʯͰは、デδタルςクϊϩδ
ーをۦ使͠、ϛクϩのੈք͔らӉまͰ͋らΏるੈք
をリεク͔らʮकるʯの͕ϛοシϣンͩ。石はʮࣗ
にはͳい発。いまの中ࠃのいをײじͨʯͱ表ݱする。
ɹάルーϓϫークのҙٛは本ԻͰٞ݁͠をಋ ϓ͘
ϩηεに͋る͕、Ͳのよ͏ にల։͠ていͬͨの͔。
ʮΈんͳにڞ௨するࢥいはԿͩΖ ͱ͏͑ߟ、h リεクを
ճආする ͱ͜をಥき٧めͨいʱͱい͏一にཱ͠٭て
άϩーόルD9ͳͲのཁૉを͔͚߹Θせていきま͠ ͨ。
ららに͑ݟていͨもの͕、࣮はͭͳ͛るͱ৽ͨͳ
ՁをੜΉ ͱ͜にՃ͑、ららͰ͋る͜ ͱͰະདྷにͨ
͘͞ んのՄੑ͕͋る͜ ͱを、Έんͳ࣮ײͰき ͱͨࢥい
ますʯ（石）
ʮεϚϗΞϓリͰݸਓを取りר リ͘εクをιリϡーシϣ
ンするͳͲ、΄͔のάルーϓのΞイデΞもߟࢀにͳりま
ͨ͠Ͷ。切りޱख法はҧͬても、リεクコントϩール
ྖҬの ら͞ͳる։はڞ௨のςーϚͰͨ͠ʯ（ໂ田）

社員一人ひとりをエンパワーする言葉

ɹ22年2月14日、三Ҫॅ༑海上ཱ20प年ه೦式
య͕։͞࠵れ、ۀاϝοηーδʮอݥには、ະདྷをม
͑るνΧϥ͕͋る。ʯをө૾化ͨ͠ムービー͕൸࿐͞れͨ。
ɹө૾、ԻָͱݺԠする͔のよ͏ にࠁまれてい͘ݴ༿

写ਅ上はϫークシϣοϓの༷子。
͞ま͟まͳόοクάϥンυをも
ͭ社һ42໊͕2日に͚てオンϥ
イン上Ͱूまͬͨ。中ஈ、Լஈ
はཱ20प年ه೦式యにお͚る
ϓϨθンςーシϣンの༷子。
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のͳ͔に、ϫークシϣοϓを௨͠て表ग़ͨ͠社һͨͪの
いࢥいҙ͕ݟ りͪめられている。ʮϫクϫクͱκ
クκク͕ަޓにԡ͠دせてきͨ。อݥにはઓをʰࢧ
͑る 、ɦ日ৗにʰدりఴ͏ʱͱい͏;ͨͭのྗ͕͋るͱ
認ࣝ͠てい͕ͨ、ͦ れ͚ͩͰはͳい。h Ҿͬுͬてい͘ ʱ
ͱい͏ྗ ͕͔֬に͋るͱײじͨʯͱໂ田は話す。
ɹ۽によるͱ、ϫークシϣοϓͰは76$Aの時代
৽ܕコϩφのײછ֦େのͳ͔Ͱෆ҆をײじているͱい
͏もฉ͔れ ͱͨい͏。
ʮ͋るछのดײ࠹を๊͑ͳ͕らもࣗ ͕ͨͪࣗもͬ ͱ
ϫクϫク͠ ͨいͱ͔、社会をม͑てい͚るよ͏ ͳࣄを
ͭͬ͘ てい͘ んͩͱ͔、લきͳࢥいをฉ͚ͨのはେき
͔ͬͨͰす。ͦのϓϩηεをੜ͔すͨめにも、一ਓͻͱ
りをΤンύϫー͠、͔ͭଟ༷ੑをྗにͰきるよ͏ ͳݴ༿
͕ඞཁͩͱ͑ߟま͠ ͨ。ムービーͰはଟ彩ͳԻ͕࠷ऴ
的にϋーϞχーをͰるԋग़もࢼΈま͠ ͨʯ
ɹ一࿈の行ࣄのޙ、ໂ田ͱ石はͦれͧれࣗらにม化
をଅ͠、৽ͨͳઓに౿Έग़͠ている。ϫークシϣοϓ
Ͱクϩεオーόーのັྗをͬͨໂ田は、ݟを͛

る 、͘εϚϗΞϓリを使ͬͨʮデδタル・Ϛーέςィ
ンά研मʯͰશࠃの社һͱディεΧοシϣンする取り
Έを࣮ફ中。一ํ、ೖ社10年目をܴ͑ޙࠓのΩャリ
Ξを͑ߟていͨ石͕બんͩಓは、Ϟビリςィのٻ
を௨͠てະདྷのੈքをͱもにͭͬ͘ てい͘͜ ͱを目ࢦす、
େखࣗಈंϝーΧー୲当෦ॺのҟಈͩͬͨ。
ʮͦれͧれにղऍを͠ てલͬてい͚るの͕͜のϝο
ηーδのૉら͠ ͞。私の߹は、ͦれͧれ͕ࢥいඳ
͘ະདྷにઓ͠ていいんͩよ、ͱͱら͑ています。͜の
会社Ͱಇ ҙٛ͘ͱ͔ 、イϊϕーシϣンͱはԿͳの͔もෲ
མͪͨ͠よ͏にࢥいます。࠷ઌのੈքをͨݟ ͳ͘り、
ࣗらखを͛ڍ৽ͨͳڥにんͰいます。いまは会社
のະདྷをͭ͘ るの͕私の役目ͩͱ͑ߟていますʯ
ʮอݥにはଟ༷ͳՄੑ͕ り͋、อۀݥは࣮はͱてもク
リΤイςィϒͳͨͬͩࣄ。ͦ͠ て社һ一ਓͻͱりのࢥい
ΤωルΪーに৮れて、三Ҫॅ༑海上には、ະདྷをม
͑てい͘ ྗ͕͋るͱ͚ͨͮؾ ͱ͕͜ Կよりの͏れͩͬ͠͞
ͨʯͱ۽は͏ݴ。ʮอݥには、ະདྷをม͑るνΧϥ͕
る͋。ͦれは社һ ら͔のϝοηーδͰも͋ るのͰすʯ

左より、۽߳ࣿ（ܦӦاը෦	
課長）、石༔	ըνームاӦܦ
里（໊ݹۀاӦۀ第一෦トϤ
タࣨ	課長代理）、ໂ田（神
ಸ੩Ԭଛサϙート෦ভೆอ
（所長	ηンターࢧおۚݥ

ఆͨ͠ϝοηーδを࣠に、20ࡦ
प年をه೦ͨ͠ムービー੍͕作
͞れͨ。৽͠い ͱ͜を࣮行͠てい͘ 、
ͱい͏ڧいҙࢤをࠐめͨ120ඵ
のಈըは式యͰ൸࿐͞れ、社һ
͔らのڹもେき͔ͬ ͱͨい͏ 。
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ブリュッセル

ケルン

アムステルダム
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ロンドン

チューリッώ

サンクト

ϖテルブルク

モスクワ

ブラティスラバ

Ϥハネスブルグ

ドバイ
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ニューデリー

ムンバイ

バンガロール

チェンナイ

Ϡンゴン

バンコク

プノンϖン

タリンジャϠ

ハノイ
ビエンチャン

ોभ

台

ߓ߳

マカオ

広भ

ژ

ແऎ

上海

ιウル

深圳

マニラ

ϗーチミン

クアラルンプール
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バンダルスリブガワン
シンガポール

ジャカルタ
メルボルン

シドニー

アブダビ

パリ

ミラノ

マドリード

コロンボ

さまざまな挑戦を支えるために広がった三井住友海上の拠点は、41カ国・地域に広がっている。
この基盤を活かし、グローバルな連携を深めることでグループシナジーの最大化を目指している。

国境を越えた挑戦にも寄り添う保険へ
着実な“展開”で未来を変える基盤をつくる

Outline of Mitsui Sumitomo          Insurance

地域ごとに異なる商習慣やリスクに対応し
海外ビジネスを支える海外ネットワーク

 றࡏһ

240名約

スキル、テクノロジーなどをグローバルに共有す
ることでグループシナジーを発شし、企業価値向
上と持ଓ的成長を加速させることがૂいです」
　さまざまな領域のベストプラクティスがグルー
プ内でリアルタイムに共有・導入されていく体制
の構築を目指しているという。本社と海外ڌ点の
それぞれが܉ݽฃಆするのではなく、41の国と
地域にまたがる三井住友海上のグローバルネット
ワークが横断的な意識と共創行動を展開し、໖

ີにつながっていく。そうしたグローバルな企業
文化のৢ成が進んでいる。
「T&NKAI」は、本社の経営企画部、国際企画
部、国際事業部によって編成された事務ہが推
進している。国際事業部アジアチームのѨ部真
。るޠが横断的な取り組みの現状をۏ
「現在、世界が一体となって取り組むべきテー
マのひとつにʰ脱炭素化ʱがあります。日本では
2021年8月からʰカーボンニュートラルサポート

　日本ޠの「展開」を欧文表هにして「T&NKAI」
と໊づけたプロジェクト。その֓要を説明してく
れたのは、経営企画部グローバル事業開発チー
ムのߐ藤瑛だ。
「国内外のڌ点が一体となって取り組むプロジ
ェクトで、それぞれのڌ点がもつ知見やノウハウ、

「TENKAI」プロジェクトが
変化・進化の起点となる

 海֎ωットϫーク

カ国・地域41
 海֎ैۀһ

8,000約 名

tex t  by K iyoto Ku n i r yo   |   photo g ra ph b y Ma s a h i ro M i k i   |   e d it  b y Ya s u ma s a A ka s h i

国領ຏ人 ＝ 文　三ڡ宏 ＝ 写真　明ੴ߁正 ＝ 編集

（2022年7月1日現在）
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オークランド

シカゴ
オーバーランドパーク

ロサンゼルス
ダラス

アトランタ

イラプアト

ケレタロ

メキシコシティ
パナマシティ

ボゴタ

リマ

サンパウロ

ブエノスアイレス

マイアミ

デトロイト

ウォーレン

トレントン

ニューϤーク

シンシナティ

ハミルトン

トロント

Outline of Mitsui Sumitomo          Insurance

リック保険を開発していますが、そのノウハウや
経験は今後日本やほかの海外ڌ点でも生かして
いけると考えています。また、電気自動ंへのシ
フトが日本よりも進行している中国は、電気自動
ंに関する保険のあり方で日本に大きなώントを
もたらしてくれます」

特約ʱの販売を開࢝してධを得ていますが、こ
れをワールドワイドに展開するための४備を進め
ています。特にタイやマレーシアなど新興ஶしいア
ジアॾ国のڌ点から強い関心が集まっています」
　もちろん、「日本から世界へ」と向かうベクトル
だけではない。国際企画部の企画チームに所属
するӍဉが今後についてのࣔࠦを与えてくれた。
「例えば、当社の台ڌ点、明台ではブロック
チェーンを活用したۭߤ機遅Ԇ保険等のパラメト

>> 藤瑛（経営企画部グローバル事業開発チーߐよりࠨ
ム）、Ӎဉ（国際企画部企画チーム）、Ѩ部真ۏ（国
際事業部アジアチーム）

純利益は約6.7倍！　三井住友海上の創立から現在に至る規模の拡大

 ਖ਼ຯऩೖ保険ྉʢ࿈݁ʣ  ظ७རӹʢ࿈݁ʣ

2001年度 2021年度

約 億円189

約 億円1,281

2001年度 2021年度

約 兆 億円1 2,350

約 兆 億円2 2,070

お客さまのビジネスや生活、
人生に寄り添う国内ネットワーク

һ（2022年3月31日現在）ۀैࠃ 

13,500名約

˞従業員はब業人員（当社から社外への出向者をআき、社外から当社への
出向者をؚむ）であり、ࣥ行役員およびٳ৬者をؚんでいません。

営業部支店 営業課支社

101 407部支店 課支社

 Ӧۀωットϫーク（2022年7月1日現在）

損害サポート部 保険金お支払センター

25 190部 センター

 ଛαϙートωットϫーク（2022年7月1日現在）

32,000約 店

 ཧళ（2022年3月31日現在）
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　2019年に私は共ஶ者としてʰアフターデ
ジタル - オフラインのない時代に生きるʱ

（日経#P）という本を出൛しています。そ
こでは「オフラインのリアルな世界が中心
で、付加価値的な存在としてデジタルの領
域がある」状ଶを「ビフォアデジタル」とし
ました。しかし、モバイル決ࡁが主ྲྀになり、
IoTやさまざまなセンサーがリアルな世界に
ある状ଶでは、人間のあらゆる行動がオン
ラインデータ化します。もはやオフラインが
なくなり、「リアル世界がデジタル世界にแ
ؚされる」という図式に再編集されるので
す。こうした現象を「アフターデジタル」と
定ٛしています。
「ビフォアデジタル」において、企業は大
きな属性でしかސ客を理解できませんでし
た。それに対して「アフターデジタル」では、
日常の細かいタイミングでސ客のことがわか
るようになります。ސ客の解૾度が増すの
です。例えば、ダイエットに関するビジネス
を展開する企業は、「3日主をやめさせるための行動
実現」を細やかにサポートしていけるようになります。
　私は、保険業界の活࿏も「アフターデジタル」に見
いだせると考えています。生活上のあらゆる不安や困り
͝とに際し、「何かあったら、いつでもこの人を頼れば
いいんだ」という存在になれるのが保険会社ではないで
しょうか。「アフターデジタル」の先進国である中国で
は、ҩྍについてAIがアドバイスするサービスなどによ
り、保険会社が「より安心な生活に向けて頼ってもら
える関係性の構築」を進めています。そこで重要なのは、
පӃを୳してくれるサービス、オンラインで問をして
くれるサービス、健߁の意識を高めるウォーキングを促
すアプリとの連動などにより、いかにして6X（ユーザ
ーエクスϖリエンス）をデザインしていくかです。ސ客
との点を多くし、それを6Xに還元するというPD$A

をいかに高速に回していくかの勝負となって
います。
　私は中国に在住しながら現地の先進的
な事例をつͿさに見てきていますが、日本
を၆ᛌしたときに、ファーストϖンギンに
なれているのは三井住友海上ではないか
と感じています。例えば、AIが特定のސ
客に対しておすすめの保険プランを提ࣔす
る「MS1 #rain」は、しっかりと6Xがデ
ザインされているとධ価できるでしょう。三
井住友海上には、ଞ社に先んじてPD$A
を回してきたアドバンテージがあります。

保険が社会課題のリスクを顕著化し
理想未来へのステップを提案する

　これからの企業活動は、「みんなが目指し
たいと思えるようなビジョンや社会のあるべ
き姿を掲げることができるか、そこに向かっ
て進んでいけるか」によって優ྼが決まりま
す。大事なのは、社会を主ޠにஔいてサー

ビスを開発し、ސ客体験にしっかりと力することです。
「アフターデジタル」の世界においては、日常生活の
あらゆるところに保険がຒめࠐまれていくでしょう。さま
ざまなリスクをरい上げて防いでいく、あらゆる社会課
題を解決していくというのが保険会社の使໋ですが、こ
のྲྀれが、よりݦஶになっていくことは間違いありません。
　いま、社会課題の解決を掲げて、デジタルを駆使し
た施策をଧち出すことにより、いろいろな人や組織が結
びつくことができる時代となりました。デジタルを活用
した「ドラレコ・ロードマネージャー」や「防災ダッシ
ュボード」といった取り組みにより、まさに産官学で社
会課題の解決に取り組んでいるのが三井住友海上です
ね。これからも社会課題の解決におけるエクスϖリエン
スデザインの優れた事例を増やしていっていただきたい
と、私は強く期待しているところです。

Column

i l lu s t ra t ion b y B er nd S ch i f fer de cker  |   tex t  b y K iyoto Ku n i r yo 

　

「アフターデジタル」における保険のありよう

Yasufumi Fujii

1984年生まれ。౦ژ大学大学
Ӄ修ྃ。上海・台・౦ژを
点に活動。国内外の6X思想ڌ
を୳ڀし、実ફ者として企業・
政へのアドバイザリーに取り
組む。AIやスマートシティ、メデ
ィアや文化の専門家とも意見を
交わし、人と社会の新しい在り
方を模索しଓけている。ஶh࡞ ア
フターデジタルʱシリーズ（日
経#P）はྦྷ計21ສ部をಥഁ。
最新࡞はʰ6Xグロースモデル 。ɦ

藤井保文
（ビービット ࣥ行役員$$O

݉౦アジア営業責任者）

これからの保険に求められるものは何か●1
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SUSTAINABILIT Y  TR ANSFORMATION

社会のサステナビリティを実現するために私たちに
できることは何か─。三井住友海上では、「地
球環境との共生 Planetary Health」「革新的テ
クノロジー Innovative Technology」「強靭性・
回復力 Resi l ience」「包摂的社会 Social 

Inclusion」という4つの軸でサステナビリティを
実現していく。この章では、それぞれの軸において、
まさに「未来を変えるチカラ」につなげていくため
の活動を紹介する。

サステナビリティの実現に向けた変革

PART 1
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企業はいま、さまざまな領域で変革が求められている。
三井住友海上 社長の舩曵真一郎がWorld Road共同代表の平原依文を迎え、変革について語り合った。

tex t  by F u m i h i ko Oha s h i   |   photo g ra ph s b y Ma s a h i ro M i k i    |   s t yl i ng b y Tomoh i ro S a ito   |   e d it  b y A k io Ta ka s h i ro

大࢙ڮ ＝ 文　三ڡ宏 ＝ 写真　齊藤知宏 ＝ スタイリング　∁ত夫 ＝ 編集

いま企業に求められる
本質的な「トランスフォーメーション」とは

舩曵真一郎×平原依文

Sustainability 
Transformation

Special Issue 01

C
A

S
E

1C
A

S
E

2 2  |   F OR B E S JA PA N  |   S PE C I A L E DI T ION



CASE 01 Special Issue 01

͝く重要だと思います。それは仕事も同様で
す。ひとつの会社のなかでいろいろな地域や
৬種を経験してほしいと思っています。ແବ
な経験はありませんし、自分で気づいていな
い価値に८り会えるチャンスとしてとらえたほ
うがいいと思います。ฏݪさんは、たびたび
環境が変わっていますがどうでしたか。
ฏݪ　私は、খ学1年生のときに出会った中
国人の女の子が魅力的で、この子みたいに
ਊが強い子になりたいと思い、中国の学ߍに
ཹ学しました。そうしたら今度はカナダの国
੶をもっている子に出会い、多様性を尊重す
る文化を学びたいと思いカナダに行きました。
　日本人が私ひとりの環境でしたので、毎回、
環境が変わるときはډ心地がѱかったです

（স）。「ʓʓ人はこうだから」というݻ定観
೦から考えると何も進みません。常に目の前
にいる人とどのようにして「いま」という時を
共有し、新しい時間を築いていこうかと考え
ました。それが自分の思考のॊೈ性にもつな
がっていて、誰と会っても、毎回ゼロから物
事を考えることができます。目の前にいる人

生き方をしたりしようと、若い人たちに考えて
もらいたい。
ฏݪґจ（以Լ、ฏݪ）　この本は当初「I 
)A7& A D3&AM」というタイトルだったので
すが、この本に登場する共同ஶ者の皆さんと
一緒につくっているうちに変わりました。制࡞
開࢝から半年で40カ国しか集まらなくて、ど
うしようかと、ࢢとযっていました。すると、
その40カ国の間たちが国境を越え、私た
ち世代の強みであるSNS上で、何か困り͝ と
があるのかとฉいてきたのです。そこで、実
は人がりないから出൛がちょっと先にな
るかもしれないと正直に言うと、「なんで早く
言ってくれないんだ。みんなで一緒につくっ
ているプロジェクトじゃないか。私たちはເを
ってऴわりではない。この本を一緒に完成ޠ
させ、世界中にいる誰もがお互いのເから学
び合える世界をつくることがເなんだよ」と言
ってくれたのです。40人全員が動いたら、一
気にເが集まり、あっという間に201の国と
地域が揃いました。
　ひとりのເがみんなのເになるのはこういう
ことなのだと思い、時代は「I」から「8&」
にシフトしたと感じました。それで書໊をh 8& 
)A7& A D3&AMʱに最後の最後に変ߋしま
した。こういうお互いのເを共有し合えること
がす͝く大事な世界になってきています。サ
ステナビリティや気候変動に関しても、大き
な一ݢ家である地球がもつ、限りある資ݯを
どう॥環させ守っていくのか。「8&」で考え
ないと解決できません。人と人とが手を取り
合えば、どんなແ理難題も乗り越えられると
思います。
ᢠᐍ　いろいろな場所に行き、いろいろな環
境や人に触れることは、す く͝大事なことです
よね。実は私も、౦ژで生まれて౦ژで育っ
て、౦ژのどこかの大学に行く。それでいい
のかとٙ問に思い、ਆށ大学へ進学すること
を決めました。海外に行けたらもっとよかった
のかもしれませんが（স）。
　新しい場所で違う環境を求めることは、す

ひとりの夢がみんなの夢になる
一言で夢を語ることの意義

ᢠᐍਅҰ（以Լ、ᢠᐍ）　ฏݪさんと共同
代表のࢢさんが企画された、世界201の国
と地域の人々のເを集めた書੶ʰ8& )A7& 
A D3&AM 201カ国202人のເºSDGsʱを
ಡんで、直にいいなと思いました。ฏݪさ
んの発言から気づきや༐気を得たり、こんな

平原依文

8orld 3oad
共同代表

8orld 3oad共同代表、)I代表、Fun Groupࣥ行役員チーフ・
サステナビリティ・オフィサー（$SO）を݉任。中国、カナ
ダ、メキシコなどへཹ学後、早Ҵ田大学をଔ業。ジョンιン・
エンド・ジョンιンなどを経て2019年に8orld 3oad、22年
に)Iを設立。

IBUN  HIRAHARA

舩曵真一郎

三井住友海上
取締役社長

1960年生まれ。౦ژ出身。83年ਆށ大学経営学部ଔ業、
住友海上（現ɿ三井住友海上）入社。営業企画部長、
経営企画部長、౦ژ企業第一本部長などをྺ任。MS＆
ADインシュアランスグループϗールディングスグループ$DO、
$IO、$ISOなどを経て、21年4月から現৬。

SHINICHIRO 
FUNABIKI
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の話にࣖをけ、その人の国の文化を尊重
することができるようになりました。
ᢠᐍ　そのような経験のなかで、コミュニケ
ーションをৢ成するとか、あるいはເの実現
のಓےを用意するといったような、いまの仕
事の発想が生まれたのでしょうか。
ฏݪ　日本の教育を変えたいと思ったのです。
選問題から選Ϳ教育ではなく、自らの力で
考え、新たな選ࢶを創り出していく教育を
展開したいと思い࢝めましたが、本格的に取
り組もうと考えたのは、౦日本大震災のとき
です。

持続可能な未来へつなげていくために
教育から日本を変える

　メキシコに在していた2011年3月9日に、
から電話がかかってきました。がප気で
手術を受けるというのです。それでٸᬎ11日
にؼ国。成田ۭߓに着き、バスで౦ژに向
かっている్中に地震が起きて、高速ಓ࿏の

上で動けなくなりました。高速を߱りてώッチ
ハイクでපӃまで行くことにし、ंに乗せてく
れたおばあちゃんが、いまの活動を後押しし
てくださったのです。
　そのおばあちゃんにメキシコからؼ国したこ
とを伝えると、「メキシコだったら知らない人
のंに乗れたʁ」とฉかれたので、「ة険だ
から乗れません」と答えました。すると、「そ
うだよね」と答えてこう言ったんです。「日本
は、こんなに安心・安全な国として世界中か
ら認められている。それは当たり前のことじゃ
ないんだよ。わかっているʁ」と。私はわか
っていませんでした。
ᢠᐍ　日本の素らしさをあらためて思い知
らされたわけですね。
ฏݪ　ずっと海外がいい、海外の教育を日
本にもってきたいと思っていたのですが、お
ばあちゃんから「もっと若い人たちで日本を
変えてよくしてよ」と言われ、その言葉をき
っかけにڌ点を日本に戻すことにしました。

社会に変化を求める
前に、まずは自分自
身を変え、変化を起
こす。日本中の若い
人たちに自分の軸を
育む教育を広めるこ
とも大事ですし、社
会貢献と企業成長の
྆ྠ経営をする企業
を増やすことが持ଓ
可能な未来につなが
ると確信し、起業し
ました。
ᢠᐍ　変えたい。変
えないといけない。
ハイレベルですね。
ฏݪ　ᢠᐍ社長も社
長にब任されてから、
大きな変革に取り組
まれています。
ᢠᐍ　変革しなけれ

ばならない動機は、このままじゃいけないとい
うة機感からではありません。そもそも企業と
いうものは変わっていかなければならないの
です。私は、そういう経験をしてきました。
　若いときには、世の中を変えるようなミュ
ージシャンやファッションデザイナーにಌれた
こともありましたが、この会社に入りました。
この会社に入ったらちゃんとやらないと、人
生において何も成果をせないと思い、必ࢮ
にやってきました。最初の20年間はずっと営
業。当時はどの保険会社も、同じ約で同
じ商品を売っていました。そんな状況を変え
たいと思っていました。
ฏݪ　変えるためにどのようなことをされたの
でしょうか。
ᢠᐍ　ある保険代理店が業界を変えたいと
考え、いままでの業界にない新たな事業のた
めに会社を設立しようとしました。私は、そこ
に出資しようと考えたのです。社内ではハー
ドルがす く͝高く、なかなか決ࡋがԼりなかっ
たのですが、財務部門の当時の課長が「こう
いうことをやっていかないと、変われない」と
後押ししてくれました。少ֹでしたが出資す
ることができ、この事業の立ち上げにかかわ
れたことは、自分にとってす く͝いい経験にな
りました。

若い人の挑戦を
実現できる体制をつくる

　既存のடংを変えたいという気持ちを生か
せる環境をつくることは、経営者の役割のひ
とつです。あのとき、応援してくれた課長が
いなければ、あのような経験はできなかった。
でもそういう人は少ないのが現実です。会社
は、挑戦する気持ちを受け入れ、成बできる
ようにӡ営することが大切です。「変われ」「変
われ」とただ言うだけでは変革できません。
誰かに言われなくても、変わりたい人は行動
を起こしていると思っています。変わりたいと
いう社員の気持ちが結果につながるように経
営していかなければならない。それが、に
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とっての変革です。
ฏݪ　出資するにはいろいろなリスクがあっ
たと思います。それでもᢠᐍ社長は何とかか
かわりたい、出資したいと思った。それをಥ
き動かした理由は何ですか。
ᢠᐍ　2点あります。ひとつは、まだ誰もやっ
ていない事業を応援することで、会社の利益
に貢献できる。もうひとつは、決まりきったル
ーティーンの営業࡞法からの脱٫です。違う
ثを手に入れ、お客さまに提案できるツー
ルを増やせると考えたのです。
　人がやっていないものを提供することは、
業界のடংをյすことになりますが、お客さ
ま目ઢであるのは間違いありません。それは、
どんな仕事をするにも共通することだと思いま
す。お客さま目ઢの新たな取り組みに挑戦す
ることで、何物にも変えがたい喜びを感じる
ことができました。
ฏݪ　ᢠᐍさんは誰もやったことがないこと
に対するڪれはなかったのでしょうか。
ᢠᐍ　ڪれはありましたね。ڪれというのは、
経験や年ྸによって違ってくると思います。
づいてリスクが見えてجを取ると、経験にࡀ
くるので、やりたい気持ちよりもやりたくない
気持ちが強くなる。私も40代、50代で当時
のہ面に立ったときに同じような行動ができる
かというと、自信がないです。それは、知ܙ
も経験もあるからです。
　変革にチャレンジするには、若いときほど
チャンスが多いと思います。だからこそ若い
人のそういう気持ちを実現できる体制を会社
がつくっていかないと、変革を実現することは
できないのです。
　ただ保険業界は認可事業であり、社会に
貢献することを大前提としているので、コン
プライアンスが一段と求められます。人と違う
ことをやれば何でも先駆者になれるわけでは
ありません。チャレンジする気持ちを社会に
受け入れられるかたちにする。つまり、意志
と知ܙを最適化していく必要があるのです。
ฏݪ　私はこれまでාいと感じることばかり

たったのですが、自分
が意思決定したことに
対して責任をもつとい
うことだけはͿれずに
ଓけてきました。はじ
めてཹ学するときに、
でに「これからߓۭ
は全部自己責任で」と
言われました。「ѱい
ことがあってもଞ人を
責めず、自分が決めた
からには自分で責任を
もって」と。それ以来、
何かをするときの判断
軸としているのが、責
任をもてるかどうかで
す。本当にその挑戦は責任をもつほどやりた
いことなのかどうか。つまり、やりたいと思う
気持ちがやりたくない気持ちを上回ったとき
です。
ᢠᐍ　仕事を進めていくなかで、今後変革し
たいと思うことは何ですか。
ฏݪ　いま、私は̎つの会社を経営していま
す。8O3LD 3OADでは学生に対するເ教
育を行っています。)Iでは、企業や自治体に
対する&SGコンサルティングや研修事業です。
どちらも私自身のパーパスである「社会の境
界ઢを༹かす」を軸に志をもって取り組んで
いることです。そのなかでも、特に責任をもち
たいと思うのは、子どもたちに対してです。
　ී段学生としていると、毎日気候変動に
関するニュースを目にするので「自分たちが
大人になったとき地球はっているのでしょう
か」とฉかれますし、ニュースで女性があま
り取り上げられないのを目にし「女性はリー
ダーになれないのでしょうか」と質問されま
す。このܠ৭を変えていかないと、子どもた
ちがせになれない。このܠ৭を変えていく
ために、企業と一緒に企業のあり方を考えな
がらビジネスのやり方を変えていったり、組
織内の体制を変えていったりしています。い

ま社会に対して不信感を๊いている子どもた
ちは多いです。その子たちがもっと明るく前
向きに思える世界をつくりたいです。

大人になっても活躍できる
と思える土台づくりを

　学生にເをฉいたら、すぐに答えられると、
皆さん思われるかもしれませんが、必ず子ど
もたちにฉかれるのが、「どっちのເʁお金の
ためのເʁそれとも自分が社会のためにした
いເʁ」。それにアイデアを考えるよう促すと、

「このアイデアは合っていますか」とฉいてく
るのです。アイデアなので、合っているも間
違っているもないのですが、不安なのです。
この不安を取りআき、失敗を許容し、挑戦で
きる環境をつくることが、いま必要なことなの
です。
ᢠᐍ　そういうことを実現するために、どんな
ことができたらいいと思いますか。
ฏݪ　いま私の会社には、14ࡀから20ࡀの
インターンが15人います。この子たちはみん
な学生ஂ体の代表などをやっています。そん
な;世代の子たちがいま企業に求めているこ
とは「挑戦できる環境」「透明性のある経営」
そして「社会貢献」だと思います。「会社は

CASE 01 Special Issue 01
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強みを見てくれるのか」「サステナビリティに
ついてどの会社もいいことばかり言っているけ
ど、どれを信じればいいのか」。この子たちが
信じられる会社を増やしたいし、この子たち
が社会人になっても自分らしく活༂できるよう
な環境をつくりたい。
　それを実現するために、学生たちが企業の
経営ਞにメンタリングを行う「リバースメンタ
リング」というかたちで入ってもらって、一緒
に課題解決に取り組んでいます。企業ଆにも、
アイデアはあってもリスクを考えると想定しづ
らいなど、いろいろとりない部分があるの
で、いいアイデアのある人がサポートすれば
いいという考え方です。これをどんどん浸透
させたいです。自分が大人になっても活༂し
ていけると思える台づくりを、特に大企業
と一緒に取り組んでいきたいという思いを強く
もっています。
ᢠᐍ　確かに会社に入るとチャレンジしづら
くなるのは、その通りかもしれません。当社は

「経営理೦（ミッション）」「経営ビジョン」「行
動指（バリュー）」を定めています。それ
らは時代によって、どういう課題認識をもち、
۩体的に何をしたらよいのかを考えるための
ものです。さらに、中期経営計画では「地
球環境との共生」「革新的テクノロジー」「強
ਟ性・回復力」「แઁ的社会」の4つを取り
組むべき社会課題としました。そうした社会
に対するコミットメントをࣔすことで、社員に
どう変革にチャレンジしたらいいかという価値
観をࣔしているつもりです。
ฏݪ　価値観をࣔす以外に何か۩体的な取
り組みはありますか。
ᢠᐍ　どうしたら変革を実現できるかという
手段を用意することが重要だと考えています。
その手段は、やはりデジタルが最優先であり、
デジタル領域を学Ϳ環境を整えてデータサイ
エンティストを育成しています。また、保険
業務では気象を予ଌできれば、リスク管理の
実ޮ性がさらに高まるので、気象予報士の
資格を取得できるコースなども設けています。

勉強しなさいと押し付けるのではなく、変革
へのチャレンジを実現する手段として学びの
機会を提供し、やってみたいと思う人に勉強
してもらっているのです。

誰もが自由闊達に意見できる
環境をつくりたい

　会社は利益を出していかないといけないわ
けですが、社員も同じج४で利益を出すこと
を考えてしまうと、売り上げの目ඪだけが಄
のなかをめてしまいます。仕事はָしくなけ
ればなりません。私はチャレンジすることで、
そのָしさを社員一人ひとりに感じてほしい
のです。
ฏݪ　営業の時代に、大手IT企業の担当を
されたというه事をഈ見しました。苦しいこと
もたくさんあったと思うのですが、営業をଓけ
られた理由は何でしょうか。
ᢠᐍ　この会社は人と違うことを許容する度
ྔがあるなと信じていた。若い人にもやっͺ
りそのように思ってもらえるといいですよね。
ฏݪ　当時は新しい領域で、企業としてチャ
レンジしなければならないタイミングだったと
思います。どのように違いを実行されたので
しょうか。

Sustainability 
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ᢠᐍ　それまでできなかったことを、できるよ
うにしました。補償の幅を広げることや保険
ྉを見直すことなどが、お客さまのためにな
り、社会のためにもなると。信೦と情をも
って行動することで、最後は会社も受け入れ
てくれました。
　商品パンフレットを持ってӈからࠨに走り
回るだけでは、毎日が変わらない仕事になっ
てしまいます。そこにどう変化をつけていくか
が大事なのです。
ฏݪ　どうすれば変化をつけることができる
のでしょうか。
ᢠᐍ　どこに変化をつけると新たな価値が生
まれるかを常に考えることが大切です。それ
には、情報力がものをいいます。いろいろな
人に会う、違う場所に行くことで情報を得て、
そしてたくさんの人と意見を交わすことがとて
も重要になってくると思います。
　少なくとも当社のなかでは、自由ᮣୡに意
見を言える環境をつくりたい。それが本当の
カルチャー変革につながっていくのだと思っ
ています。

ᢠᐍ真一郎ҥ装ɿニットジャケット￥74,800（ラルディーニ）、シャツ￥27,500
（ジャンネット）、パンツ￥35,200（ベルウィッチ／以上ビームスF tel. 03-
3470-3946）
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CASE 02 Planetar y Health

いま、「気候変動対策」は最も重要な経営課題のひとつに掲げられている。対策を指揮するチームは、
経営企画部に設けられた。チームは何を見据え、いかにして全社を気候変動対策に向かわせたのか。

tex t  by K iyoto Ku n i r yo   |   photo g r a ph s b y S huj i  G oto  |   e d it  b y A k io Ta ka s h i ro 

ᅳ領ຏ人 ＝ 文　後藤秀ೋ ＝ 写真　高ত夫 ＝ 編集

今日の1歩が2050年につながっている
「気候変動対策」の意義、そして希望について

保険で気候変動の解決に挑む

Planetar y Health
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気候変動対策が自走するシステムを構築

　前言は、経営企画部SX推進チーム（旧
気候変動対策チーム）のトップ、関ޱ༸ฏ
によるものだ。「気候変動は損害保険の持ଓ
可能性をࠨӈする最優先課題」とする関ޱ

ま、気候変動対策は、三井住友海上が総力
をڍげて取り組むべきものです。損害保険の
持ଓ可能性をࠨӈする最重要課題。それが
気候変動であると、私たちは認識しています。
あらゆるステークϗルダーとともに全社員が
実ફしていくフェーズにあるのです」

　2021年4月に三井住友海上の経営企画部
に新設された「気候変動対策チーム」とは、
何をするためにつくられたチームなのか。そも
そも気候変動対策は、経営企画部の仕事な
のか。
「経営企画部だけの仕事ではありません。い
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社会の脱炭素化に資する主なグリーン商品

メガιーラー
総合補償プラン

খ型風力発電設備
総合補償プラン

༸上風力発電
パッケージ保険

地発電設備
総合補償プラン

グリーン電力証書
安定供څ支援保険

&7充電設備損害
補償特約

カーボンニュート
ラルサポート特約

インバランスリスク
補償保険

PPA事業者向け
近ྡ住民見金

保険

メガιーラーに関する財物損害リスク、利益失リスク、賠償責任リスク、日র時間不リス
クなどを総合的に補償するプラン。

খ形風力発電設備のӡ営に伴う設備等の財物損害リスク、利益失リスク、賠償責任リスク
を総合的に補償するプラン。

建設中およびૢ業中の༸上風力発電機	着চ式・ු体式
に関する財物損害リスク、利益失
リスク、賠償責任リスクをแ括的に補償する。

地発電施設に関する財物損害リスク、利益失リスク、賠償損害リスクなどを総合的に補
償するプラン。

グリーン電力発電者のՔ働ఀ止により、証書発行事業者が一時的にほかの発電者等からグリ
ーン電力の環境価値を調ୡすることにより生じる追加費用を補償する。

会員制カーシェア事業等の&7を活用したビジネスを行う事業者を中心に、自動ं事故による
&7充電設備の財物損害や使用できない間の代ସ充電費用を補償する。

火災等事故時のݪ状復旧等の費用に加えて、Թࣨޮ果ガスഉ出ྔ削減につながる設備の設ஔ、
仕様の変ߋ、機能の追加等の費用を補償する。

場価格に連動した電力ങ取（FIP）制度において、発電ྔが計画値をԼ回った場合に再エࢢ
ネ発電事業者やアグリήーターが負担するインバランスྉ金にかかる損害を補償する。

賠償責任の発生しない自然災害により、設ஔ・管理する太陽光発電設備が近ྡの財物に損
害をٴ΅した場合、支出した見金等の費用を補償する。

災害時応援ڠ定にجづき非常用電ݯとして電動ं等を自治体へି与し、その代ସとなるレン
タカーを手配した場合に発生するレンタカー費用を補償する。

災害時応援ڠ定に
づく電動ं等ିج
与時のレンタカー

費用特約

の認識は、三井住友海上という大きな組織
を動かすための信೦となっている。
「損害保険は、持ଓ可能な社会や経ࡁがあ
って成り立つビジネスです。近年では、े
年に一度といわれる災害による甚大な被害が
毎年のように発生しています。例えば、風災・
水災によってお支払いする保険金のֹは過
去に例を見ないレベルにまでれ上がってい
ます」
　損害保険は、健全な経ࡁ活動や安心・
安全な日々の営みが܁りฦされてこそ、ビジ
ネスモデルとして持ଓ可能になる。自然災害
によって安心や安全がڴかされ、リスクと補

償のバランスが大きく่れるような未来では、
損害保険というビジネスは成り立たない。
「自然災害への補償をؚめた保険を提供し
ଓけることが、三井住友海上の社会的責任
であり、存在意ٛです。気候変動という現
代のトップリスクに対してアクションを起こし
ていかないと、私たちにサステナブルな未来
は๚れないのです。いまこそ、三井住友海上
は社員一人ひとりが受動的なリアクションで
はなく、能動的なアクションを起こしていか
ねばならないのです」
　何事においても、アクションのܧଓには、
それを支えるモチベーションが必要となる。

全社的にアクションを起こしଓける状況を生
み出すためには、先導役のSX推進チームが
そのためのモチベーターになるほかに選ࢶ
はなかった。
「まず、21年4月からチームが取りかかった
のは、6つの領域で全社横断的なタスクフォ
ースを組成することです。その6つとは、ᶃ
商品・サービス、ᶄマーケット戦略、ᶅ資
産ӡ用、ᶆ自社事業の脱炭素、ᶇリスク分
ੳ、ᶈ海外事業。異なる部署や役৬の社員
が集まったそれぞれのタスクフォースにおい
て、部門のนを乗り越え、三井住友海上と
いう会社へのѪ情すら၆ᛌしながら、h 気候
変動対策ʱという大きなタスクに向かって一
ؙとなり、有ޮな施策をଧち出し、実行して
いく。こうした仕組みがエコサイクルとして自
走するためのيಓに乗せるまでが、SX推進
チームの意地とࣥ೦の見せどころでした」
　経営とは思想だ。それは人間と世界につい
ての真実をޠり、私たちに新たな価値を伝え
るものだ。すなわち、「誰よりも真実を直視し
て、まだ誰も見たことのない新たな価値への
ಓےをつける」のが、経営企画部の仕事だ
ろう。このような定ٛが成り立つのであれば、
SX推進チームが経営企画部に設けられたこ
との必然性にもਂくうなずける。SX推進チー
ムは、課題を見事に直視し、ಓےをつけた。
しかし、タスクフォースの各メンバーのモチ
ベーションを高く保ちଓけるためのຐ法はな
かった。事ある͝ とに೪り強く気候変動対策
の重要性と必要性を説いていったという。そ
こに信೦があるのであれば、「ఘめないこと」
もまた、仕事の本質だ。

いま、この時、が変革の起点となる

　三井住友海上で現在のように環境への取
り組みが重要な経営課題に据えられる前
においては、$S3の一環として扱われてきた
がある。この分野に当時から携わってき࢙ྺ
たのが、経営企画部SX推進チームに属する

2050年までにԹஆޮ果ガスഉ出ྔの実質ゼロ（ネットゼロ）を目指す三井住友海上の主なグリーン商品。
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ュートラルサポー
ト特約」だ。これ
は企業向けの火災
保 険（ 企 業 財 産
แ括保険）におい
て、被災建物など
の復旧時に新たに
Թࣨޮ果ガスഉ出
ྔ削減につながる
設備などを࠾用する際の追加費用を補償する
というもの。従来の損保業界にはなかった枠
組みを新たに提ࣔしながら、21年8月から販
売を開࢝した。
「いま、私たちは2050年ネットゼロୡ成
に向けて、保険引受、投融資、自社事業
における脱炭素化取り組みの状況をʰMS 
Green IndeYʱとして見える化し、KPIと進
捗を開ࣔしています。例えば、hグリーン商品ʱ
に加えてʰ再生可能エネルギーの発電設備ʱ
やʰ&7（電気自動ं）／F$7（೩ྉ電池
自動ं）ɦ などに関する保険引受をトータル
でʰグリーン引受ʱと定め、22年から25年
までの元受保険ྉの年ฏۉ増収18�を目
ඪにしています。当社がグリーン商品を開発
して保険の引受が֦大することで社会の脱炭
素化と当社の成長が同時に実現します」
　ಠ自のグリーン指ඪについてこう説明して
くれたのは、同チームで気候変動対策と自
然資本・生物多様性の保全・回復などの取
り組みを推進するPlanetarZ )ealthタスクフ

山ޱ彩子である。
「当時と比べたら、現在の状況にはִ世の
感があります。人ྨの福が、安定した気候
と健全な自然環境の上に成り立っているとい
うことは地球上の誰もがٙうことのない事実
です。三井住友海上の社員は、保険事業が
それをどのように支えているのか、支えていく
べきか、ということについてਂく理解をし、あ
らゆる立場を越して、ひとつの目ඪに向か
うことができています。h 気候変動対策ʱは、
三井住友海上をひとつにしながら、外部のあ
らゆる組織ともつながっていくためのキーワー
ドになっているのだと思います。そして、この
ような動きは気候変動対策だけでなく、&SG
をཏする動きとして広がっています」
　実際に成果が生まれている。21年4月か
らの1年強の間に、「脱炭素社会への移行に
向けた商品・サービスの֦充」「投融資ポー
トフォリオにおけるԹࣨޮ果ガスഉ出ྔ削減」

「三井住友海上が自身の業務のあり方やエ
ネルギーの使用方法を見直す」といった取り
組みがワークしているのだ。
「例えば、気候変動対策に資する当社の商
品・サービスをʰグリーン商品ʱと新たに定
ٛすることにより、新商品開発のॊೈ性と頻
度と速度とೱ度を大きく上げることに成功しま
した。h グリーン商品ʱと定ٛする前は4商
品にすぎなかったラインナップが、現在では
13商品にまで֦大しています」
　その13商品のうちのひとつが「カーボンニ

関口洋平

経営企画部 
SX推進チーム長 
2001年入社

山口彩子

経営企画部 
SX推進チーム 
課長
2002年入社

2021年に経営企画部内に新設された気候変動対策チーム
のチーム長に着任し、全社横断で気候変動対策に取り組む
ため6つのタスクフォースを組成、全体をとりまとめる。22
年からは環境（&）に加えて人ݖなど社会（S）の領域を
幅広くカバーするSX推進チーム長にब任。

持株会社の広報・I3部で投資家とのコミュニケーションや
&SGの情報開ࣔに携わったのち、2021年に経営企画部気
候変動対策チームに着任。気候変動対策と自然資本・生
物多様性の保全などを推進するPlanetarZ )ealthタスクフォ
ースのӡ営、サステナビリティҕ員会の事務ہを担当する。

海外子会社をؚめグループ全体の&SG取り組み全ൠを担当
する。環境への取り組みを$S3として推進していた時代から
携わり、SDGsや$S7取り組みの企画・浸透を図る。保険
引受、投融資などの事業活動を通じた社会課題解決の取り
組み策定などを進めている。

玉垣裕美子

経営企画部 
SX推進チーム 
課長代理
1999年入社

YOHEI  SEKIGUCHI AYAKO  YAMAGUCHI YUMIKO  TAMAGAKI

Planetary Healthタスクフォース（2021年5月～）

経営企画部に気候変動対策チームを新設（2021年4月）。すべての事業領域・部門で気
候変動対策を推進するため、6つの領域で部門横断のタスクフォースを組成（約100人が
携わる）。

取締役会・経営会ٞ

サステナビリティҕ員会（ӡ営事務ہɿ経営企画部・SX推進チーム）

タスクフォース

環境負ՙ減の推進
社有ंの̝̫ 化・̫̚ 化
代理店の脱炭素化支援

気候変動に伴う物理的
リスク、移行リスクの分

ੳ

̨̚ ̜投資の推進
投融資先企業の脱炭素

化支援

海外ڌ点との情報共有
国内外一体での取り組

み推進

防災・減災、脱炭素化
を支援する商品・サー

ビスの開発

・αーϏス

ࣗ社ۀࣄͷૉ

再エネのීٴや脱炭素
化を支える産業・ࢢ場

の֫得

Ϛーέットઓུ

Ϧスクੳ

༺ӡ࢈ࢿ

海֎ۀࣄ

ォースの事務ہを担当している֞ۄ༟ඒ子だ。
൴女がଓけて言う。
「2050年の段֊では、社会的な意識や革
新的技術の進展により、気候変動がいまよ
りもよい方向に向かっていることを心から願
っています。もし、2050年の時点で三井住
友海上の社員がどこかでこの子を目にして、
21年から࢝まった気候変動対応が大きなタ
ーニングポイントだったんだなと感じてくれれ
ばとてもخしいです。そして、その未来では、
また新たな課題に向き合っていかないといけ
ないと思いますが、社会にポジティブな価値
を提供しつつ、当社の企業価値向上にもつ
ながっているビジネスを展開していることを期
待します」
　すべては、持ଓ可能な未来を思いඳくこと
から࢝まる。SX推進チームが発した21年
4月から現中期経営計画がऴນとなる25年ま
でに起きること。それが変革の重要な起点で
あったと、未来の三井住友海上の社員はਂく
うなずくに違いない。
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༸ฏޱ༟ඒ子、関֞ۄ、彩子、藤田知子ޱ真、経営企画部 SX 推進チームのӜౢ༟子、山ޱݪから、MS&ADインターリスク総研のࠨ
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MS Green Index

グリーン引受の増収、投融資先との建
設的な対話、Թࣨޮ果ガスഉ出ྔの削
減などを「MS Green IndeY」として設定し、
進捗を開ࣔしていく。

άϦーンҾडͷݩड保険ྉ૿ऩ
（2021年度）

%16.4

社༗ंిಈԽ
（2022年5月）

%26.3

άϦーンͷラインφップ
（2022年6月）

+9 →13

ੜՄエωϧΪーಋೖ࠶
（2022年3月）

%20

����ԹࣨޮՌΨスഉग़ྔ
�����U�$0�
˞Scope1�2

%˛24
（2019年度比）

मݚ変ಈͷީؾ
Ԇडऀߨ

（2022年5月）

人1,4 32
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「安定した気候」と「生物多様性が保全された健全な生態系」に関する取り組みは不可分だ。三井住友海上は、
レジリエントでサステナブルな社会の実現に向けて、自然資本・生物多様性の保全・回復にも取り組んでいる。

tex t  by K iyoto Ku n i r yo   |   photo g r a ph s b y S huj i  G oto  |   e d it  b y A k io Ta ka s h i ro 

ᅳ領ຏ人 ＝ 文　後藤秀ೋ ＝ 写真　高ত夫 ＝ 編集

あらゆる命の輝きとともにいまこそ前へ
「生物多様性」への取り組みが自社と社会を変える

サステナビリティの実現に向けた変革

Planetar y Health

C
A

S
E

にして、01年以߱は、২物・ௗ・・人間
といったさまざまな໋が種をえて会の
なかでともに安らげる地へと進化していっ
たのです」
　12年から13年の改修工事では、それまで
常थ中心だった২に地域在来の落葉थ
や果थをバランスよくプラスしての多様性
をਂめ、野ௗの水ཋび場となるバードバスも
設ஔしている。13年には地上からの直通エ
レベーターが設けられた。時間内（3月ʙ10
月はฏ日10時ʙ17時、11月ʙ2月はฏ日
10時ʙ16時）なら誰でも自由に見学できる。
また、毎月第2༵日には専門家をࢣߨにܴ
え、一ൠの方に向けてバードウォッチングを
開࠵している。野ௗとの上庭Ԃのີな
関係性について教えてくれたのは、同チーム
の藤田知子だ。
「12年からの再開発ではʰエコロジカルネ
ットワークづくりʱをコンセプトに掲げました。
野ௗがډߖと上野の不池をԟ復するとき
の中ܧ地点として上庭Ԃを機能させながら、
ࢢにおける生ଶܥの回復を目指してきた
のです。野ௗをはじめとする生物にとっては、
実やຶ、果थ（ミカンや֟、܀など）、Ֆი
などがあることにより、大変にましい環境に
なっています」

まりは、1984年のこのビル࢝」
のॡ工でした」
　そう切り出したのは、経営企
画部SX推進チームのӜౢ༟子
だ。三井住友海上のॣՏ台ビル

（౦ژઍ代田۠ਆ田ॣՏ台）
にある֊（3֊）の上庭
Ԃは、当時の大正海上の本社ビ
ルॡ工時から受けܧがれてきた
ものだという。

多くの命が憩う緑地を整備してきた歴史

「ॣՏ台地の取り組みは、1980年代に近
ྡの住民からの要を取り入れ、心のܠ
観をඒしいものにしながら地域と共存共ӫし
ていくという意図でスタートしたのが最初で
す。2001年に三井海上と住友海上の合ซに
よって三井住友海上が生した際には、どの
ように上庭Ԃを有ޮ利用していくかを考え
るプロジェクトチームが立ち上がりました。こ
のときからʰपล地域の生ଶܥに配慮した
地ʱという視点を取り入れ࢝めたのです」
　取り組みの成果は明らかだった。ᓔとし
ていた を々Ⴉ定・間െし、光や風が行きわ
たる設計に変えた。そして、ༀࢄ布をഇ止
した。これらにより、थに活力がもたらされ、
さまざまなௗྨやなど多くの生
物が集まる場所になっていったと
いう。
「03年には庭ԂにࡊԂスϖース

（現在は近ྡの在住者・在勤者
に2年単Ґでந選・ແྉି出中）
を設けました。これがʰロハスʱ
の文຺で目され、新ฉや女性
などのメディアに取り上げられࢽ
て話題にもなりました。このよう

Sustainability 
Transformation

企業と生物多様性イニシアティブ
（Japan Bus iness In i t i a t i ve fo r 

Biodiversity）

+#I#は、三井住友海上が開࠵した「企業がޠ
るいきものがたりPart1」において、参加企業
に生物多様性の保全に関する研ڀを共同で進
めていくことをݺびかけ、各業種を代表する企
業14社のࢍ同を得て2008年4月1日に発した。
国際的視点から生物多様性の保全に関する共
同研ڀを実施し、事業活動と生ଶܥとの調
を願ってڠ働するなかで、生物多様性の保全と
生物資ݯの持ଓ可能な利用の実現方法を社会
に提供することを目指している。17年には、第5
回生物多様性アワード（イオン環境財ஂ主࠵）
の優秀を受、19年には、生物多様性アク
ション大2019で入を果たす。22年7月時点
で、正会員39社、ネットワーク会員19社、計
58社。

初会合の様子。

3C
A

S
E
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組織「自然関連財務情報開ࣔタスクフォース
（TNFD）」のフォーラムに参加しており、ݪ
は日本から།一のタスクフォースメンバーޱ
に選出されている。
「22年6月以߱、三井住友海上は業界では
じめてʰ自然資本・生物多様性の保全・回
復に資する商品・サービスʱを展開するなど、
地球環境との共生に本気で取り組んでいます。
いま、私たちがこれまで自然資本や生物多様
性について積み上げてきた知見を本業に生か
しながら、自社と社会のサステナビリティを
大に推進していくフェーズが๚れていると
強く感じています」

ープのMS&ADインターリスク総
研に属しているޱݪ真だ。若い
時分から環境問題のコンサルタ
ントとしてキャリアを積み重ねて
きた൴は現在、生物多様性の取
り組みを推進するスϖシャリスト
としてMS&ADグループのみなら
ず、日本の産業界全体をݗ引す
る存在となっている。
「2007年に三井住友海上は、

ʰ 企 業がޠるいきものがたり
Part1ʱという生物多様性につい
て考えるシンポジウムを開࠵しま
した。そのときに参加いただいた
企業に生物多様性の保全に関す
る研ڀを共同で進めていくことを
びかけ、さまざまな業種を代ݺ
表する14社とともに08年に発
させたのが、h 企業と生物多様性
イ ニ シ ア テ ィ ブ（+apan 
# u s i n e s s  I n i t i a t i W e  G o r 
#iodiWersitZ（以Լ+#I#））ɦ で
す。その後、ࢍ同企業も増え22
年7月時点では正会員が39社、ネットワーク
会員が19社にまで֦大、ঃ々に活動のྠが
広がっています」
　+#I#は、生物多様性約締約国会ٞ

（$OPɿ$onGerence oG the Parties） に
も参加するなど日本のみならず、国際的な
連携のなかで取り組みを進めてきた。三井
住友海上は+#I#の設立当初から会長会社
として活動を推進し、18年からはMS&AD
ϗールディングスが会長会社を引きܧいでい
る。また、MS&ADϗールディングスは19
年の世界経ࡁフォーラム年࣍総会（ダボス
会ٞ）で発案され、21年に発した国際的

　上庭Ԃといえば、ࣳ生やකԼくらいのഎ
ৎのՖが一ൠ的だが、ここでは見上げる
高さの々が多くໜっている。ฏۉで1m、
最大で1.2mのਂさのを庭Ԃの地Լに入
れてもビルがՙ重にえられる設計になって
いるのだ。
　16年以߱、ॣՏ台地で観できた野ௗ
は25種だという。そのなかでも会でづく
りをする事例が珍しいとN)Kや野ௗの専門
などからも取材を受けてきたのがώメアマࢽ
ツバメだ。
「ώメアマツバメは、ఱఢをආけるためにઈ
นにあるԜみの部分など、特घな場所に
をつくります。そのため、֗のなか、まして
や心で営することは非常にまれです。
上庭Ԃの上ۭ、三井住友海上ॣՏ台ビルの
地上100m地点には、ώメアマツバメがみ
そうな構造がۮ然にもありました。さらには、
上庭Ԃの多様な生ଶܥにより、の材ྉ
や৯べるものにܙまれたことが営の݅と
してはまったのだと思います」
　12年にॣՏ台ビルの向かいଆにॡ工した
ॣՏ台新ؗに設けられている地を合わせる
と、;たつのビルの総地面積は7,090ᶷに
もなる。いま、これらのはあらゆる生物に
とって५いと安らぎの場所になっているだけ
でなく、ώートアイランド現象の؇、大気
のড়化、Ӎ水のஷཹといった面でも機能して
いる。

努力の日々をさらなる前進の力に変えて

「自然と人間の共生について1980年代から
ਂく考えଓけてきた三井住友海上には、生
物多様性についての日本企業の取り組みをリ
ードする責任があるのです」
　そうく、真摯にޠるのは、MS&ADグル

原口真

MS&ADインターリスク総研 
フェロー
1997年入社

藤田知子

経営企画部 
SX推進チーム 
課長
1991年入社

ॣՏ台地PT、インドネシアଳྛ再生プロジェクト、
+#I#の活動に立ち上げから携わるスϖシャリスト。TNFDで
は日本から།一のタスクフォースメンバーに選出され、自然
資本・生物多様性の財務情報開ࣔフレームワークづくりに
参画している。

ۜ行、研ڀ所、コンサルを経て中్入社。気候変動への
適応策として自然の力で防災・減災を進めるなど、地域の
レジリエンスを高める「グリーンレジリエンス」の取り組み
を推進している。気候変動、生物多様性や地方創生など
社内プロジェクトに横断的に携わる。

2021年から自然資本分野に携わる。+#I#やTNFD日本ٞڠ
会、生物多様性に関する年࣍シンポジウムを通じた多様な
企業の生物多様性保全・回復取り組みの促進、O&$M（企
業等が保有するྛや地で、生物多様性保全に資する
地域）認定に向けた実証事業への参画などを担当している。

浦嶋裕子

経営企画部 
SX推進チーム 
課長
2008年入社

MAKOTO  HARAGUCHI TOMOKO  FUJITA HIROKO  URASHIMA

1. 地域に開かれた環境コミュニケーションスϖース「&$OMॣՏ台（エ
コムスルガダイ）」。 2. 上庭Ԃ全3。ܠ. 庭Ԃに設けられたࡊԂ。4. 

ॣՏ台地にඈ来したώメアマツバメ。ࡱӨ・吉成࠽ৎ

1 2

3 4

駿河台緑地の取り組み
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2024年には100兆円に急拡大すると予想されるメタバース市場。その将来有望な市場に
いち早く参入したのが三井住友海上だ。メタバースプロジェクトに取り組む3人に、事業の現在地を聞いた。

tex t  by F u m i h i ko Oha s h i   |   photo g ra ph s b y S huj i  G oto  |   e d it  b y A k io Ta ka s h i ro 

大࢙ڮ ＝ 文　後藤秀ೋ ＝ 写真　高ত夫 ＝ 編集

損害保険業界で初めてメタバースに参入
サイバー上のリスクに挑むトップランナーへ

「三井住友海上＝メタバース」への取り組み

Sustainability 
Transformation

2040年の保険を考える

　テクノロジーの領域ではいま、メタバース
（Ծ想ۭ間）への目が集まっている。テッ
ク企業だけでなく、খ売業など異業種もい
視ઢをぐなか、損害保険業界で先ਞを切
ったのが三井住友海上だ。同社は2022年5
月、メタバースプロジェクトを࢝動すると発
表した。同プロジェクトの中心を担う、ビジ
ネスデザイン部ιリューション開発チームの
ࣲ࡚߶がそのૂいを説明する。

「8eb3.0時代になりメタバースがීٴする
と個人がバーチャルۭ間で過͝す時間が増え
ることは容қに想૾できます。そうなったとき、
サイバー上のリスクがより一ݦ在化します」
　すでに事故が発生している事例もある。
73機ثの故োや入体験中に家財をյして
しまうといったような、物理的な損害だ。メ
タバースでは非代ସ性トークン（NFT）やԾ
想通՟の活用が進むことが想定され、将来
的に起こりうるリスクはよりෳࡶなものになる。
同プロジェクトチームでは、長期的視点に立

ってリスクを分ੳしている。
「30年、40年にメタバースが日常にあり;
れている世界になっていることを想૾し、そ
のときにどのような保険が必要とされるのかを
バックキャストでݕ౼しています。将来的なリ
スクで言うと、セキュリティだけでなくྙ 理的
な課題も想定されます。例えば、いまはゴー
グルを装着していますが、デバイスが進化し、
触֮などがリアルに近づいていくと、セクハラ
のような事݅も起こりえます。現実社会で問
題になっていることがメタバース上でも起こり

Innovative Technology
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ඒ子ٱから、ビジネスデザイン部のࣲ࡚߶、ਗ਼ౡ優ҥ、池田ࠨ
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清島優衣

ビジネスデザイン部 
企画チーム 
担当
2022年入社

三井住友海上のバーチャルマーケットにおける

ブース

「GDHメタ」の設立

メタバースがීٴした新
しい時代の౸来に向けて、
従来の保険のイメージを
新するような体験を来場
者に提供することを企図。

メタバース上のີ度のೱい交ྲྀを通じたސ客理解、
NFTや地ߪ入など保険会社がメタバースを実際に体
験することでリスク研ڀを行うとともに、メタバース上の
保険商品հ／販売の3方をݕ౼・۩体化していく。

えるので、そういったリスクに対する保険が
必要になると考えています」（ࣲ࡚）
　三井住友海上では、実際にメタバースを
ӡ営することも計画している。同社ではDX
推進のためのオープンイノベーションをৢ成
するために、シリコンバレー、౦ژ、シンガ
ポール、上海、ロンドン、テルアビブに「グ
ローバルデジタルハブ（GD)）」を設けてい
るが、̓൪目のڌ点として、「GD)メタ」を
開設する予定なのだ。その開設に携わってい
るのは、同部企画チームの池田ٱඒ子だ。
「アバターとしてメタバースۭ間で会ٞに参加
するなど、GD)メタを場所にറられずどこにい
ても集まれる場にしたいと考えています。当社
でも入社式などのイベントをメタバースۭ間で
行う取り組みが少しずつ࢝まっているので、そ
ういったことをもっと活発にしていきたいです」
　GD)メタは社員だけのバーチャルۭ間では
ない。誰もが参加できる世界を目指している。
「最初はユーザーの方と点をもつところか
ら࢝まると思いますが、その先には、例えば
73上で災害を体験して保険に対するニーズ
を感じてもらうようなことができればいいと考
えています。最ऴ的には保険の販売までメタ
バース上で完結したいですね。GD)メタのこ
れからの発展に期待してください」（池田）

世界的VRイベントに保険会社が初出展

　三井住友海上は、8月に開࠵された世界最
大の73イベント「バーチャルマーケット2022 
Summer」に保険会社として初めて出展した。
ӡ営に携わった池田がૂいを説明する。
「いち早くこうしたイベントに参画することに
よって、h 三井住友海上＝メタバースʱとい
うイメージを確立するઈの機会になると思
いました。それに会社として参画し、リアル

なユーザーの方と点をもち、さまざまな話
をฉくことによって、今後の取り組みのࣔࠦ
を得ることができると考えました」
　現実に設営するのは難しい、Ӊをイメー
ジした߽՚なブースには、想定をえる多く
の若いユーザーが๚れた。同部企画チーム
のਗ਼ౡ優ҥがコンセプトを説明する。
「未来の損害保険を感じられるۭ間にしたい
と思いました。そこで、当社はӉ領域にも
取り組んでいるので、ロケットを模した先進
的なブースをつくりました。さらに、アクショ
ンήームを開発するなど、ユーザーの方に保
険をָしいと感じてもらえる仕掛けも用意し
て、多くの方にお越しいただけました」
場が成ख़する前から力するのは、早いࢢ　
うちに若いユーザーを取りࠐむૂいもある。
「ミレニアル世代以߱の方々には、ネットで
ことをࡁませるという習慣が身についています。
そうした世代に商品をߪ入いただくためには、
ネット上にわかりやすい入りޱを用意しておく
べきだと考えています。もしかしたら、;世代
が考える保険はいまのかたちじゃないかもし
れない。それは、൴らや൴女らが過͝す場所
で直ฉいたほうが早い。出展にはそうした
ૂいもありますし、まさにGD)メタがそうし
た場所なのです。さらにGD)メタは、ビジネ
スチャンスを感じている企業との交ྲྀの場に
もしたいと考えています」（ࣲ࡚）
　ユーザーと直コンタクトをとることで、将
来的に必要とされる商品やサービスが見えて
くる。しかし、そのιリューションは必ずしも
保険にこだわらないと言う。
「プロジェクトメンバーが一ؙとなり、マーケ
ットも一緒につくっていくような気持ちで積極
的に取り組んでいきたいです。h リスクιリュ
ーションのプラットフォーマーʱとして、お客

誰かの挑戦を支えられるような仕事がしたいと考え、2022
年新ଔ入社。現在ビジネスデザイン部にて、メタバース領
域に関する新規事業企画を推進。メタバースが日常にあ;
れる世界を想定し、;世代の視点から積極的に意見を発信
している。GD) TokZoのӡ営も担当。

入社以来、火災保険、自動ं保険の企画開発、お客さま
向けアプリの企画ӡ営等を担当。営業に異動後、大手自
動ंメーカーへ出向、新たなιリューションを活用した販売
店ビジネスの企画・推進を経験。現在、ビジネスデザイン
部にて、メタバース等の中長期的な商品・サービスをݕ౼。

営業にて、ҩྍ・士業ஂ体や全国の৯品等事業者向け共
制度の企画・営業推進を経験。2019年10月にデジタルࡁ
戦略部に異動後、グローバルベースのデジタライゼーショ
ンを推進。現在、ビジネスデザイン部にてメタバースプロジ
ェクト等を通じ新たなビジネスをݕ౼。

CASE 04 Innovative Technology

柴崎剛

ビジネスデザイン部 
ιリューション開発チーム 
課長代理
2011年入社

池田久美子

ビジネスデザイン部 
企画チーム 
課長代理
2012年入社

YUI  KIYOSHIMA KUMIKO  IKEDA GO  SHIBASAKI

(D)ϝタ
�ͭͷํ

հʗൢച
交ྲྀ・研ڀを通じ企画
した新保険やニーズの
ある既存保険をメタバ
ース上で販売していく

ڀݚ
Ծ想ۭ間上のリスクを研ڀすべく、
保険会社自身がԾ想ۭ間の地
入やNFT取引などメタバース活ߪ
用に挑戦。実体験を通じた手触り
感ある事業創出・商品ݕ౼を行う

ަྲྀ
メタバース上のユ
ーザー交ྲྀを通じ、
;世代の行動様式・

思考を理解する

さまに安心・安全を提供するという観点が重
要なのであって、必ずしも保険のビジネスに
はこだわりません。いろいろなιリューション
やサービスが考えられると思うので、ॊೈな
発想で取り組んでいきたいです」（池田）
　チームが目指しているのは、メタバースの
領域で保険会社のトップになることだ。
「世界の保険会社を見ても、この分野で先
行しているプレイϠーはいません。スタート
ダッシュを切った私たちが、いち早く商品ラ
インナップを揃えられれば、h 三井住友海上
は世界でいちばんメタバースにৄしい保険会
社ʱという世界観がつくれるはず。トップラン
ナーとして走りଓけたいです」（ࣲ࡚）
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オープンイノベーションを志向し、自動車事故のデータを利活用したスマートシティの推進に取り組む
ビジネスイノベーション部。システムの誕生秘話と今後の展望について、担当者3人が語る。

tex t  by F u m i h i ko Oha s h i   |   photo g ra ph s b y S huj i  G oto  |   e d it  b y A k io Ta ka s h i ro 

大࢙ڮ ＝ 文　後藤秀ೋ ＝ 写真　∁ত夫 ＝ 編集

膨大な事故データを利活用したシステムをスマートシティに実装
ビジネスイノベーション部が目指す事故のない暮らしやすい街

住民を守るシステムでスマートシティを加速させる

C
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Sustainability 
Transformation

5C
A

S
E

AIが事故発生リスクを予測

「当社は保険会社ですが、補償の前後の
部分で新たなビジネスモデルを構築すること
を目指しています。それには事業者や自治体
あるいは大学・研ڀ機関等さまざまなステー
クϗルダーとアライアンスを組み、オープンイ
ノベーションを進めることが迅速かつޮ果的
です。このような方法で多くのビジネスモデ
ルを創造し、事業のபのひとつに育てようと
いう考え方をもとにして、当部が生しました」

　生の経Ңを説明するのは、ビジネスイノ
ベーション部モビリティチームの長明だ。
　同社には、自動ं事故や災害などに関す
る大なデータがある。テクノロジーを駆使
してそのデータを利用することで、事故を防
いだり防災・減災に役立てようというのだ。
それは、スマートシティに資する取り組みでも
ある。そのいくつかの事例をհしよう。
「事故発生リスクAI予ଌ」は、三井住友海
上が有する大な走行データや事故発生要
Ҽとなるಓ࿏構造や人ྲྀデータなどをجに、

AI解ੳで事故発生リスクをಓ࿏地図上に予
ଌ・可視化するシステムで、MS&ADインタ
ーリスク総研と共同で開発が進められている。
「全国の交通事故発生݅は減ってきてい
るものの、ࢮ者はいまだに多い。高ྸ者
や子どもの事故、あるいは自転ं・า行者
の事故の割合も高く、大きな社会課題になっ
ています。事故発生Օ所だけでなく、事故リ
スクの高いՕ所を可視化し、事故を発生さ
せない対策をߨじ、住民を守りたいという発
想からこのシステムは生まれました」（長）

Innovative Technology

から、ビジネスイノベーション部の長明、খ瑛理߳、長ඌढ़հࠨ
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CASE 05 Innovative Technology

ंのྔを減らすしかありません。それを実現
するために、ஜ波大学とシンガポールのスタ
ートアップS8ATモビリティと4者でシステム
の開発をݕ౼しています」（長ඌ）
　三井住友海上とMS&ADインターリスク
総研がドライブレコーダーの分ੳやアンケー
ト調査のデータを提供し、それをجにஜ波
大学がAI配ंアルゴリズムを開発。それに
S8ATモビリティがもつアルゴリズムを融合し
たアプリを開発するシステムである。
　アプリ上で従業員が前日までに何時に出
社したいかを入力すると、AIがコースを࡞成
し、ӡ転手が何時に出発し、誰と誰を何時
にピックアップするかを提ࣔしてくれる仕組み
だ。民間企業の実証実験では上々のޮ果が
得られたと長ඌは手応えをޱにする。
「通勤に使用するं྆を大幅に減らすことが
できました。ंを4台走らせるのと̍ 台走らせ
るのでは、$O2ഉ出ྔも全然違います。ौ
を解ফするだけでなく、カーボンニュート
ラルへの取り組みにもつながります」
　スマートシティの構築に向けた実装に力
するビジネスイノベーション部の࣍なる目ඪ
はシステムの横展開だ。それを加速させるた
め、政の「デジタル田Ԃࢢ国家構想」に、
自治体と共に積極的に応ืしている。
「鍵となるのは、ࢢリスクの可視化です。
交通事故リスクや防災リスクなどを可視化し、
プラットフォーム上に乗せる。そのデータを事
業者や住民が利用することで、社会課題の解
決につなげられる。ଞ社のデータを活用する
ことで、当社のビジネスモデルも高度化でき
る。これがデジタル田Ԃࢢ国家構想のなか
で目指している姿です。そして、このモデルあ
るいはデータを全国のスマートシティに利用し
てもらうことが私たちのૂいです」（長）

取りࠐむと、自情報が地図上に表ࣔされ、
ಓ࿏上のة険Օ所も表ࣔされる。通学中の
リスクがひと目でわかり、通学࿏を管理する
学ߍの先生の負担を大幅に軽減することが可
能になるのだ。通学中の事故を減らすことで、
長ඌは地域が活性化することも期待していた。
「過去に通学中の事故が何回も起こっている
地域の学ߍに通わせたいと思うなどいるは
ずがありません。こういったシステムがීٴし、
少しでも事故の削減に寄与することができれ
ば、その地域の価値が向上し、住みたい人
が増えるはずです」
　同チームのখ瑛理߳も同システムの意
ٛを強調する。
「子どもがרきࠐまれる交通事故は、全国
各地で日々発生しています。そういう௧まし
い事故でو重な໋がୣわれるなんて、こんな
൵しいことはありません。当社は保険会社で
すが、保険を提供するだけでなく、世の中を
よくしていくことが、当社の想いです。誰ひと
り取りさないSDGsのਫ਼ਆで事故のない社
会をつくる。これは保険会社がやらなければ
いけないことです」

相乗りで通勤渋滞を解消する

「カープール（相乗り）通勤システム」は、
AI配ंアルゴリズムに三井住友海上の事故
発生地点データを連携することで、利用者に、
事故がෳ回発生する地点をආけた安全な
最適走行ルートを提供するシステムだ。
「地方ࢢによくある話ですが、ே༦の通勤
ौが社会課題になっています。大きな工
場や事業所がある会社の従業員の通勤がौ
の一Ҽになっているため、地域住民からよ
く思われていません。そういう地域は日本中
にたくさんありますが、ौを解ফするには、

　事故が発生したՕ所だけでなく、幅員や
ंઢ、カーブ、ޯ配などのಓ࿏構造、ٸ
加速やٸ減速、速度などのة険ڍ動、そし
て人ྲྀなどからة険Օ所をAIがந出し、そ
れらをݻ定・移動カメラでリスク解ੳするの
がૂいだ。利用するのは主に自治体である。
「自治体の交通安全計画は5年スパンで、そ
こにはKPIがありますが、ة険Օ所を住民た
ちに伝えることで事故を減らしていくことがで
きます。ಓ࿏課でة険な場所の補修をした
り、ܯと連携しಓ࿏ඪ識等の設ஔをしたり、
教育ҕ員会で通学࿏を見直したりと、いろい
ろな活用を想定しています」（長）
「通学࿏安全支援システム」は、三井住友
海上が保有する事故データを活用し、地図
上にة険Օ所を可視化することで、より安全
な通学࿏の策定やࣇಐ・保護者への交通安
全ܒ発に役立てることができる、マップル社
と共同で開発したシステムだ。同チームの長
ඌढ़հは、開発の経Ңをこうৼりฦる。
「2021年6月にઍ葉ݝീ֗ࢢでࣇಐ5人が
傷する௧ましい事故がありました。自分もࢮ
ひとりのとして、人͝とではありません。当
社には大な事故データがあるので、それを
活用すれば事故を減らせるはずだと考えてい
ました。営業からマップル社との開発の話が
「がってきたのはそんなタイミングでしたڍ
　長ඌはすぐさま開発にࢍ同した。
「私個人としてうれしかったのは、この案݅
が当社の第一ઢの営業社員からڍがってきた
ことです。h うちのデータと連携できないかʱ
と相ஊがあったときに、会社が変わり࢝めて
いると感じました」
　システム開発においてཹ意したのは、事故
を減らすことはもちろん、その使いやすさだっ
た。システムにある学ߍに通うࣇಐの情報を

企業営業、リテール営業、営業推進部、人事部、経営企
画部、営業事務部、営業企画部と幅広い業務を経験。各
部署で新規施策に携わることが多かった。2020年より現৬、
MS&ADインターリスク総研݉務。スマートシティ最先を
目指して日々ฃಆしている。

長浜明

ビジネスイノベーション部 
モビリティチーム
 課長（上੮）
1988年入社

AKIRA  NAGAHAMA
入社以来営業一15ے年。営業では電力会社や大手৯品メ
ーカーを主に担当。2020年に現৬の前身である営業企画
部モビリティビジネスチームに異動し、主にMaaS領域を研
。に従事౼ݕ現在はデータを活用した新規ビジネス開発。ڀ

長尾俊介

ビジネスイノベーション部 
モビリティチーム 
課長
2005年入社

SHUNSUKE  NAGAO

小西瑛理香

ビジネスイノベーション部 
モビリティチーム 
主任
2017年入社

入社後、ઍ葉支店で営業。専属プロ代理店、乗合プロ代
理店、整備工場等、さまざまなチャネルの代理店を担当。
乗合プロ代理店における全支店初のGLTD成約等、法人新
規開拓に力。2021年より現৬、今年度よりMS&ADイン
ターリスク総研݉務。

ERIKA  KONISHI
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現在、世界で最も注目されるマーケットのひとつが宇宙だ。なぜ宇宙なのか、そして、保険にはどのような役割が
求められているのか。三井住友海上、JAXA（宇宙航空研究開発機構）、ispaceの三者に話を聞いた。
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宇宙ビジネスでパラダイムシフトが急加速
「第二の大航海時代」実現に向けた保険の使命とは

保険×宇宙
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CASE 06 Innovative Technology

業が参入しやすくなったのです」

宇宙アセットの活用はもはや不可欠

　この動きが࢝まったのは2000年代前半の
ことだ。ジェフ・ベκスのブルーオリジンやイ
ーロン・マスクのスϖースXが登場し、グー
グルが民間月面୳査レース「GooHle Lunar 
XP3I;&」をスポンサード。10年後の10年
代には一気にӉスタートアップが増加し、
スピード感あ;れたアジャイルなプロジェクト
が࣍ に々展開されるようになった。
　ではなͥ、Ӊがビジネスのフィールドと
なってきたのか。最で22年11月にଧち上
げ予定（22年9月時点）である民間企業発
の月面着へ挑むispaceのއ田࢙は、「地
球社会を支えるうえで、Ӊの活用が必要に
なってきた」と話す。
「SDGsに代表されるように、ひとつの国で
すべての問題が解決できる時代ではなくなっ
てきています。人間の活動がグローバルにな
っていることもあって、問題解決にӉのア
セットが使われるようになってきているのでは
ないでしょうか」
　すでにӉインフラは生活に欠かせなくな
っている、とも話すއ田。確かに、いまや何
気なく利用しているカーナビήーションシステ
ムやスマートフォンの地図アプリは、GPSな
くしては成立しない。+AXAで民間企業との
共創活動を推進するҏୡ߳子は、地球か
らӉを見ていたこれまでのスタンスが180
度変わると指ఠする。
「Ӊ機が多ଧち上げられるようになり、
いままで入手困難だったデータが計ଌできる
ようになりました。それを生かしたビジネス
も࣍々に生まれています。地球からӉをど
う見るかではなく、Ӊから地球をどう見る
かという視点が重要となってきました。今後、
Ӊ機だけでなく人も行き来するようになれ
ば、経ݍࡁもӉへ広がっていくでしょう」

大航海時代の成功要因は「保険」

　国家間でڝっていたӉ開発が、民間の
参入でボーダレスとなった。Ӊへの行き来
が常ଶ化すれば、グローバルは地球全体で
はなく、Ӊをࣔす言葉となってくるかもしれ
ない。このパラダイムシフトを、ᖛଜは「第

内ֳӉ戦略ࣨ（現内ֳӉ開発戦略
推進事務ہ）の立ち上げにも携わった三井
住友海上のᖛଜ߁հは࣍のように説明する。
「従来、Ӊ事業は国家主導で行われてい
ました。何年もかけて大型Ӵをつくってଧ
ち上げるのですからແ理もありません。しか
し、খ型Ӵをスピーディに開発してどんど
んଧち上げられるようになったため、民間企

　近年、Ӊビジネスのࢢ場規模はٸ速
に֦大。2040年には、現在の約3ഒとなる
120ஹԁ規模まで成長するとの予ଌもある。
എܠにあるのは、テクノロジーの進化だ。セ
ンサーやカメラの能力が格段に上がって人工
Ӵがখ型化。ଧち上げ用ロケットもখ型化
し、再利用が進んだことでコストが大幅にԼ
がった。結果、ήームチェンジが起こった。
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ೋの大ߤ海時代」と表現する。
　大ߤ海時代といえば、Ϥーロッパ勢力が、
それまで実ଶがつかめなかったアジアやアフ
リカ、ೆアメリカ大を࣍々に発見した15
世لから17世لのこと。地球規模でқが
展開されるようになり、いわゆる商業革໋に
った。この構図は、未知なる世界を切り開ࢸ
き、新たなマーケットの創出が期待されるい
まのӉビジネスと確かに重なる。
　見ಀせないのは、大ߤ海時代の成功を支
えたのが「保険」だということだ。当時のߤ
海は、いまから想૾もつかないほどハイリス
ク・ハイリターン。コショウなどのスパイスが
多大な富を生む一方で、や海のऻ来
といったリスクは相当に高く、保険がなけれ
ば大ߤ海時代は実現しなかったかもしれない。
「そもそも、保険の起ݯは海上保険
です。それだけߤ海にはリスクが伴い
ました。補償がなければ多大な資金
を投じることもできません」
　だからこそ、保険会社の役割は重
いとᖛଜはଓける。
「新たな挑戦には、未知のリスクが存
在します。誰かがそれと向き合わなけ
ればならないのなら、先して未来を
切り開く挑戦者をサポートするのが当
社の使໋です」
　実際、日本で初めてӉ保険を組成した
のはMS&ADグループだ。1975年にଧち上
げられたӉ開発事業ஂ（NASDA）初の
人工Ӵ「きく1߸」をࡌした「N-Iロケ
ット」。ສ一の失敗でଧち上げࣹ場पลの家
や住民に損害を与えてしまうリスクをヘッ
ジするため、Ӊ賠償責任保険を開発した。
当時、世界でもまだ珍しいタイプの保険だっ
たが、補償の仕組みができたことは大きかっ
た。とりわけロケットのଧち上げ技術に関し
て、日本は世界でもトップレベルだとされる
が、先進的な保険がそれを支えてきたことは
間違いないだろう。

月のポテンシャルと「月保険」の重要性

　Ӊに関するリスクを最前ઢで見つめてき
た三井住友海上。積み重ねてきたノウハウを
生かし、「第ೋの大ߤ海時代」をリードする
プロジェクトも積極的に進めている。

　そのひとつが、އ田のいるispaceと取り
組む「月保険」だ。これは、従来三井住友
海上が提供してきたӉ保険とは根本的に性
質が異なる。これまでは「ଧ上げ前保険」、
ଧ上げ保険」「ण໋保険（Ӊۭ間に౸ୡ
後の人工Ӵの損害を補償）」「Ӊ賠償責
任保険」といった、ଧち上げやӉ機のリス
クなどを想定したものだったが、「月保険」は
月面ビジネスで発生するリスクを補償する。
　この取り組みの意ٛਂさは、ispaceの月
面୳査プログラム「)AK6TO-3（ハクトア
ール）」の先進性および月面ビジネスの可能
性とরらし合わせるとよくわかる。実は、އ
田は前 ड़した月面 ୳ 査レース「GooHle 
Lunar XP3I;&」に参加し、最ऴ選考に
った実をもつ。そのチーム໊「)AK6TO」

を引きܧぎ、月面୳査への挑戦をリブートす
るという思いを「3」にࠐめたのが「)AK6TO-3」
だ。ಠ自のランダー（月着ધ）とローバー（月
面୳査ं）を開発し、月面着と月面୳査
を行うミッションを掲げており、月面着ミッ
ションは前ड़のとおり最で22年11月にଧ
ち上げ、月面୳査ミッションは24年にଧち上
げ予定（22年9月時点）となっている。特
的なのは、Պ学的な৭合いがೱい従来の
月面୳査と異なり、月を地球の経ࡁ・生活
田はこうއ。もうとしている点だࠐに取りݍ
話す。
「今後、多くの人がӉを行き来することに
なれば、地球と変わらない、もしくはそれ以
上の豊かな生活が求められるようになります。
そうなると、これまでӉとかかわりのなかっ
た企業も、関係してくるはずです。そうした
企業が参画できるビジネスのプラットフォー
ムを構築したいと思っています」

　そのため、「)AK6TO-3」はパートナー
シップ型のプログラムとした。資金を提供し、
ランダーやローバーにロゴを掲ࡌしてऴわり
ではなく、何らかのかたちでispaceとڠ業を
している。例えば日本ۭߤは、ۭߤ機のエン
ジンメンテナンスで用いる༹技術をランダ
ーに応用。シチズン時計はಠ自素材のスー
パーチタニウムäをランダーの着٭に提
供している。画期的な実証実験を行うのは日
本特घಃ業と高࠭学工業だ。日本特घಃ
業は非常にԹとなる月でもౚらないݻ体電
池の実証実験を、高࠭学工業は月面環境
での水素とࢎ素の生成に向けた実証実験を
行う。
　つまり「)AK6TO-3」は、単に月へラン
ダーを着させてローバーを走らせるだけで

なく、その先のビジネス展開を見据え
た手をଧっているのである。۩体的に
は、まず各種月面データの活用。水
資ݯのもととなるණが月面のどこにあ
るか、地面のߗさや֯度などがどうな
っているかといったデータは、これか
らのӉビジネスを構想するうえで欠
かせない。そして、今後Ӊとの行き
来が増えれば、月が༌ૹのハブとして
期待されるのは間違いないため、地
球と月の間の༌ૹの高頻度化も見据

えている。そうなれば、当然ながら水素エネ
ルギーの活用も重要となっていくだろう。

リスク分析のため設計図もチェック

　このように࣍ に々広がることが想定される月
面ビジネスだが、問題は、地球上では想૾
もつかないリスクを内แしていることだ。15
世لの大ߤ海時代と同様に、補償の仕組み
があってこそ前人未౸のチャレンジが可能と
なる。多種多様な企業がӉビジネスに参
入できるようにするためにも、「月保険」の役
割は非常に重要なのだ。
　とはいえ、保険の組成にはリスク分ੳが欠
かせない。過去のデータから分ੳするのが通
常だが、月面はまだまだ未知の領域。それこ
そ、どんなリスクがあるのかもわからないなか
で、どのような開発を行っているのか。ᖛଜ
は台ཪを࣍のように明かす。
「世界初の試みですし、完全オーダーメイド

Sustainability 
Transformation

ispaceは、「&Ypand our planet. &Ypand our Guture.」をビジョンに掲げ月面
資ݯ開発の事業化に取り組む民間Ӊ企業。写真は同社のミッションコント
ロールセンター。Ⓒispace
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となりますから、まずはispaceの経営とし
つこいほど面ஊをして、そのビジョンを社内
でも共有しました。プロジェクトマネジャーや
エンジニアにも入೦にώアリングをして、技
術的な部分もؚめたリスクをݕ証していきま
した」
　ただ話をฉくだけではない。ランダーやロ
ーバーの設計図を広げて「ここはどうなって
いるのか」「このリスクをispaceとしてはどう
とらえているのか」と細部まで٧めていった。

「ispaceと同じレベルでランダーやローバー
を理解できなくてはダメだと思った」とᖛଜ
はৼりฦるが、そのアプローチにއ田は内心
ઉをרいたという。
「月面ビジネスを展開するうえで、保険はઈ
対に必要だと思っていました。一方で、保険
はࣈがあってこそ成立するという認識をも
っていたので、h 過去のデータがない月での
保険は本当に可能なのだろうかʱと考えてい
たのも正直なところです。ですから、データ
の代わりにできるほど内容を把握して合理性
とଥ当性を求めていったのはす͝いことだと
思いました。とりわけ保険という領域で、一
า先を切り開いていく企業文化があるのは非
常に素らしいと感じています」

JAXAとの「宇宙旅行保険」が開く世界  

　「第ೋの大ߤ海時代」をリードするもうひ
とつのプロジェクトは、+AXAと共同開発する

「Ӊཱྀ行保険」だ。
　Ӊཱྀ行は少し前までເ物ޠだったが、
いまや現実のものとなってきている。21年は、
民間人として29人がӉཱྀ行を経験し、৬
業Ӊඈ行士のを初めて上回った。「Ӊ
ཱྀ行元年」といわれるゆえんだ。+AXAのҏ
ୡは「Ӊが৬業Ӊඈ行士だけに限ら

れた場所ではなくなってきている」と指ఠする。
「今後、さまざまなかたちでのཱྀ行が可能に
なれば、h どうしたら安心して行けるのかʱと
いうニーズが生まれます。そこに対応する保
険が必要だと思いました。Ӊཱྀ行保険が
完成すればより多くの人にʰӉへ行ってみ
たいʱと思ってもらえるでしょうし、Ӊ用の
ཱྀ行アイテムが出てくるなど、経ࡁの活性化
も期待できます」
　誰もが安心してӉへ行けるようになる
ʕ。そんな時代の౸来を後押しするツール
が「Ӊཱྀ行保険」だとҏୡ。Ӊとの
境界ઢとされる高度約100kmのカーマン・
ラインを目指すখཱྀ行や、地球をप回する
日間のཱྀ行、国際Ӊステーションに在
するཱྀ行など、さまざまな種ྨが考えられる
だけに、新たなཱྀ行マーケットの創造にもつ
ながるだろう。
　興味ਂいのは、この取り組みが新たなӉ
関連事業の創出を目指す「+AXAӉイノ
ベーションパートナーシップ（+-SPA3$）」
の枠組みで行われている点だ。18年の࢝動
以来、30以上のプロジェクトを展開してきた
この枠組みは、Ӊビジネスの世界で起こっ
ているパラダイムシフトを受け止めたものだと
ҏୡは話す。
「もはや、Ӊ機を1機つくってඈばせばい
いという時代ではありません。いかに有用な
データを取得して適切に活用するか、一ൠの
人が行き来できるようにするにはどうすればい
いかといった課題を解決するには、さまざま
な企業や研ڀ者との連携が必ਢです。特に、
民間企業がもつ技術や知見を積極的に取り
入れることで、よりスピーディかつޮ的に
進められることがたくさんあります。その強み
を最大限に生かしつつ、しっかりリスクヘッ

ジをするのがӉ事業では重要です」

「共創」の連鎖を支える保険のチカラ

　最前ઢでӉ開発に携わってきた+AXAが
官民連携を重視している事実は重い。予ଌ
不能な時代、ෳࡶ多様化する社会課題に立
ち向かうのと同様に、「共創」がӉビジネ
スでもキーワードになるということだろう。三
井住友海上も、さまざまな共創のアプローチ
を展開しているとᖛଜは明かす。
「今後、月༌ૹが高頻度化して月面ビジネ
スが活性化すれば、当社の保険だけで支え
るのではなく、世界中の保険会社で支援して
いくことになるはずです。先日もӳ国のロイ
ズ保険組合を๚れてӉ保険マーケットに対
してʰ)AK6TO-3ʱのプレゼンテーション
をしてきました。そうした経験から、月面着
や月面୳査を成功させてʰӉのデータʱ
をࣔすことで、保険業界にパラダイムシフト
を起こせるのではないかと感じています」
　確かに、保険会社がもつ多様なデータと
Ӊのデータを組み合わせることで、いまは
全く想૾もつかない新たなサービスが生まれ
る可能性はे分にある。その可能性は、多
種多様なビジネスを展開する企業が参入した
り、一ൠのཱྀ行者が増えたりすることで、さ
らに広がっていくだろう。
　ispaceのއ田は、自らの学的思考と前
ஔきをしつつ「生物は進化する໋॓を負って
いる。だからӉに領域を広げなくては、持
ଓ可能性を確保できないのではないか」とड़
べた。企業も人もӉへ活動ൣ囲を広げる
タイミングがやってきているのならば、保険
のチカラでその環境を整えようとしている三
井住友海上の挑戦は、価値のあるものとして
後世にධ価されるのではないだろうか。

CASE 06 Innovative Technology

1997年、Ӊ開発事業ஂ（NASDA、2003年に+AXAへ統
合）に入৬。Ӊ༌ૹや地球観ଌにかかわる海外契約、
Ӵ開発プロジェクトでの契約法務などを担当。現在、民
間企業とビジネスを共創する「+AXAӉイノベーションパ
ートナーシップ（+-SPA3$）」を展開。

伊達木香子

国立研ڀ開発法人
Ӊۭߤ研ڀ開発機構（+AXA）
新事業促進部 
部長

KYOKO  DATEKI

濱村康介

三井住友海上
企業営業第ޒ部 ཱྀۭߤ行Ӊ課 
課長
2005年入社

袴田武史

ispace
代表取締役

༌入ंディーラーの自動ं保険販売に約7年間従事した後、
2012年に発した内ֳのӉ戦略ࣨへ།一の民間企業
出身者として出向。Ӊ予ࢉの分配やӉج本計画の策定、
Ӊ政策ҕ員会のӡ営など、日本のӉ戦略の司ྩౝとし
ての役割をแ括的に担う。14年より現৬。

子どものころに観た映画ʰスター・ウォーズʱに魅ྃされ、
Ӊ開発を志す。ジョージア工Պ大学で修士߸（ۭߤӉ
工学）取得。2010年にispaceを設立。現在、民間月面
୳査プログラム「)AK6TO-3」を主導し、月面༌ૹを主と
する民間Ӊビジネスを推進中。

KOSUKE  HAMAMURATAKESHI  HAKAMADA
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2023年4月以降、地方自治体の災害対策が根本的に変革される。それは、三井住友海上が「防災ダッシュボード」
というサービスを開始するからだ。「水災」と「地震」を対象とするこの取り組みがもたらす恩恵とは何かを探った。
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ワンストップで防災・減災をフルサポート
「防災ダッシュボード」が自治体の災害対策を変える

気象・災害データ×AIにより災害をリアルタイムで可視化

Resilience
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判断材ྉにはストック情報とフロー情報があ
ります。問題は、それらの情報がさまざまな
ところにࢄらばり、各種の判断にࢸる工程を
ࡶにして、時には判断の速度と確度をୣう
可能性まであるということです。h 防災ダッシ
ュボードʱなら、ワンストップで防災・減災
のあらゆるアクションを支援できます」
「防災ダッシュボード」に集められ、自治体
の担当者が必要に応じて一元的にӾཡでき
るのは、「߱Ӎデータ（リアルタイムの߱水
ྔ、積߱ࢉ水ྔ）」「Տデータ（Տ水Ґ
とՏのة険水Ґ情報）」「ܯ報・意報デ
ータ（気象ிキキクルのߑ水・浸水・࠭
災害リスク）」「ハザードマップデータ（ߑ水
浸水想定۠域ʴ࠭ʴආ難所情報）」「三井
住友海上の水災事故データ（༣ศ൪߸͝と
の水災事故情報）」「SNSデータ（投ߘ内容、
投ߘ画૾）」「モバイルۭ間統計データ（総
人ޱ、性ผ・年代ผの人ޱ構成、来๚者構
成）」などだ。クラウド上にこれらのデータが
集約されており、任意にෳのデータを重
ね合わせて確認できるマッピング機能により、
いま必要な情報の一元管理が行える。
「例えば、߱Ӎྔ分布とՏ水Ґの状況を
リアルタイムかつ一元的に把握できるように
なるので、ۓഭ度がࠁ と々増していくなか、
迅速な情報収集と意思決定が可能になりま
す。このように発災前にリアルタイムでリスク
を可視化していくだけでなく、発災後にはಠ
自のアルゴリズムにより、被害規模や被害ൣ
囲を速やかに推定して可視化します（地震は
発災約1時間後、ߑ水は発災約1ʙ3日後）。
また、防災・減災の۩体的な行動開࢝に資
するಠ自のアラートを発出する仕組みも機能
します。そして、ฏ時には過去の災害時のデ
ータをৼりฦりながら、࣍に備える動きを進

　近年、台風のڊ大化やήリラ߽Ӎの多発
により、զが国でらす人々の生໋と財産が
・かされている。水災の広域化・激甚化ڴ
頻発化が起きているのだ。Տの൙ཞや
่࠭れ、ੴྲྀだけではない。ήリラ߽Ӎな
どにより、֗ࢢ地でԼ水ಓやӍ水管があ;れ
る内水൙ཞの発生もニュース映૾で見かける。
これから先に、日本で起こるかもしれない地
震も不安材ྉだ。
　これらのڴҖに対しては国、地方自治体、
企業、地域社会、住民のそれぞれが取りう
る対策をສ全にしながら、各が創造的・
有機的なリンケージ（結合・連・連係・
つながり）を果たし、ී段から人・組織・
国が一体となって強ਟでްみのある日本を築
いておくことが求められる。

平時から発災後まで必要な情報が集結

　いま、地方自治体と企業が見せているリン
ケージの実例として目֮ましいのが、三井住
友海上による「防災ダッシュボード」の取り

組みだ。いつ誰がどのような被災状況にؕっ
てしまうかわからないリスクフルな時代におい
て、地方自治体に課せられた使໋は大きい。
常日頃から防災・減災対策を積み重ねておく
ことが肝要であると同時に、実際の災害を想
定して「発災前の被害予ଌ／住民へのܯ報」

「発災後の初動／現状把握と被害想定／被
害の減／被災者対応」をいかになすべき
かを、໖ີな४備をしておかねばならない。
「日常、発災前、発災後といったあらゆる時
間ଳをカバーし、その時々において地方自治
体が取るべきアクションの起点となる情報を、
一元的に可視化するのがʰ防災ダッシュボー
ドʱというサービスです」
　プロジェクトリーダーとしてこの取り組みを
推進してきたのが、ビジネスイノベーション
部のԬ࡚ߛ治だ。「防災および減災の質を決
定づけるのは情報であり、その取得のあり方
が໋ߝになる」と൴は言う。
「過去の被災状況や現状把握に要する気象
データなど、防災および減災の行動を起こす

ビジネスイノベーション部のԬ࡚ߛ治
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+AXAのʰTodaZ`s &arthʱグループと産学
連携で取り組んだからです。気象ிがߑ水
の予ଌ情報を出すのは6時間前からですが、
30時間以上も前に情報が得られるのなら、
できることが変わってくると思います。2019
年の台風19߸でݕ証した結果、国交通
লが発表した決յ地点142カ所のうち130カ
所（ัଊ約91�）で、1日以上前にߑ水
リスクが予ଌできていました」
証では、すべての高リスク予ଌ地点のなݕ　
かで実際に決յが起きたのは約3割だったとい
う。過大なリスクをࣔす向はあるが、気象
ிなどଞのܯռ情報とซせてݕ౼することによ
り、住民のආ難༠導などにおいて画期的な成
果をڍげられる可能性に満ちている。
「h 防災ダッシュボードʱは23年4月のサー
ビス開࢝に向けて、22年4月から10月をແ
償トライアル期間として、自治体の現場の
を反映し、コンテンツの֦充や追加機能の
開発をӶ意進めています。また、11月から
はʰ防災ダッシュボードʱの各種データを活
用し、過去の災害分ੳにجづく防災・減災
アクションの見直しなどの有償コンサルティン
グを開࢝します。今後は、自治体だけではな
く、企業や個人にサービスを展開していく方
向もؚめて、常に進化をଓけていきます」

がྲྀ入しているかなど、h ආ難状況の見える
化ʱにより、防災ແઢで重点的に指ࣔを出
すといったආ難の促進を図ることができます。
高ྸ者や地域外からの来๚者の人ޱをリア
ルタイムで把握できるのも特長です」
　そしてଜ田がڳをுる、「防災ダッシュボ
ード」にりࠐまれた機能のなかでも最大ڃ
のিܸと言えるのが、30時間以上も先のߑ
水リスクを把握できるߑ水予ଌシステムだ。
「このシステムが実装できたのは、水害予ଌ
研ڀを世界第一ઢでリードする౦ژ大学・

めることができます。まさに、いま必要な情
報がひとつのダッシュボードに常にある状ଶ
を生み出せるのが、三井住友海上のʰ防災
ダッシュボードʱというサービスなのです。こ
れまで電話とメモとϗワイトボードで行われて
きた災害対策本部の仕事が変わります」

30時間以上も先の水害リスクまで把握

　プロジェクトリーダーとしてタスク全体を管
するԬ࡚に対し、データサイエンティストと
してGIS（地理情報システム）データج൫の
構築など、開発リーダーの重責を担うのが同
部のଜ田ཽ一だ。
「地域住民の生໋や財産を守る自治体の仕
事を支援していくh 防災ダッシュボードʱに
とって、リアルタイムの人ྲྀデータを取得し
て状況を把握できる機能は欠かしたくないも
のでした。これは؆単に言うと、スマートフォ
ンのҐஔ情報と連動してආ難状況を可視化
するシステムです。ة険が想定されるエリア
から人がྲྀ出しているか、ආ難所エリアに人

村田竜一

ビジネスイノベーション部 
先進プロセスチーム
上੮データサイエンティスト
2020年入社

岡崎紘治

ビジネスイノベーション部 
アライアンスチーム
課長
2004年入社

前৬では、ιフトウェア開発、人ޱ統計サービスの立ち上
げを担当し、2020年中్入社。「防災ダッシュボード」の
開発全ൠの責任者。データサイエンティストとして、GIS（地
理情報システム）データج൫を構築。自治体担当者へのώ
アリングを重ね、より実用性の高いサービス開発に取り組む。

IT・システム部門、海外駐在を経て、2022年より現৬。「防
災ダッシュボード」のプロジェクトリーダー。ビジネスモデ
ルの構築、収支計画、プロモーション、営業・提案手法
のݕ౼、新サービスの企画、アライアンス・ڠ業ݕ౼など、

「防災ダッシュボード」に関する全体タスクを管。

RYOICHI  MURATAKOJI  OKAZAKI

防災ダッシュボードの概要

防災ダッシュボードは、「気
象・災害データº̖ に̞よる防
災減災支援システム」をコン
セプトとして、災害リスクのリ
アルタイム情報、発災後の被
害推定、事前災害予ଌをわ
かりやすくダッシュボード上に
可視化することで、住民の生
໋や財産を守る防災減災アク
ションを支援する自治体向け
サービス。

ฏ時の備え 発災前 災害時 被災後対応

ฏ࣌ͷඋえ͔Β発災ޙ·Ͱ
ϫンストップͰ災・ݮ災をαϙート͠ ·͢

過去災害時の
ৼりฦり機能

水害リスク予ଌ
リアルタイム
情報一元化

災害後速やかに
被害規模を可視化

ビジネスイノベーション部のଜ田ཽ一
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ドライブレコーダーから路面状態の広域データを収集。路面の損傷データを学習したAIで
舗装道路の損傷箇所を検出。補修して交通事故を未然に防ぐ。この夢のような連環の意義を探る。
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官民学連携DXで道路の損傷箇所を発見
「ドラレコ・ロードマネージャー」で共助の未来へ

地方創生の共助モデル「ドラレコ・ロードマネージャー」
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ドマネージャー」のプロジェクトリーダーで
ある。൴は、この社内コンテスト発案のイノベ
ーションが生まれたഎܠから説明してくれた。
「社会経ࡁ活動のج൫となるಓ࿏などのイン
フラは、一度つくったらそれで任務完ྃでは
ありません。ٺ化対策が必要であり、戦
略的なҡ持管理が求められます。近年、行
政のデジタル化が推進されていますが、ಓ࿏
行政においては、いまだフィジカルな対応に
追われているのが実情です。なかでも、ޮ
的な管理を難しくしているのがಓ࿏の現状を
把握・ධ価する取り組み。݀やώビなどが発
生していないかを点ݕするಓ࿏パトロールに
多くの時間と人員が割かれています」
　ंに乗って目視でฮ装ಓ࿏を点ݕしていく
するところがڌ業は、担当৬員の経験にґ࡞
大きい。すなわち、ख़࿅者から非ख़࿅者に
҉知を伝ୡ・共有することが難しい。そし
て、各۠ࢢொଜが目視点ݕしなければなら
ないಓ࿏は全国約120ສのಓ࿏の8割以上
にもٴび、その長さは果てなきレベルにある。
すべての目視を高い頻度でܧଓ的に行ってい
くことの時間・人員・コスト負担の大きさは、
素人でも容қに想૾できるだろう。
「ฮ装ಓ࿏にできるポットϗール（݀やく̈́
み）を์ஔしていると、খさな݀でも大きな
事故を引き起こすݪҼになります。h ं྆の
重ྔおよびৼ動による負ՙʱとʰಓ࿏のഉ
水不良によって࿏面のώビ割れなどの損傷か
らӍ水が浸入し、アスファルトࠞ合物のണ
が促されることʱがポットϗールの大きな
要Ҽです。これらの要Ҽそのものをආけるこ
とは難しく、交通ྔの多いಓ࿏では断ଓ的
に߱りଓいた大Ӎと大型トラックの走行によ
り、1日で大きな݀が発生することもあります。
このような損傷を未然に防ぐためには、ώビ

સ」。これらに代表される「ಓ࿏ҡ持管理業
務」は地域住民のらしを支え、໋を守る
営みとし、自治体に課せられた重要な任務な
のだ。

データを基に損傷箇所を自動で検出

　ビジネスイノベーション部アライアンスチー
ムのງ野正ਉは、自治体のಓ࿏行政に大き
な変革をもたらすサービス「ドラレコ・ロー

「地域住民の安全を守る」という使໋を果た
すために自治体が目配りしなければならない
のは、台風や大Ӎ、地震といった自然災害
のة険性に対してだけではない。日々、住民
が利用しているಓ࿏を管理して交通の用に供
するのも自治体の大切な仕事である。ಓ࿏
の機能に不۩合やྼ化が生じた場合、応ٸ
ॲஔによって機能回復を図る「補修」。損傷
した構造を元の状ଶに復旧させるための「修

藤麻結、ງ野正ਉࠤから、ビジネスイノベーション部のࠨ
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み合わせた「ドラレコ・ロードマネージャー」
は、官民学が一体となって地域の広域デー
タを活用する取り組みとして過去に例を見な
いものだ。22年3月には地方創生に資する取
り組みとして内ֳ特໋担当大ਉ（地方創
生担当）表জを受している。そのଞ、デジ
タルி主࠵の「Hood diHital aXard」の防
災／インフラ部門最優秀や2022年度「グ
ッドデザイン」も受。意をもって開発
を推進してきたງ野が最後に伝えてくれたの
は、「ドラレコ・ロードマネージャー」がたど
り着こうとしている未来の世界૾だった。
「ࢢ部のװઢಓ࿏から地方のখಓにࢸる
までくまなく走っている、三井住友海上の通
信機能付きドライブレコーダーは、日本全国
で構築ࡁみのデジタルج൫だと言えます。こ
のج൫を官へと開์し、ಓ࿏という既存の社
会インフラとかけ合わせ、官民学がひとつの
環となってʰ共ॿʱのモデルを生み出す。そ
して、デジタライゼーションのԸܙをࢢと
地方に分けִてなく行きわたらせる。多様な
主体が有機的に結び付き、ともにॿけ合いな
がら、課題を解決していく世界が未来のスタ
ンダードとなるように、私たちはرに満ち
あ;れたロールモデルとしてʰドラレコ・ロー
ドマネージャーʱをӡ用していきます」

　いま、あらゆる業界を༳るがしているイノ
ベーションは「かけ合わせ」によって生まれ
ている。アーバンエックステクノロジーズは、
2020年4月に設立されたばかりでौ୩۠のオ
フィスをڌ点にしているスタートアップだ。設
立以前から年にわたり、౦ژ大学の関本
研ࣨڀと連携して、20以上の自治体とともに
AI画૾分ੳによるಓ࿏点ݕの実証を行って
きた。
「長年かけて蓄積してきた1,500ສ以上のಓ
࿏損傷データを用いて、౦ژ大学で開発さ
れてきた高ਫ਼度なAIモデルを組みࠐむことに
より、h ドラレコ・ロードマネージャーʱは従
来のようなಓ࿏パトロールと目視に頼らない
ಓ࿏損傷ݕ知を可能にしています。21年12
月のサービス開࢝に先立ち、品۠やઍ葉
り܁などで実証実験をࢢ࡚ೌ、ࢢ加լ、ࢢ
ฦしてきました。ධ価をフィードバックしてい
ただいた自治体においては、8割以上からh 損
傷ݕ知の品質は目視と同等以上ʱとの回答
を得ています」
　従来の当事者（自治体または自治体から
ҕୗを受けたಓ࿏管理事業者）以外の民間
企業（地域のখ売事業者や物ྲྀ事業者等）
との共ॿによってಓ࿏点ݕの業務が行われる
ようになり、そこに౦ژ大学の研ڀ結果を組

割れがまだখさい早期の段֊で発見・補修
を行うしかないのです」
　これから先、全国各地で少子高ྸ化が進
むと、人ޱの減少に伴って地方自治体の人
員や予ࢉ、仕事の規模がॖখされるのは推
して知るべきྲྀれだ。しかしながら、人ޱの
減少に合わせてࢢ内にுり८らされたಓ࿏が
くなることはあり得ない。今後、ポットϗー
ル等のಓ࿏損傷Օ所の発見と補修は全国各
地において、ますます難しくなっていく。
「こうした課題を根本から解決する起点にな
るのが、三井住友海上が広く展開してきた通
信機能付きドライブレコーダーのデータです。
私たちはドライブレコーダーからデータを収
集し、AIで分ੳすることにより、ಓ࿏の損傷
Օ所をݕ出するʰドラレコ・ロードマネージ
ャーʱというサービスを開発しました」

官民学が手を取り合った共助モデル

　ງ野と同じチームに属し、「ドラレコ・ロー
ドマネージャー」の広報を担当してきたのが
藤麻結だ。自治体向けのイベントなどではࠤ

「三井住友海上が保険以外の取り組みをし
ているのを知らなかった」という反応とともに
大変にڻかれることが多かったという。先進
のサービス・スキームはこうだ。
「三井住友海上がখ売事業者や物ྲྀ事業者
などとの自動ं保険契約により、ं྆に設ஔ
しているドライブレコーダーがあります。レコ
ーダーにهされた画૾やৼ動の情報など
࿏面状ଶを把握するためのデータを通信機
能で自動的に収集し、౦ژ大学生産技術研
所発のスタートアップ企業であるアーバンڀ
エックステクノロジーズが保有するAI画૾分
ੳ技術とかけ合わせることで、ಓ࿏の損傷Օ
所を自動ݕ出して地図上に可視化します」

佐藤麻結

ビジネスイノベーション部 
アライアンスチーム
担当
2018年入社

堀野正臣

ビジネスイノベーション部 
アライアンスチーム
課長
2020年入社

2018年に新ଔ࠾用で入社。営業企画部で3年間代理店の
手ྉ制度や品質認定制度などのӡ営を担当。現在はドラ
レコ・ロードマネージャーをはじめとした、部内施策のプロ
モーションに従事している。

2020年に中్࠾用で入社。前৬は国内のモバイル通信会
社で主に新規サービスの事業企画・システム開発を担当し
ていた。現在は、ドラレコ・ロードマネージャーをはじめと
したドライブレコーダーのデータを活用した新規事業創出に
従事している。

MAYU  SATOMASAOMI  HORINO

ドラレコ・ロードマネージャーの全体像

1. 全国のさまざまな企業のं྆にࡌされた三井住友海上のドライブレコーダーより、データを収集。
2. 過去5年間にわたり౦ژ大学で開発したAI技術を用いて、ಓ࿏ͷଛইՕॴをߴਫ਼にݕग़。
3. AIがݕ出した損傷Օ所はマップ上でʮݟえるԽʯされ、クラウド上でҰݩཧが可能。

住ຽ௨報צͱݧܦにཔͬͨアφロάͳҡิ࣋म͔Β、
データをىͱ͢るޮతͰߴ࣭ͳҡ・࣋ཧ

スςップᶃ

全国の三井住友海
上のドライブレコーダ
ーからデータを収集

スςップᶄ

高ਫ਼度なAIでಓ࿏損
傷Օ所をݕ出

スςップᶅ

損傷Օ所を可視化し
データで一元管理
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これまでは「保険会社による保険金支払いにかかわる調査」と「自治体による罹災証明書発行にかかわる調査」が、
同じ被災者に対して重複して行われていた。この仕組みを三井住友海上が刷新した。

tex t  by K iyoto Ku n i r yo   |   photo g r a ph s b y S huj i  G oto  |   e d it  b y A k io Ta ka s h i ro 

ᅳ領ຏ人 ＝ 文　後藤秀ೋ ＝ 写真　高ত夫 ＝ 編集

過去に例のない独自スキームに込められた熱い思い
「被災者生活再建支援サポート」の意義とは

災害大国・日本に安心と安全を①

Sustainability 
Transformation

　三井住友海上の損害サポート業務部では、
チームと個人がॊೈな発想をもって仕事に取
り組んでいる。その成果は、「被災者生活再
建支援サポート」という被災者に寄り添った
かつてないスキームの実現へと結実した。

自治体と被災者が共に恩恵を受ける仕組み

　例えるなら、「い使໋感」だろうか。そ
れとも、「良心」だろうか。近年における水
災の頻発化・甚大化により、三井住友海上
はさまざまな難ہに直面した。被災されたお
客さまに寄り添い課題に対ቂするなかで、三
井住友海上の社員の心根からわいてきたもの
は、「社会課題の解決に向けて動かずにはい
られない」という思いだった。損害サポート
業務部業務チームの֯がޠる。
「私たちはこれまで、保険金をお支払いする
ために必要な調査を行うべく、水災の被害に
遭われた方の͝自に多くおいしてきま

した。そのなかには、たくさんの思い出が٧
まった͝自が大変な状況になり、ආ難所で
は満に৸られず、৯事もろくにを通らず、
それでも調査の間は私たちに気ৎにしてく
ださり、優しい気遣いまでしてくださる方がい
らっしゃいます。そうした方々の心身の࿑を少
しでも軽減するために働くのが私たちの使໋
だと思うのです」
　これまでは、水災発生時に保険会社と自
治体の調査が内容的に重ෳしている部分が
あるにもかかわらず、それぞれがผの日程で
行われ、被災者はೋ度手間を༨ّなくされ
てきた。
「水災が発生した場合、自治体はʰ罹災証
明書の発行ʱを行うことになります。罹災証
明書は、災害とのҼ果関係や被害状況につ
いて自治体৬員が現地調査を行ったうえで、

ʰ全յʱh 大規模半յʱh 半յʱなどの۠分
を判定し、ެ的な証明書として発行するもの

です。被災者生活再建支援金や災害ٛ援金
の支څ、被災住の応ٸ修理、Ծ設住へ
の入ډ、੫・保険ྉの減໔など、行政による
各種支援制度を被災者が受ける際に必要に
なります。被災者の生活再建支援に極めて
重要な役割を果たしているのですが、災害の
規模が大きくなればなるほど、調査が追いつ
かず、罹災証明書の交付に時間を要してしま
います」
　地域住民の福ࢱの増進を図るのが、地方
自治体の役割だ。災害時にはආ難所のӡ営、
各所に必要な物資のӡൖ、各種の損յՕ所
の修復、復興に向けて集まるボランティアの
対応など、自治体の৬員にはѨ修ཏの͝とき
働きが要求される。さらには৬員自身も被災
者であることを忘れてはならない。
「水災が発生した被災地では、h 罹災証明
書ʱを発行するଆ・発行してもらうଆのどち
らも大変な状況にあります。こうした状況を

見過͝すわけにはいきませ
んでした。その結果として
生まれたのがʰ被災者生
活再建支援サポートʱな
のです」
　このサービスは、どのよ
うなものか。֯が
教えてくれた。
「私たちと自治体が行っ
ている調査は、Տの൙
ཞなどによって家がどこ
まで浸水したかというʰ浸
水ਂʱを調べるという点
が共通しています。私た
ちが調査で確認した浸水
ਂなどの情報を自治体と
共有し、罹災証明書の発

被災者生活再建支援サポート

自治体との協業フロー

ጶ災ূ໌ॻ発行खଓ͖ࢧԉαーϏスͷಋೖޙ

お客さまの同意を前提として、三井住友海上から自治体へ罹災証明書の発行に必要な情報を直提供する。

ඃ災ऀ

三井住友海上 ମ࣏ࣗ

1.損害調査と情報
提供の同意取得

2.損害調査の
結果を提供

3.被災者のਃ請により
罹災証明書を発行

・保険会社と自治体の調査が一度で完結
・利ศ性向上と早期の生活再建につながる

・損害調査ロードの軽減と事務ޮ化につながる
・山積する災害対応に力することができる

ඃ災ऀͷϝϦット

ମͷϝϦット࣏ࣗ

Resilience
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CASE 09 Resilience

がりについて、同チームのখ文が教えてく
れた。
「21年8月30日のઍ葉ࢢݪࢢݝと大ࡕຕ
方ࢢをൽ切りに、22年8月現在で全国54
の自治体においてʰ被災者生活再建支援サ
ポートʱが導入ࡁみです。今後、日本全国
の自治体での導入を目指すのはもちろんのこ
と、自治体とີに連携しながら、自然災害で
被災されたお客さまの早期生活再建や被災
地域の早期復興を支援していきます」

解ফに資するh 罹災証明書の発行 がɦ早まり、
私どもからお支払いする保険金とともに被災
者生活再建支援金など、ެ的な支援が得ら
れるめどが早期につけば、心理的な負担は
従前の被災者が๊えていたものとはまったく
ผ࣍元になるでしょう」
　自分たちの仕事のൣ囲をどこまでと定める
か。すなわち、自分たちの使໋のൣ囲をどこ
までと定めるか。水災後に迅速な調査を行い、
被災されたお客さまへ一日でも早く保険金を
支払うのが自分たちの仕事であり、使໋のൣ
囲だと定めることも可能だ。しかし、三井住
友海上は、そのൣ囲をより大きくとらえて、
動き、成しげた。
　被災者の心理をผ࣍元へとࢸらせるサー
ビスの導入は、すでに進行している。自治体
への「被災者生活再建支援サポート」の広

行に活用する仕組みをつくり出せたら、被災
者の早期生活再建へのサポートと同時に、自
治体の業務軽減にもつながります。それを成
しげたのが、水災時に自治体との連携によ
り、罹災証明書の発行手ଓきを支援するサ
ービスʰ被災者生活再建支援サポートʱな
のです」
　このサービスの開発にあたっては、内ֳ
とのٞڠなど国と連携しながら対応。日本に
かつてなかったサービスが2021年8月からス
タートすることになった。
「三井住友海上と自治体がʰ浸水ਂʱの損
害情報を共有することで、これまで自治体が
行っていた調査は、ݪଇ不要となります。自
治体はこれまで現地調査にかけていた࿑力と
時間を大きく軽減でき、罹災証明書の迅速
な発行が可能となります。そして、被災者は
三井住友海上による一度の調査で保険金請
求と罹災証明書の発行手ଓきが完結するた
め、早期の生活再建が実現できるようになる
のです」

約1年で50以上の自治体が導入を決断

　損害サポート業務部の仕事のਆは「被
災者の気持ちにいかに寄り添えるかにある」
とޠる同チームのಙ田ࡊ保子は、メンタルヘ
ルスのଆ面から「被災者生活再建支援サポ
ート」の意ٛを説いてくれた。
「水災後にはメンタルヘルスの不調にまさ
れる方が多くいらっしゃいます。被災地の
๚問調査において、被災者が困り͝ ととして
げている最上Ґはʰ再建費用や生活費がڍ
りないʱというものです。心の落ちࠐみを
らげるためには、生活再建に役立つ金銭
が少しでも早くಧくことが欠かせない݅とな
ります。再建費用や生活費についての不安の

小暮文

損害サポート業務部　
業務チーム
主任
2016年入社

荒木敏行

損害サポート業務部　
事務プロセスチーム　
課長代理
2009年入社

徳田菜保子

損害サポート業務部　
業務チーム　
課長
2007年入社

角倉数彦

損害サポート業務部
業務チーム
課長
2004年入社

大ࡕの保険金お支払センターで火災・新種保険の事故対
応を担当。ポストチャレンジ制度を活用し、2021年より損
害サポート業務部に異動。現在は、火災・傷害・新種保
険の施策や決ࢉ業務等にかかわる業務を担当している。

入社後、໊ݹの保険金お支払センターで火災・新種保
険の事故対応を担当。2016年より現৬。現在は、火災・
新種保険の保険金支払いシステム、自然災害システム、先
進デジタルを活用したシステムの開発、ӡ用、管理を行っ
ている。

大ࡕ・ઋ台・౦ژの保険金お支払センターで火災・新種
保険の事故対応を担当。2019年10月より現৬。現在は、
火災・傷害・新種保険の損害サポートに関する業務ルール
の整備や施策の企画・立案・推進を担当している。

入社後、営業部門を経て、火災新種損害サポート部門で
事故対応を担当。2018年より現৬。現在、社会課題とな
りつつある自然災害において、お客さまにとって身で先進
的な損害サポートをおಧけすべく、自治体との連携や早期
支払い体制の構築等に力している。

AYA  KOGURE

TOSHIYUKI  ARAKI

NAHOKO  TOKUDA

KAZUHIKO  KAKUZO

被災者生活再建支援サポートのڠ定は、2自治体（ઍ
葉ࢢݪࢢݝと大ࡕຕ方ࢢ）との締結から࢝まった。

被災者生活再建支援サポートの協定
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Sustainability 
Transformation

最新の技術を駆使して非接触のうちに水災の損害調査を行い、より早期に保険金をお客さまの元に届ける。
そうした取り組みで成果を上げている損害サポート業務部のメンバーに話を聞いた。

tex t  by K iyoto Ku n i r yo   |   photo g r a ph s b y S huj i  G oto  |   e d it  b y A k io Ta ka s h i ro 

ᅳ領ຏ人 ＝ 文　後藤秀ೋ ＝ 写真　高ত夫 ＝ 編集

社会に貢献しお客さまから感謝される仕組み。
「水災デジタル調査」というイノベーションの真実

災害大国・日本に安心と安全を②

　ෳࡶ、難しい、時間がかかる。「保険金請求」
に対する世間一ൠのイメージがこのようなネ
ガティブなものにภっているとしたら、これを
改めていくのは誰か。൱定的な心象を෴すた
めには、事物・事象そのものを変えていく必
要がある。

「水災デジタル調査」とは何であるか

　近年、水災が頻発化・甚大化している。
当然ながら、家・家財の被害に対応する

保険のध要はஶしく高まっている。このよう
な状況においても、「ෳࡶ、難しい、時間が
かかる」という保険金請求のネガティブフロ
ーは変わらないままでいいのか。
　世の中に横たわる不安や不満を解ফするこ
とがビジネスのج本であり、イノベーション
の起点だ。保険業界で、力強くイノベーショ
ンを起こしたのは、三井住友海上だった。
「これまでは損害確認から損害ֹࢉ出までに
多くの࿑力と時間を要していましたが、私た

ちは自動ࢉ出の仕組みを構築することで課題
を根本的にクリアしました。過去の水災では
立ち会い調査で一ݢ一ݢの損害を確認して
いたので、そのための日程調整から࢝めてい
ました。こうしたフィジカルな対応では、被
災して大変な思いをされている方にさらなる
体的࿑力、ਫ਼ਆ的負担を強いてしまいます。
お客さまのもしものときの不安や不満をら
げるのが私たちの使໋であり、こうした࿑力
と負担を限りなくゼロに近づけていくのが私

Resilience
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හ行、খ文ߥ、保子、֯ࡊから、損害サポート業務部のಙ田ࠨ
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CASE 10 Resilience

JFIA授賞式

ドローンを使った調査

　セクショナリズムにとらわれ、より大きな見
地、より高い視座から仕事の意味や意ٛを
とらえることができない組織にイノベーション
は生み出せない。セクションの֪をಥきഁっ
た意ある人財同士が、立場をえてフラッ
トにٞすること。さらにはドローンの会社、
AIの会社、地図の会社、チャットボットの会
社など、多くの外部組織との共創にも積極果
に取り組むこと。水災デジタル調査という
イノベーションは、このようにして生まれるべ
くして生まれているのだ。
「三井住友海上が取り扱う保険は、自動ं、
火災、傷害、新種、海上など多岐にわたり
ます。種目ผのセクショナリズムを取り払い、
自身の専門性を生かすのを当然のこととしな
がら、お客さまのために広い視野とॊೈな発
想をもってଞ者と共創していく。いま、私た
ちには、そのような価値共創の文化がৢ成さ
れているのです」

て、多くの方 に々認められたことを、喜ばしく
思っています」
　水災デジタル調査のӡ用は、未િ有の被
害をもたらした「ྩ2年7月߽Ӎ」から試
験的に࢝まった。この水災のなかでも被害が
甚大かつ広ൣ囲となった۽本ݝの球ຏྲྀ
域において、ドローンとAIによる浸水高ଌ定
が行われている。
「ྩ3年7月・8月߽Ӎでは、従来の手法
と比べて支払いまでにかかる期間をฏۉで2
ि間ほどॖできています。被害の連絡をい
ただいた当日に支払い手ଓきが完 しྃたケー
スもあり、お客さまからはʰ生活の再建に向
けて引っ越しの४備などもؚめてしく動い
ているなか、本当にॿかりましたʱといった
おをいただいています。水災デジタル調査
はコロナՒでニーズが高まった非触のサー
ビスでもあり、今後、水災と感છຮԆのタ
イミングが重なったとしても安心して͝ 利用い
ただけます。また、ドローンとAIを活用した
浸水高ଌ定の仕組みは、22年5月に特許取
得にࢸりました。三井住友海上だからこそ提
供できるサービスとなっているのです」

なぜ、水災デジタル調査は生み出せたか

　金融機関の受で業界から目を集め、
お客さまからは感ँの言葉がಧいている。こ
のようなサービスを三井住友海上が生み出す
ことができたのは、どうしてだろうか。損害サ
ポート業務部業務チームの֯が、組
織文化の観点からޠってくれた。
「損害サポート業務部は損害サポート部門
の統括機能を担う組織であり、7つのチーム
から編成されています。ಙ田やখや私が
在੶する業務チームは、お客さまへの保険
金支払いに係るさまざまなルールづくりなど
を担っています。ߥがいる事務プロセスチ
ームは、システムや先進技術の開発および
ӡ用管理に当たっています。ଞには企画チー
ム、I$Tチーム、技術支援チーム、ナレッジ
チーム、メディカルサポートチームがありま
す。水災デジタル調査は、主に業務チーム
と事務プロセスチームが共創することで生ま
れました。チームを横断する仕事のなかで私
たちがཹ意しているのは、ॎ割りの意識をゼ
ロにするということです」

たちの仕事です」
　自身が働く意ٛにも触れながら、今回のイ
ノベーションの֩心にഭってくれたのは、損
害サポート業務部業務チームのখ文だ。
同チームのಙ田ึࡊ子が話をଓけた。
「۩体的にはフィジカルな対応に大ྔ動員
を༨ّなくされる従来のアナログ的手法から、
ドローンとAI、チャットボットを活用したデジ
タルな手法へ移行する新たなチャレンジとな
ったということです。ドローンでۭࡱした被
災地の画૾をもとに高ਫ਼度な3Dモデルを࡞
成し、AIにより浸水状況を解ੳします。これ
により、全損の一括認定ができるようになり
ました。分損の個ผ認定の場合は、立ち会
い調査の代わりにチャットボットでお客さまか
ら受領した建物構造や浸水状況などの情報、
写真も活用します。このh AIºドローン とɦh チ
ャットボットʱの組み合わせにより、損害状
況の早期把握と損害ֹの自動ࢉ出、発災か
ら保険金支払いまでの大幅な時間ॖが可
能になりました」
　すなわち、水災における損害調査のデジタ
ルトランスフォーメーションがなされたという
わけだ。お客さまの利ศ性を向上し、早期
の生活再建に資すること。すべては、お客さ
まのために設計されている。
　損害サポート業務部の事務プロセスチー
ムのߥහ行は、この「水災デジタル調査」
においてシステムの企画や開発を担当した。
言わば、本サービスの生みのである。
「水災デジタル調査は、h +apan Financial 
InnoWation AXard 2022ʱで金融機関を
受しました。この表জ制度は、金融分野
における情報通信技術を活用した先進的な
取り組みを促進し、業界内でベストプラクテ
ィスを共有し、企業グループや業種の֞根
を越えたオープンイノベーションが֦大する
ことを目的として創設されたものです。損害
保険会社が本アワードの金融機関を受
したのははじめてのことであり、私どもの水
災デジタル調査がʰ先進性ʱh 成長性ʱh 金
融業界変革の可能性ʱという観点でධ価さ
れたのは、大変に໊༪なことだと感じていま
す。直近では2022年度ʰグッドデザインʱ
も受することができました。人々のらしや
社会をよりよくする創造性豊かなデザインとし

ྩ̎年̓月߽Ӎ発生時に球ຏྲྀ域をࡱӨするドロ
ーン。

水災デジタル調査はh +apan Financial InnoWation AXard 
2022 でɦ金融機関を受した。
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三井住友海上は地方創生に注力している。その旗振り役が、営業推進部地域法人マーケットチーム地方創生ユニットだ。
同UTの3人がアプローチの方法と狙いについて語った。

tex t  by F u m i h i ko Oha s h i   |   photo g ra ph s b y S huj i  G oto  |   e d it  b y A k io Ta ka s h i ro 

大࢙ڮ ＝ 文　後藤秀ೋ ＝ 写真　高ত夫 ＝ 編集

自治体と地域企業を支援する
三井住友海上流・地方創生のアプローチ

地方創生のソリューションを提供

当社のサービスを導入してもらったり、保険
契約にࢸったりという収益につながった成功
事例を۷り起こして取材し、h地方創生º$S7

（Քぐ地方創生）ニュースʱとして毎月発信
しています」
　課題解決を後押しすることで、収益へとつ
なげる。新たな取り組み事例を各営業部支
店に発信し、全国に展開していこうというのだ。

自治体の生の声を吸収

　แઁ的社会の実現に寄与し、地域社会
から信頼される会社を目指す三井住友海
上は、自治体との関係構築も重視してい

　新たに定ٛされた地方創生への取り組みと
して、同社は2通りのアプローチを行ってい
る。直自治体へ提案するιリューションと
地域社会や地場の中খ企業へप知、活用を
促すιリューションだ。SDGsや脱炭素、DX
のීٴ・推進など、国や自治体が取り組む
政策課題を౿まえ、同6Tが幅広い支援策
を社内の関係各部と連携して企画・立案し、
それを全国の営業部支店へ発信する。自治
体や地域のステークϗルダーへಧけるضৼり
を担っているのだ。
　同6TのՆ光が話をଓける。
「自治体や地域の企業に喜ばれ、なおかつ

　サステナビリティ・トランスフォーメーショ
ン（SX）を成長ビジョンに掲げる三井住友
海上は、地域社会と同社のサステナビリティ
を同時に実現する「地方創生º$S7（共通
価値創造）」の取り組みを行っている。営業
推進部地域法人マーケットチーム地方創生
6Tのࠤ藤元がそのૂいを説明する。
「年前から会社全体で$S7を重視してい
ます。社内では、地域の課題は解決できても
当社の成長につなげるのは難しいというも
ありました。そこでʰ地方創生º$S7ʱと໊
付け、地方創生を当社の成長にもつながる取
り組みとしてҐஔづけるようにしたのです」
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藤元ࠤ、から、営業推進部の大喜子、Ն光ࠨ
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CASE 11 Social Inclusion

森川夏光

営業推進部
地域法人マーケットチーム
地方創生ユニット 担当
2019年入社

同部地域法人マーケットチームの企画担当を経て、2021年
より現৬。ڠ定先自治体との関係強化を目的とした社員向
け໊産品8eb販売「地方創生“e”フェスタ」や、社内外向
け各種イベントの企画ӡ営等、6T業務の全ൠ支援を担当。

山ӄ支店দߐ支社長、໊ݹ企業営業第ೋ部第四課長、
企業プロモーターなどを経て2021年より現৬。営業第一ઢ
での豊富な経験を生かし、自治体や地域企業と8IN-8IN
の関係を構築する施策の立案・展開を進める。

佐藤元彦

営業推進部
地域法人マーケットチーム
地方創生ユニット 部長
1991年入社

る。2021年度には全国47ಓݝとの
定締結が完ྃし、さらに22年8月時ڠ
点で190のࢢொଜとڠ定を締結している。
　ฌݝݿๅ௩ࢢから同6Tに遣された大
喜子はڠ定の実ޮ性をこう話す。
「自治体も企業同様、地域住民から“選ば
れる”持ଓ可能なまちを目指しています。
実現には多様化する地域課題の解決が必
要ですが、行政だけでは解決困難な課題
もあります。ڠ定締結を契機に、企業や
自治体がそれぞれの強みを生かし、共に
地域を活性化させる強ݻな関係が構築で
きればこれ以上心強いことはありません」
　大に限らず、同社は自治体との人事
交ྲྀに力を入れている。1996年以来、同
社が自治体から受け入れた研修生のは、
80人以上にの΅る。

　三井住友海上は、主に中খ企業に専門
性の高いサービスを提供する組織「経営
サポートセンター」を有し、保険業界で

企業の経営サポート部隊を社内に組織

はじめて国から「経営革新等支援機関」
に認定された。それが地方創生に取り組
むうえでの強みになっている。
「一ൠ的に、経営革新等支援機関に認定
されるのは੫理士や中খ企業断士、地
方ۜ行などの金融機関です。地ۜは企業
への融資や༬金業務だけでなくて、ී段
からその企業が発展するために経営アド
バイスをする支援機能をもっています。
そのような支援機能で地域の中ݎ・中খ
企業の活性化に寄与する機関が認定され
ているわけですが、当社もそうした業務
を行っているため、認定を受けることが
できました。保険会社で認定されている
のは当社だけです」（ࠤ藤）
　同社が活力ある地域づくりに資する取
り組みとしていま最も力しているのは、
自治体に対するSDGs登・認証制度の構
築・ӡ営だ。ࠤ藤がその経Ңを説明する。
「当社では関౦経ࡁ産業ہと連携し、
SDGsに取り組んでいる企業のために認証
制度を策定することを計画しました。そ

れによって、SDGsをさらに浸透させるの
がૂいです」
　最初に支援したのは、長野ݝだった。
「関౦経ࡁ産業ہと長野ݝと当社、それ
に長野ݝ内の金融機関等が手を組み、
2019年にʰ長野ݝSDGs推進企業登制
度ʱが創設されました」
　この取り組みが認められ、同社は「内
ֳ官まち・ひと・し͝と創生本部事務
がެ表する「地方創生に資する金融「ہ
機関等のʰ特的な取組事例 」ɦに選定さ
れ、内ֳ特໋担当大ਉ（地方創生担当）
から表জを受けた。
　こうした取り組みは横などの大ࢢ
もؚめ全国の自治体にも広がっており、
は手応えを感じている。
「全国でSDGsએ言・登・認証等の制度
を構築ࡁみの自治体は50ほどあると内ֳ
はެ表しています。当社はそのうちの
30ほどお手伝いをしています」
　SDGs登・認証制度の構築・ӡ営に
心に取り組むૂいのひとつは、やはり本
業での収益につなげることだ。
「SDGsに関して当社の社員が企業の経営
にॿ言をしたり、社員向けのワークシ
ョップを開いたりする。そうして経営に
関与していくことで、その会社に必要な
保険を当社に任せていただけるようにな
ります。SDGsは、私たちの新規開拓のた
めのひとつのಥഁޱになるのです。この5
年間でだいͿノウハウがたまってきてい
るので、それをどんどん全国に広げてい
きたいです」（ࠤ藤）
　地方創生6Tが“司ྩౝ”となって全国の
営業ڌ点に働きかけることで、地方創生
と収益との྆立を実現させる。

自治体との連携協定による地域の課題解決

NATSUMI  MORIKAWAMOTOHIKO  SATO

大西喜子

営業推進部
地域法人マーケットチーム
地方創生ユニット
特ผ推進役

2012年、ๅ௩ࢢ役所入ி。ࢢ民交ྲྀ部広報課、産業文
化部観光企画課などを経て、2022年4月より自治体研修生
として地方創生6Tに所属。自治体৬員としての知見を生か
した営業現場の支援などを担当。

YOSHIKO  ONISHI

237の自治体と連携ڠ定を締結（全47ಓࢢ190、ݝொଜ）˞2022年8月時点
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中期経営計画において取り組むべき主な４つの社会課題のひとつとして「包摂的社会」が掲げられた。
2022年１月に部門横断で結成されたタスクフォースのメンバーたちの思いと施策を紹介する。

tex t  by S ei  Iga ra s h i   |   photo g ra ph s b y S huj i  G oto  |   e d it  b y Ya s u ma s a A ka s h i

正 ＝ 編集߁ཛྷせい ＝ 文　後藤秀ೋ ＝ 写真　明ੴेޒ

「感じる心」で人と社会の変化をとらえ続ける
持続可能な企業成長へとつなぐ「包摂的社会」の取り組み

ソーシャルインクルージョンに軸を置いて

健߁経営に関しては、今年度からビジネ
スパートナーである代理店に対しても支
援を開࢝しました」
　タスクフォースの立ち上げから約9カ月、
メンバーとのやりとりを通して思いがけ
ない気づきがあったと本は言う。
「人ݖ尊重やแઁ的社会というのは、言
葉だけをฉくと難しいことのように感じ
ますが、実は、意識を転換すれば見える
世界は変わるのです。金融แઁでいうと、
োがいのある方や高ྸ者、LG#T2、外国
人など、多様なお客さまに寄り添うため
に、保険からではなくお客さまの思いか

「誰ひとり取り残さない」を源泉に

「現在は、人ݖ尊重、ダイバーシティ&イ
ンクルージョン推進、人的資本経営、金
融แઁという４つのテーマを設定してい
ます。まずは社内のほか、代理店や外部
ҕୗ先をؚむバリューチェーン全体にh ビ
ジネスと人ݖʱへの理解を浸透させるこ
とに力し、ฒ行して、多様な人財が働
きやすい環境整備や意思決定における多
様性の確保、お客さま対応力の向上、誰
もがアクセスしやすい商品・サービスの
開発などの۩体策を推し進めていきます。

　SDGsの世界的な広がりとともに、企業の
持ଓ可能な成長に欠かせない要݅となってい
るのが、แઁ的社会実現へのアプローチだ。
「当社が中期経営計画においてแઁ的社会
を主要な取り組みのひとつにҐஔづけた意ٛ
は非常に大きいと感じています。その一方で、
แઁ的社会という言葉自体が、社員全体に
まだまだ浸透していないのではないかと思っ
ています。一人ひとりが納得してそれに取り
組めるよう、私たちがしっかり発信をしていか
なければならないと考えています」
　経営企画部SX推進チームの本ѥ子
は決意をࠐめてそうޠる。
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から、本ѥ子（経営企画部）、ੴ山 ߳（コンプライアンス部）、永ᖒಸึඒ（経営企画部）、本間७ฏ（損害サポート業務部）ࠨ
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CASE 12 Social Inclusion

永澤奈穂美

経営企画部 
SX推進チーム
課長
1986年入社

人事などの本社部門を長く経験し、2021年より現৬。社会
を構成するすべての人々がแઁされるแઁ的社会の実現に
向け、人ݖ尊重や金融แઁなどをテーマとした社内横断取
り組みを推進している。

ら入っていく。今後そういった視点を新
たな価値につなげようとしています」
「人ݖデュー・ディリジェンス」につい
ては、同じチームに所属する永ᖒಸึඒ
が本とともにリードを担う。バリュー
チェーン全体で人ݖを尊重する取り組み
は、企業責任の中֩的要素だ。MS&ADグ
ループの人جݖ本方をバリューチェー
ンにप知し、その後のモニタリングと対
ॲ策の実施などܧଓ的なプロセスを౿む。
　永ᖒがこれらの業務を行するなかで
課題と感じているのが、人々の価値観の
変化と多様化がٸ速に進んでいる点だ。
「これまでは、社内でのハラスメントや
差ผへの対応などはある程度自社のなか
に限定されたものでした。しかし、グロ
ーバル化やパンデミックのӨڹもあり、
いままでの考え方や常識が通用しなくな
ってきている。แઁ的社会というテーマ
は広ൣ囲で多様な価値観と向き合うため、
非常に難しさを感じます。そこで大切な
のは、常識や当たり前を問いଓけること。
お客さまや社会にとって何がいいことか
を考えଓけるなかに新たな気づきがあり、
ビジネスの機会もきっとある。結果とし
て当社のサステナビリティにもつながっ
ていくのではないかと思っています」
　こうした思いはタスクフォースの間
にも共有され、理解がਂまっていく。部
門横断でチームを組む意ٛは大きい。

誰もがアクセスしやすいサービス

　高ྸ者やোがい者、外国人を対象とした
۩体的なツールの導入も࢝まっている。

　コンプライア
ン ス 部 代 理 店
業務企画チーム
が力するのが、
ルールのप知・
徹底だ。社内の
関係部が参加す
るプロジェクト
チームが中心と
なり、お客さま
のを参考に既
存の対応方法な

どの見直しを実施。ニュースの発行や、動画
を用いた代理店研修を通して、社内と代理店
の方に対して「高ྸ者やোがい者に対する
きめ細やかな対応」のप知を図っている。
「ツールに関しては損害サポート部門で
導入した手話通༁サービスのほか、6ni-
7oice対応のパンフレットなどのサービス
を一ཡ化し、代理店への活用を図ってい
きたい」と、コンプライアンス部代理店
業務企画チームのੴ山߳は言う。
「h 誰ひとり取りさないʱというのは、
分けִてなく対応することであり、その
ための環境を整えること。関係者全員で
力し、お客さま対応の品質向上に努めڠ
ていきます」

　その言葉を誰よりもਂく受け止めたの
は、損害サポート業務部企画チームの本
間७ฏであろう。同部署では2016年から
外国ޠを話すお客さまへの「三者間通話
サービス」を、18年から「手話通༁サー
ビス」を開࢝した。「事故対応の場面では、
サービスにアクセスしやすいことが非常
に重要です。あらゆる֯度からお客さま
のを反映させています」と話す。
　一方、社会の価値観が多様化する近年
は、説明する根ڌの適切性のみならず、
ιーシャルインクルージョンを;まえた
説明や事故対応が求められている。
「損害サポートというのは保険商品が初
めてお客さまに۩現化してಧく場面なの
で、一人ひとりに適切な対応ができるよ
う常に社会の変化を前向きにとらえてお
くことが大切です。これらの取り組みは、
社会から信頼される保険会社になるため
のྐなのではないか、と思います」
　感じる心を忘れず、自分͝ととして社
会の変化を見つめ対応していく。社員一
人ひとりがいままでとは違う説得力をも
てば、いままで以上に強さをൿめた企業
になれるかもしれない。保険は、แઁ的
社会を実現するひとつの力だということ
を、三井住友海上は実証していく。

包摂的社会の実現に向けた三井住友海上の取り組み

NAOMI  NAGASAWA

本間純平

損害サポート業務部
企画チーム
課長
2005年入社

営業部門を経て、自動ं損害サポート部門で事故対応を
担当。2020年より現৬。お客さまから信頼される損害サポ
ートを目指し、多様な価値観を౿まえた損害サポートଶ勢
の整備など、さまざまな取り組みに力している。

JUNPEI  HONMA

お客さま・社会 社員

倉本亜矢子

経営企画部 
SX推進チーム
課長
1997年入社

営業推進、デジタル戦略などの本社部門と、自動ं営業、
企業営業などの営業部門を経て2021年より現৬。แઁ的
社会の実現に向け、持株会社や本社各部と連携しながら人
。尊重などさまざまな取り組みを推進しているݖ

AYAKO  KURAMOTO

石山香

コンプライアンス部 
代理店業務企画チーム
課長
1993年入社

リテール営業、経理部、コンプライアンス部、営業本部な
どを経て、2022年から現৬。現在、お客さま第一の業務
ӡ営の観点から、োがい者・高ྸ者に対する保険ื集ル
ールのप知・徹底に取り組んでいる。

KAORI  ISHIYAMA

意思決定プロセス
における多様性確保

多様な社員が
働きやすい環境整備

代理店のื集品質や
お客さま対応力の向上

自的なキャリア形成の
機会提供

健߁経営の推進

人ݖデュー・
ディリジェンスの実施

人ݖ尊重の理解浸透誰もがアクセスしやすい
商品・サービス

高ྸ者・োがい者など
への対応の高度化

人తࢿ本
Ӧܦ

人ݖଚॏ

D�*ਪਐ

ۚ༥แઁ

代理店・ビジネスパートナー
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「ダイバーシティ＆インクルージョン」というコンセプトの下、三井住友海上にはさまざまなアスリートが在籍している。
そのシンボルといっていいのが、米岡聡と椿浩平のコンビだ。

tex t  by K iyoto Ku n i r yo   |   photo g r a ph s b y Ma s a h i ro M i k i   |   e d it  b y A k io Ta ka s h i ro 

ᅳ領ຏ人 ＝ 文　三ڡ宏 ＝ 写真　高ত夫 ＝ 編集

諦めない心、粘りの走り
パラトライアスロンに挑んだふたりの軌跡

スポーツ振興への取り組み

Sustainability 
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૱ฏと経営企画部の米Ԭߒ௴から、自動ं保険部のࠨ
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খにѱ性のժजが見つかる。主治ҩか
らは、जᙾが見つかった段֊で「ڝ技への
復ؼはఘめてほしい」と言われた。例をؑ
みるとී通であれば引ୀはやむなし。ҩ者は、
そう判断した。しかし、௴に「ఘめる」とい
う選ࢶはなかった。「Զは、ී通じゃない」
と思った。ප気が見つかったとき、࠺のおな
かには子どもがいた。自身が子どものころか
ら、オリンピックに出場することがເだった。
いままで応援してくれた人たちには、まだԸ
ฦしができていなかった。जᙾを取りআくた
めの手術は、6時間にٴんだ。そして、1年
間の治ྍを経て18年にڝ技に復ؼした。
「とはいえ、実はʰもう治ྍをやめてָにな
りたいʱと࠺に言ったこともありました。์ࣹ
ઢと߅がんࡎによる治ྍをଓけていくなかで、
もともと62kHだった体重は45kHにまで減り
ました。家、友人、トライアスロン部の
間や会社。治ྍは本当に苦しかったのですが、
いろいろな人が支えてくれました。出産に立
ち会い、࠺のؤுりを見て、生まれた子ども
を๊いたときには、h 生きなければʱと強く思
うことができました」
　6月に行われた౦ژトライアスロン選手
。を֫得ݖの出場ݖ大会では、日本選手ݖ
10月には3年Ϳりの日本選手ݖ出場を果たし
た。結果は29Ґにऴわったが、ڝ技に対す
る自身の思いはもちろん、प囲の人の思いも
自分の力に変えて、ӭぎ、૨ぎ、走った。
「20年の౦ژ大会を目指して活動していまし
たが、18年に発表された代表選考ج४に
より、自分の出場可能性はゼロという現実を
ಥきつけられました。出場のために必要なポ
イントが౦ژ大会にはどうしても間に合わな
いというタイミングがきてしまったのです。࣍
のパリへと気持ちを切りସえようとしたとき、
チームのಜから米Ԭ選手のガイドとしてパ

൴らは最高७度のًきを
見せてくれた。

ふたりがコンビを
組むまでの歩みとは

　米Ԭと௴は、共に15年
に三井住友海上に入社し
ている。入社以来、米Ԭ
は人事部に所属して人事
データの管理などを担ってきた。22年4月か
らは、経営企画部のSX推進チームに異動と
なる。௴は、自動ं保険部で企画開発チー
ムとテレマティクス管理チームを݉務してい
る。
　米Ԭは生後間もなくӈ目を失明し、ࠨ目の
視力は1.0だった。10ࡀの時にບണを
発して以来、そのࠨ目の視力が落ちていっ
た。ランニングは、20ࡀのときにӺで出会っ
たブラインドマラιンのガイドにקめられて࢝
めたという。5年後の25ࡀでほ΅視力を失い、
ブラインドマラιンڝ技への本格的な挑戦を
開࢝した。その後、13年にクロストレーニン
グも݉ねてトライアスロンへの挑戦を決意し、
5月に世界トライアスロンシリーズ横大会で
デビュー。全の部で2Ґ入を果たした。
「10代から視力がѱ化しないように激しいӡ
動をආけて生活してきましたからね。そんな
自分が激しいӡ動だらけのトライアスロンに
挑戦するなんて、かつては思いもよらなかっ
たことです。パラトライアスロンはスイム（水
ӭ）0.75km、バイク（自転ं）20km、ラ
ン（長ڑ走）5kmの3種目を連ଓして行い、
その着順・合計タイムをڝうڝ技です。視
֮োがいの部では、選手に伴ӭ・伴走する
ガイドの存在が必要となります。スイムとラン
では、;たりの体をロープがつなぎます。バ
イクでは、;たり乗りの自転ंを使用します。
ガイドはレース状況を把握しながら、戦略を
ॿ言する役割も担ってくれます」
　19年7月に௴は米Ԭのガイドにब任した。
௴は高1ߍ年時に619世界選手ݖに出場す
るなど、ジュニア時代からトライアスロン選手
として活༂。日本619選手4ݖ連、日本 
623選手ݖで3回優勝、15年に日本選手ݖ
で3Ґ入を果たしている。
　しかし、16年8月、ӡ動機能をつかさどる

　ບണのӨڹにより、25ࡀで視力をほ
΅失った米Ԭ૱。のժजというප気で
目ඪにしてきた大会をఘめざるをえなかった
ฏ。;たりは三井住友海上の社員であߒ௴
ると同時に、己の全存在をݒけてڝ技と向き
合うアスリートだ。൴らはパラトライアスロン
技の選手とガイドという関係で、2019年ڝ
7月からコンビを組んできた。あの21年の
いՆ。国際的な大会の台となった౦ژで、

2021年４月のアジアトライアスロンパラ選手ݖ。コンビ初となる金メダルを֫得。
�Satoshi TAKASAKI/+T6
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椿浩平

自動ं保険部 
企画開発チーム݉テレマティクス管理チーム
主任
2015年入社 

1991年生まれ。三井住友海上 トライアスロン部所属。ジ
ュニア時代から活༂し、日本619選手4ݖ連、日本623
選手ݖで3回優勝。三井住友海上入社後の2015年に日本
選手ݖで3Ґ入。パラトライアスロンで米Ԭ૱選手のガイ
ドとしても༂動し、ともにಔメダルを֫得。

1985年生まれ。三井住友海上所属。ブラインドマラιン
（T11）、パラトライアスロン（PT7I）の選手。20ࡀからラン
ニングを࢝め、ほ΅視力を失った25ࡀからڝ技としてマラι
ンに取り組む。その後、パラトライアスロンにも挑戦し、
2021年の౦ژ大会ではಔメダルを֫得。

米岡聡

経営企画部 
SX推進チーム
主任
2015年入社 

KOHEI  TSUBAKISATORU  YONEOKA

ラトライアスロンで౦ژ大会を目指さないか
と言われました。ガイドを務めることはパリを
目指すうえで自分自身の強化にもなるというこ
とで、チャレンジを決意しました」

　それぞれが人生の思いもよらない激ྲྀ
に立ち向かうなかで、確かに選び取り、
าいてきたಓ。その్上で、;たりはӡ
໋的な出会いを果たした。そもそも、同
じ会社で同期だったこと自体がフェイト
フル（ӡ໋的）ではないだろうか。
　20年からのコロナՒによって大会は1
年のԆ期となり、;たりの挑戦期間はお
よそ2年にٴんだ。最大のピンチは、20
年12月に๚れたと米Ԭが明かす。
「本൪では必ずメダルを取らなければな
らない。その強い思いからオーバーワー
クを܁りฦし、結果として大きなけがを
してしまいました。当然ながら、思うよ
うな࿅習ができなくなりましたし、何よ
りもメンタルが落ちࠐんでしまいました」
　௴も当時をৼりฦる。
「けがをする前から、私は共に戦うバデ
ィ（相）という認識で米Ԭさんにか
けをしてきました。あのとき、;たりで
話し合っていたのは選手としてのビジョ
ンです。h 自分たちは、いまどこにいるの
かʱh 自分たちが自分たちであるためのج
४とは何かʱh 自分たちが成長できるいち
ばんの方法とは何か 。ɦ米Ԭさんは、随分
とわずらわしい思いをしたことでしょう。
それでも、私の言葉を受け止めて、ఘめ
ることなく挑戦をଓけてくれました」
　大切なのは、いかにビジョンをもち、
自分の心をマネジメントしていくかだっ
た。同時に௴は米Ԭに対し、体װトレー
ニングをקめた。それはけがで௧めたՕ
所に負担をかけることなくできて、復ؼ
後のパフォーマンスをඈ༂的に向上させ
るものだった。௴が言う。
「最後のランで本当に苦しくなってきた
とき、体װがऑいと体がブレてフォーム
が่れてしまい、前方への推進力が損な
われます。それが、さらなるർ࿑をݺび
起こすことにもつながります。体װの強

最大のピンチにふたりはどう動いたか

化は、米Ԭさんがメダルを取るための課
題でした」
　;たりは、とことんまでޠり合い、あ
らゆる課題をચい出し、また走り出した。
「結果として、復ؼしてからはじめての
レース（21年5月に横で行われた世界
シリーズ）において、ランのタイムで自
己ベストをߋ新することができました」
　米Ԭは単に立ち上がっただけでなく、
ਫ਼ਆと体をより強くしてレースにؼっ
てきた。そのレースは1Ґから6Ґまでが
わずか1分半の間にいる大ࠞ戦となり、米
Ԭは4Ґだった。この「だん͝状ଶ」のな
か、あとひとつ順Ґを上げるために必要
となるものは何か。
「8月に行われる本൪では、ݫしいఱ候が
予想されます。私たちは、その対策にも
取り組みました。ࣨ内でஆをつけ、水
分のઁ取ྔを制限しながら自転ंを૨ぐ
トレーニングを積み重ねて、高Թ多࣪の
݅ԼでパフォーマンスのԼを৯い止
め海外勢にڝり勝つことを目指しました」

　そして、8月28日。;たりは、心身と
もに良な状ଶで本൪をܴえたという。2
Ґでスイムをऴえた米Ԭは、バイクで4Ґ
に後ୀするが、得意のランでひとり抜い
て1時間2分20ඵでゴールした。事前の࡞
戦を見事なまでに行した結果だった。
「あれは、3Ґで走っていたランの3प
目（全4प）でした。௴さんがʰこの1प
でケリをつけようʱとをかけてくれた
のです。h ઈ対にメダルいけるからʱと励
ましてもらって、す͝く力になりました。
最後までؤுりきれた結果がメダルにつ

そして、ふたりの走りは世界を変えた

ながりましたね」
　米Ԭがड़ջし、௴があとを引き取る。
「私が勝負どころを伝えたとき、米Ԭさ
んは走りでしっかりと応えてくれました。
あのとき、後方から4Ґの選手がഭってき
ていたのです。あそこでϖースが上がら
なかったら、メダルはなかったと思いま
す。レースの最後で米Ԭさんが見せてく
れた信じられないほどの追いࠐみ、あの
苦しいところでワンプッシュできた強さ
にܟ意を表したいですね」
　最後の最後、苦しい場面でৼりߜれる
気力と体力が米Ԭにはあった。४備はで
きていたのだ。8月23日時点のワールド
トライアスロンパラランキングは̕Ґ。
実力者がひしめき合うなかでのಔメダル
֫得は容қなことではなかった。まさに
ສ感の思いで切ったゴール。そこには、
最高७度のসإで๊き合う;たりがいた。
　21年のՆ、;たりはに結果をした。
だが、一ྲྀとは結果をすことではない。
一ྲྀとは「困難から立ち上がり、考え、
行動できること」（௴）である。その意味で、
;たりは一ྲྀであった。その姿は、観
る者に大きなインパクトをした。誰か
の挑戦は、またଞの誰かの挑戦をऒ起す
る。挑戦のエコサイクルが、この世界を
変えていくのだ。
　未来を明るくরらしてほしいという思
いをࠐめて「ே陽」と໊づけられた௴の
長உは、その後、「も、あの大会に出た
い」と言うようになった。༮い൴もその
ひとりだが、あのՆを境に心をฃい立た
せて新たなる自分の人生を走り࢝めた人
は、多くいるに違いない。米Ԭと௴の
;たりは、この世界を変えたのだ。
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41 三井住友海上は、安心と安全を提供し、活力ある社会の発展と地球の健やかな未来を支えることを理念としている。
この理念通りの活動を自発的に行っているのが、椿浩平とトライアスロン部である。

この世界を変えるために、いまできること
トライアスロン部と子どもたちによる未来革命

スポーツ振興への取り組み

tex t  by K iyoto Ku n i r yo   |   photo g r a ph s b y Ma s a h i ro M i k i   |   e d it  b y A k io Ta ka s h i ro 

ᅳ領ຏ人 ＝ 文　三ڡ宏 ＝ 写真　高ত夫 ＝ 編集

　パラトライアスリートの米Ԭ૱とともに戦う
ガイドとして2021年Նの台に立ち、ಔメ
ダルを֫得した௴ߒฏ。൴が所属する三井
住友海上のトライアスロン部では、選手の自
性と創造性を重んじるカルチャーがৢ成さ
れている。その文化にऒかれ、௴は入社した。
「選手たちが自由と責任のなかで、ڝ技人
生をָしんでいる。それが、三井住友海上の
トライアスロン部です。入社以来、このカル
チャーのなかで自身の成長を感じてきました」
　自性と創造性の豊য়な文化は、やがて
選手たちのڝ技結果として実を結Ϳ。しか
も、それだけではऴわらない。ڝ技生活で高
められた自性と創造性は、自身のためにワ
ークすることをえて、ଞ者貢献のステージ
においても実を結΅うとしている。いま、$S7

（$reatinH Shared 7alue＝共通価値の創
造）の考え方にجづき、社会への自主的な
働きかけが生まれているのだ。

「私が中学生のころから真にଧちࠐん
できたトライアスロンは、自然のなかで
行われるスポーツです。このڝ技は、主
に海を会場にしたスイムからスタートし
ます。きれいな海がなければ、私たちは
スタートすることすらできません。また、
近年では地球Թஆ化によるॵが人ྨの
Җとなっています。スイムの後にバイڴ
クとランでロードを走るトライアスリー
トにとって、Ն場のॵは、まさにࢮ活
問題なのです」
　もしかしたら、100年後の未来において
は、この地球からトライアスロンという
スポーツがなくなっているかもしれない
のだ。海がԚれ、大気のԹ度が上ঢした

「MS Kids Triathlon」が変革の起点に

S PE C I A L E DI T ION  |   F OR B E S JA PA N  |   57



4 51

2 3

世界でトライアスロンは行えない。
「そうした未来の地球を想૾したとき、
私が思いුかべたのは子どもたちの姿で
した。未来の子どもたちのসإを守るた
めに、いまの私たちにできることがある
のではないかと考えたのです」
　そして、௴が発案者となってトライア
スロン部の間とともに、三井住友海
上のサポートを受けて࢝めたのが、「MS 
Kids Triathlon」という取り組みだ。൴が
。をୗすのは、未来を担うখ学生たちر
「私たちがখ学ߍにおいします。まず
は、当社のサステナビリティ推進を担う
部署がSDGsについての学習などを行い、
子どもたちの理解をਂめます。その後は、
私たちが長いڑでもָしく走るための

Sustainability 
Transformation

ランニング教ࣨを行います。こうして಄
と体をॊらかく働かせた後は、フィール
ドワークに出かけます。খ学ߍのपลに
落ちているゴミをスポーツ感֮でָしく
रっていくのです」
　௴が考えたスキームは、よく࿅られて
いる。初日は、ここまででऴྃする。子
どもたちがरったゴミのなかには、ϖッ
トボトルも交じっていることだろう。
「この取り組みには、2日目がありま
す。ゴミとしてࣺてられるϖットボトル
も、きちんと再生できるサイクルに乗せ
てあげれば、Tシャツなどに生まれ変わり
ます。2日目は、1日目の参加者にϖット
ボトルからリサイクルされたʰMS Kids 
Triathlon特Tシャツʱをプレゼント

ダイバーシティ＆インクルージョンの推進、活力あ
る共生社会の創造を目指し、2015年からパラアス
リート࠾用を開࢝。上ڝ技やトライアスロンを行
う選手が各地をڌ点に活動している。

パラアスリート

2014年創部。3年連ଓジャパンランキング年間1
Ґ֫得、アジア・世界最高ๆ大会への日本代表
選手ഐ出等、国内外の大会で活༂。

トライアスロン部

サッカー、7人制ラグビー、球、ブラインドマラ
ιンのガイド選手が在੶し、各ڝ技のトップリー
グ等で活༂している。（2022年9月現在）

その他アスリート雇用

1991年創部。౦ژொ田ࢢにある三井住友海上
のۄ総合グラウンドをڌ点に活動。全日本実業
ஂ対߅女子Ӻ伝ڝ走大会で大会最多となる優勝̓
回（2021年現在）、マラιンでは世界上でのメ
ダル֫得等、長ڑ種目で活༂。

女子陸上競技部

1989年創部。౦ژ世田୩۠にある三井住
友海上の世田୩ಓ場をڌ点に活動。
世界選手ݖ等の国際大会に多くの日本代表選
手をഐ出し、多のメダルを֫得している。

女子柔道部
三井住友海上は、スポーツ界の第一ઢで活༂する選
手を育て、日本の各ڝ技界の強化・繁ӫに役立ちたい、
世界に貢献したい、という気持ちで、スポーツのৼ興に
取り組んでいる。その取り組みは、「ྩ3年度౦ژス
ポーツ推進企業」や「スポーツエールカンパニー2022」
にも認定されるほど活発だ。

1. 子どもたちがゴミをڝい
合ってरう姿も。2. 子ども
たちの身近なことからSDGs
を学Ϳ。3. ランニング教ࣨ
は学年でグループを分け年
ྸに合った内容で指導。4. 

最後に子どもたちにメッセ
ージを伝えた。5. MS Kids 
Triathlon特Tシャツの写真。

するところからスタートします。そして、
開࠵する時期や場所に応じた形式で、子
ども仕様にアレンジしたトライアスロン
大会を行います」
　22年1月に、初めての「MS Kids Triathlon」 
が開࠵された。しかし、೦なことに新
型コロナウイルス感છ֦大のӨڹで2日目
がٸきょ中止となった。第2回は、12月
͝ろに開࠵予定だ。
　಄と体、そして心も。人間のもてるも
のすべてをフルに動員することになる2日
間の体験は、子どもたちの未来を、そし
て地球の未来をどのように変えるのだろ
うか。௴はڝ技をれた時間においても、
この世界をよりよい方向へと変えようと
しているのだ。

三井住友海上のスポーツ振興への取り組み

�アフロスポーツ

58  |   F OR B E S JA PA N  |   S PE C I A L E DI T ION



TR ANSFORM  THE  VALUE

先行きが不透明な時代で、保険がお客さまに提供
すべき価値とは─。三井住友海上では、保険本
来の機能に加えて「補償前後の価値」を創造し、
提供していくことを目指している。この章では、お
客さまや地域のリスクの解決策を提示する「リスク
ソリューションプロバイダー」と、補償前後の価値
を広く捉えて解決策を開発する「リスクソリューシ
ョンプラットフォーマー」という2つの軸で取り組み
を紹介する。

提供価値の変革

PART 2
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Transform the Value 

「保険会社」と「代理店」には、それぞれの役割がある。前者は、商品開発と保険金の支払いを行う。
だが、それだけではメガ損保になれない。販売を担っている後者の働きが、常に次代を築いてきたのだ。

tex t  by K iyoto Ku n i r yo   |   photo g r a ph s b y S huj i  G oto  |   e d it  b y Ya s u ma s a A ka s h i 

ᅳ領ຏ人 ＝ 文　後藤秀ೋ ＝ 写真　明ੴ߁正 ＝ 編集

課題解決型提案をするための
「リスクソリューションプロバイダー」とは

補償前後の価値を創造

Risk-Solution Provider

C
A

S
E

1C
A

S
E

から、四反田ળਔ（共同プロ保険事務所代表取締役）、田中༤一郎（トラストワン代表取締役）、ҏ藤由子（D・I・P代表取締役）ࠨ
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CASE 01 Risk-Solution Provider

「中期経営計画（2022-2025）」は定性お
よび定ྔの目ඪを立てて、自社と社会の
サステナビリティを同時に実現するサス
テナビリティ・トランスフォーメーショ
ンを成長ビジョンとして掲げるなど、近
い未来に向けて目指す姿をくっきりとඳ
き出したものだ。そのなかにエポックメ
イキングな表現がある。三井住友海上を

「リスクιリューションプラットフォーマ

ー」、保険代理店を「リスク
ιリューションプロバイダ
ー」と新たに定ٛづけした。
　各地の代理店と三井住友海
上が「ともに進み、ともに繁
ӫ」していくことを目的と
して生まれたMSA（MITS6I 
S6MITOMO AG&N$I&S、
2022年4月時点で1,126会
員）は、保険代理店の集合体
として業界をリードする組織
力をތる。すなわち、代理店
エンήージメントのྔ的・質
的な充実が三井住友海上の大
きな強みとなっているのだ。

　今回、強みのݯઘとなっている全国の
MSA代理店を代表して、Վ山ݝ海ೆࢢ
のトラストワン、ಢݝಢࢢの共同プ
ロ保険事務所、ௗ取ݝ米子ࢢのD・I・Pが
集まった。ސ客と真摯に向き合いଓけて
いる3社の代表取締役が「リスクιリュー
ションプロバイダー」の意味や存在意ٛ
について想いをޠり合うところから、
のあるセッションが࢝まった。
ాத༤Ұ（以Լ、ాத）　「リスクιリ
ューションプラットフォーマー」と「リ
スクιリューションプロバイダー」とい
う言葉が中期経営計画にهされた前提に
は、三井住友海上と代理店に求められる

「提供価値の変革」があるようですね。
ҏ౻༝ࢠ（以Լ、ҏ౻）　これからは「お
客さまに提供する価値をグレードアップ
していこう」というݺびかけだと認識し
ています。保険の本来の機能は、事故発
生時にしっかりと「補償」をするという
ものです。それだけではなく、事故が発
生する前の「予防」や発生した後の「リ
カバリー」までをؚめて、幅広いリスク
ιリューションを提供する。そうした心
配りと行動ができる代理店のことを、こ
れからは「リスクιリューションプロバ
イダー」とশするようになったと。
事故・災害　（ా࢛、以Լ）ాળਔ࢛

リスクソリューションプロバイダーと
聞いたときの腹落ち感 を未然に防ぎ、それでも発生した場合に

は経ࡁ的損失を補రし、いち早い回復を
支援する。この広いレンジのすべてに最
前ઢで対応していくのが三井住友海上の
代理店であり、私たちが存在する意ٛは
そこにॖڽされているということですね。
ాத　ただ、「予防・補償・リカバリーを
総合した価値提供力が私たちに問われて
いる」というのは、現行の中期経営計画
が発表される以前から感じていたことです。

「お客さまのためにリスクιリューション
のプロバイダーとして幅広く価値を提供
しなければ」という考え方は、まったく
違感なく私のマインドセットに入って
くるものでした。
ҏ౻　そうですね。私もෲ落ち感として
は最高にすっきりとしています（স）。

　現行の中期経営計画（2022-2025）では、
保険会社と代理店のロール（役割）を再
定ٛしたところが、三井住友海上の社内
外において、最も人ޱにᢅ

かいしゃ

ᖰしているポ
イントだろう。
　ひとつ前の中期経営計画（2018-2021）
では、代理店が目指す姿を「お客さまに
最適な補償をおનめできる自立自走型保
険代理店」と定めていた。「お客さま・地
域のリスク解決策を提ࣔできるιリュー

「よろず相談所」としての
心構えと基本的な所作

代理店と三井住友海上で目指す姿

2022-2025
தܦظӦܭ画Ͱ࢟͢ࢦ

2018-2021
લதܦظӦܭ画Ͱ͖࢟ͨͯ͠ࢦ

代
理
店

三
井
住
友
海
上

お客さまに最適な補償を
おનめできる

自立自走型保険代理店

保険本来ͷػにՃえͯ、
ʮิঈલޙͷՁʯを

͠、ఏ͢ڙる

ϦスクιϦューγϣン
プロバイμーͱ͠ ͯ

ϦスクιϦューγϣン
プラットフォーϚーͱ͠ ͯ

DX推進やデータ活用による
国内損保事業の高度化
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ションプロバイダー」という現行の表現と
は、やはりִ世の感がある。それにもかか
わらず、代理店のଆから「違感がまった
くない」「最高にෲ落ちした」といった
がฉこえてくるのは、なͥだろうか。
　その理由のひとつは、やはり常日頃か
らのマインドセットにあるようだ。「リス
クιリューションプロバイダー」として
の心構えとج本的な所࡞は、それぞれが
すでに実装ࡁみであったのだ。
ҏ౻　私は、保険代理店のことを「よろ
ず相ஊ所」だととらえています。保険の
相ஊだけではなく、何か困ったことがあ
ったときに相ஊできる場所であること。
オールジャンルで幅広く何でもฉける૭
ですね。お客さまが自分たちの課題をޱ
解決していく際のファーストコンタクト
の相手が私たちであること。それこそが、
保険販売を専業とするプロ代理店の役目
かなと思っています。
ా　そのような動きを積み重ねてい࢛
れば、いわゆる「ސ客の解૾度」が上が
っていきますよね。お客さまにとって何
がみで、どういう状ଶをせだと感じ
ているのかʜʜ。ސ客理解がਂまれば、
お客さまからの༳るぎない信頼につなが
っていきます。私たちが「リスクιリュ
ーションプロバイダー」として機能して
いくためのԼ地は、ී段の取り組みによ
ってすでにできていたと言えるのではな
いでしょうか。

ҏ౻　以前より、お取引のあるお客さま
から「今度、新しい事業を࢝めようと思
っているんだけど、そこではどのような
リスクが生じ、どのような防ޚ手段をあ
らかじめߨじておけばいいのか、よくわ
からないんだよね」といった相ஊを受け
ることがありました。
ాத　まさに「補償」の前段֊の「予防」
の取り組みですね。Լ地どころか、すで
に「リスクιリューションプロバイダー」
として機能していたと言えるでしょう。
ҏ౻　「リスクιリューションプロバイダ
ー」という言葉が現行の中期経営計画で
出てきて、いまあらためて想うのは「ԑ
があって出会った人とは心からのコミュ
ニケーションをとり、信頼関係をৢ成し
ていくことが大事だ」ということです。
やはり、仕事が高度化するにつれて、あ
らためてૅجを見直す必要性が生まれて
くるんですよね。お客さまとの出会いの
後、ϗスピタリティ（待）から、トラ
スト（信頼）、そしてピース・オブ・マイ
ンド（安心）へとエスコートして、また
新しい出会いをհしていただくという
のが理想の姿です。この「出会い、待、
信頼、安心」のサイクルを築き、回して
いくことが、私たちプロ代理店のᛗ持で
あると考えています。

、ా　保険は「商品」とশされますが࢛

「コンビニ弁当」ではなく「愛情弁当」

私たちが提供しているのは「࡞品」だと
思っています。「商品」というのは素材で
す。そこに調味ྉを加えたり、মき方を
変えたりすることによって、お客さま
みの「࡞品」にしていくわけです。私た
ちは「コンビニ弁当」を大ྔ生産してい
るのではありません。৯べる人のことを
想いながらおさんおさんがつくる「Ѫ
情弁当」のような࡞品を一つひとつ手づ
くりしているのです。自分のことをよく
知ってくれ、いつも想ってくれている人
がつくるからこそ、お弁当は特ผなもの
になります。「Ѫ情弁当」という、この世
にひとつだけの࡞品。それが、私たちが
おಧけしている保険だと考えています。
ҏ౻　私たちは、常にお客さまに「DeGense 
is poXer」という話をしています。当社
のタグラインにしている言葉なのですが、

「防ޚはチカラである」ということです。
ย手にໃ（ほこ）を持つのであれば、も
うย方の手には६が必要となります。新
しいアクションだけでは会社は繁ӫしま
せん。そのアクションのཪには備えがな
ければいけませんね。優れた६は、それ
を保有する者に༐気を与えます。すなわ
ち、「DeGense is poXer」です。
ాத　私は「プレゼンよりもώアリング」
だと想いながら、いつも仕事をしていま
す。お客さまの経ྺや価値観、事業の経
Ңなどをきっちりとώアリングしたうえ
で、各種の特約をݕ౼したり、あるいは

提供価値の変革に向けて高度化する代理店と三井住友海上の役割

ิঈʴલޙՁ

お客さま・地域の
リスク解決策を提ࣔできる
ιリューションプロバイダー

ιリューション提供型
代理店の育成・支援、

産業・地域特有のリスク発見

補償前後の価値を広くとらえ、
多様なリスクιリューションを開発

（リスクιリューションプラットフォーマー）

ิঈ

代
理
店

三
井
住
友
海
上

お客さまに最適な補償を
おનめできる

自立自走型保険代理店

保険代理店の
開拓・育成・支援、
保険マーケットの組成

求
め
ら
れ
る
役
割

提
供
価
値

ニーズをとらえた
保険商品・サービス

の開発

前後価値

保険商品
自動ं 火災 新種

保険
手ྉ

保険商品
自動ं 火災 新種

保険
手ྉ 前後価値

防災

リカバリー

そのଞ
手ྉγφジー

Transform the Value 
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田中雄一郎

トラストワン代表取締役
三井住友海上の代理店ྺ16年

1975年、Վ山ݝ生まれ。信ୗۜ行勤務、三井住友海上
の研修生を経て、2006年トラストワン設立。MSプロフェッ
ショナルAAA認定。19年、全国MSA෭会長にब任。地元
Վ山をこよなくѪし、地元の中ݎ中খ企業開拓に日 ま々
い進している。

1972年、ௗ取ݝ生まれ。99年、個人代理店を開業（2001
年ディ・アイ・ピー設立）。MSプロフェッショナルAA認定。
17ʙ19年に全国MSAװ事。企業防Ӵや地域社会の課題解
決に力している。「出会い・信頼・安心のྠ」を広げる
ことで、地域の豊かな未来生活の創造を見据える。

伊藤由子

D・I・P代表取締役
三井住友海上の代理店ྺ23年

YUICHIRO  TANAKA YOSHIKO  ITO
1970年、ಢݝ生まれ。大学ଔ業後、研修生として三井
海上に入社。MSプロフェッショナルAAA認定。2020年より
全国MSAװ事。常に意識していることは、感動させるプロ
の提案。お客さま専属の保険マネージャーという心持ちで、
それぞれのライフスタイルに合わせたサポートを行う。

四反田善仁

共同プロ保険事務所代表取締役
三井住友海上の代理店ྺ25年

YOSHIHITO  
SHITANDA

補償を外したりしながら、オンリーワン
を設計していくのが保険です。目配り・
気配り・心配りができている人がѪ情を
めてつくるからこそ、お弁当もおいしࠐ
いものになるわけですよね。確かに、Ѫ
情弁当と私たちの保険は理的にも感情
的にも構造はまったく同じものだと思
います。
ా　いま、地球・国・自治体・個人࢛
のあらゆるレベルにおいて、解決しなけ
ればならない課題があ;れ出しています。
せにらしていくために解決しなけれ
ばならないのはわかっているけど、方法
がわからない。これが現実です。このよ
うな状況において、保険オンリーではお
客さまを守りきれません。だから、単に「保
険の販売業」であることから「リスクι
リューションプロバイダー」へと、私た
ちは自分をトランスフォームしていかな
くてはならないのです。いま、多様で新
しいリスクとの向き合い方を支援し、お
客さまの課題を解決へと導いていける専
門家が地域に必要とされています。その
専門家としての地域への貢献度が、私た
ちの存在価値に直結するのです。

　お客さま、そして地域のリスク解決策
を提ࣔできる「リスクιリューションプ
ロバイダー」としてのาみをすでに࢝め
ていた3社に、それぞれの今後をฉいた。
ా　少子高ྸ化の2030年問題をは࢛
じめとして、これからの日本は社会課題
の先進国となっていきます。生産年ྸ人
がڅが減り、物価が上がり、৯ྉ自ޱ

地域のリスク解決策を提示できる
コンサルティングワーク

Լがるなかで、今後は༌入のංྉや産
物がങえない時代が๚れるかもしれない。
そうしたなかで例えば、地があるなら
業を࢝めるアドバイスをこちらからさ
せていただくなど、私たちは過去にはな
かった新たな提案をしていきたいと考え
ています。これも「リスクιリューショ
ンプロバイダー」の仕事でしょう。先を
見て、さまざまな知見を生かしながら提
案していきます。その会社が生き抜くた
め、持ଓ的に成長するためのアドバイス
をしていきたいのです。これは、単に保
険を売る仕事ではありません。一度、従
来の保険さんというイメージを創造的
にブレイクダウンして、社会が私たちに
何を求めているのかを考えながら、行動
していかないといけないのです。私たち
は地域のお客さまとともに生きています
から、いま地域から求められているもの
が何かということをฏらな気持ちで観て、
考えて、そこにアタッチしଓけていくこ
とが大事なのです。
「リスクιリューションプロバイダー」
という言葉は、ともするとڽりݻまって
いた಄をॊらかくほぐし、地域のために
もっと幅広く活動していく代理店になる
ための߸๒だと四反田はޠる。
ా　少子高ྸ化に加えて、エネルギ࢛
ーのベストミックスをどうしていくかと
いう問題もありますね。私たちなら、自
治体と一緒になって企業を支援すること
もできます。自然エネルギーの開発を積
極的に推し進めていくことなどにより、
地域社会に大きな貢献ができるのであれ
ば、これは明るい話だと思っています。
ాத　そうですね。地域には課題がある。

いま、その課題をどのように認知してい
くのかが問われています。地域社会の転
機やة機は、機に変えていける。ピン
チはチャンスになりうるということです。
私たちの認知と行動の在り方を変えてい
けば、明るい未来を手܁り寄せることは
できるはず。これからの保険会社と代理
店は、SDGsのコンサルティングワークま
でを手がけられる存在でいなければ、お
客さまから選ばれなくなるでしょう。三
井住友海上のチカラをआりながら、私た
ちは全力で取り組んでいきます。やるべ
きこと、成すべきことは、すでにわかっ
ています。
ҏ౻　私たちの地元であるௗ取ݝには個
人、企業またはஂ体が登する「とっと
りSDGsパートナー制度」というものが
あり、中খ企業もSDGsに対する意識が
高く、カーボンオフセットの取り組みに
意欲的な経営者が多い状況です。山ӄ
MSAでは$O2ഉ出ྔࢉ出クラウドサービ
ス「[eroboard」をすべての会員が活用し、
地元企業への脱炭素化の提案など、MSA
会員と三井住友海上がڠ働して脱炭素に
取り組んでいます。また、ௗ取ݝはհ護
事業大国でもあります。こうしたさまざ
まな課題について、企業が連携して解決
に取り組んでいく仕組みがいろいろと生
まれてきているなか、私たちも地域でデ
ライト（喜び）を分かち合える行動をଓ
けていきます。
ాத　何も不安がないというせ。それ
を提供できるのが私たち「リスクιリュ
ーションプロバイダー」です。それぞれ
の地域で、お客さまからの「ありがとうʂ」
の山を築いていきましょう。

CASE 01 Risk-Solution Provider
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いま、世界のあらゆるフェーズでデジタルによる革命が進行している。三井住友海上では、「MS1 Brain」という
データとAIを駆使した営業支援システムを2020年2月にリリースした。その成果と将来性に迫る。

tex t  by K iyoto Ku n i r yo   |   photo g r a ph s b y S huj i  G oto  |   e d it  b y A k io Ta ka s h i ro 

ᅳ領ຏ人 ＝ 文　後藤秀ೋ ＝ 写真　高ত夫 ＝ 編集

デジタライゼーションで希望に満ちた未来へ
「MS1 Brain」が人と保険の関係性を根底から変える

AI活用で多様化する価値観に応える

お客さまと保険の関係性は未開の領域へ

　AIがおすすめの保険を割り出した後、
営業ツールとしてワークするのが「パー
ιナライズド動画」だ。この機能は、খ
ྛが当時所属していたデジタル戦略部の
企画・開発メンバーとして18年から2年
のࡀ月をかけてつくり上げたという。
「保険の補償は、造業における商品の
ように৭や形があって目に見えるもので

部分には改ળの༨地がありました」
　ビジネスイノベーション部のデータサイエ
ンスチームで働くখ৾ฏが話をଓける。
「ଧ開策は、三井住友海上が蓄積してきた
データの活用にありました。h MS1 #rainʱ
のなかでもメインの機能はh ニーズ予ଌ分ੳʱ
です。成約の可能性のあるʰ特ʱをAIが
割り出し、ސ客の情報とরらし合わせること
で、おすすめの保険商品を印のでわかり
やすく提案します」

「h MS1 #rainʱは、業界初のベストプラン
提案型AIシステムです。AIが特定のお客
さまのニーズを予ଌ・分ੳして、最適な商品・
サービスを提案しています」
　営業企画部営業IT推進ࣨのখྛߛ子は、
社内外に研修を行うなど、「MS1 #rain」の
システムӡ用業務全ൠを手がけている。
「人間の知識と経験にґڌした営業活動に
は、優れた面も改ળすべき面もあります。h 本
当にސ客本Ґの提案ができているかʱという
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CASE 02 Risk-Solution Provider

小林紘子

営業企画部 営業IT推進ࣨ
課長代理
2007年入社

入社後、営業推進部にて企業従業員向け保険のシステム
を担当。2017年に営業企画部に異動し、MS1 #rainのݕ
౼に携わる。19年よりデジタル戦略部にてMS1 #rainのリリ
ース・活用推進を行い、現在は営業企画部にてMS1 #rain
全ൠを担当している。

入社後、福Ԭݝ、ਆಸݝでリテール営業を7年間経験し、
2020年にデジタル戦略部へ異動。MS1 #rainのAI予ଌ分ੳ
モデルや機能開発に携わる。現在は、ビジネスイノベーシ
ョン部にてMS1 #rainをؚむ社内外のデータ分ੳを担当し、

「補償前後の価値提供」の実現を目指す。

小川晋平

ビジネスイノベーション部
データサイエンスチーム
主任データサイエンティスト
2013年入社

HIROKO  KOBAYASHISHIMPEI  OGAWA

はありません。見えない補償の仕組みや
内容を動画によって見える化したのがh パ
ーιナライズド動画ʱです。AIがおすす
めするベストプランについて、h この補償
が必要なのはどのようなときかʱh もし
ものとき、どのような補償が実際に受け
られるのかʱといった内容を的にհ
していきます。動画内ではお客さまの個
人໊がナレーションに入ってきたり、お
住まいのエリアにおける事故݅などの
۩体的ࣈをڍげたりするなど、まさに
パーιナルな仕上がりになっているため、
お客さまが自分事として保険をとらえな
がらスムーズに理解できるように促して
いくことが可能です」
　この「ニーズ予ଌ分ੳ」と「パーιナ
ライズド動画」などの機能をもつ「MS1 
#rain」は、20年2月にリリースされた。
すでに成果は実証されている。「個人領域
で4商品、法人領域で10商品」のニーズ
予ଌ分ੳ情報を毎月代理店に提供し、そ
れを活用した場合は、活用していない場
合に比べて約1.3ʙ6.9ഒの販売ޮ果が生
まれている。また、パーιナライズド動
画に関しては、自動ं保険のドラレコ型
を視ௌした場合の特約セットは視ௌさ
れない場合に比べて約3.4ഒとなるޮ果が
出ている。খが言う。
「これは間違いなく営業の場面でޮ果的
なアプローチができていることの証ࠨで
す。個々の代理店の担当者ならではの経
験値や信頼関係、思いやりの心ʜʜ。そ
うしたベースの上にʰMS1 #rainʱによ
るデータ分ੳや動画案内を組み合わせて
いく。人とAIの相乗ޮ果が大きな成果に

つながっているのです」
　国内シェア1Ґの損保グループ、その
中֩を成す三井住友海上がތる代理店
。そして、SFA（営業支援システム）と
$3M（ސ客管理システム）にAIを組み合
わせてビジネスの現場に適用させた、金
融業界においてྨを見ないハイブリッド
システムである「MS1 #rain」。この組み
合わせによってもたらされる「お客さま
体験価値」をえるものをଞ社が追随す
るのは実に困難だ。すでに、三井住友海
上には、先行者ならではのアドバンテー
ジがある。
「h MS1 #rainʱは、代理店がシステム
を利用した際のログデータを取得してい
ます。もちろん、お客さまの情報も日々、
収集・蓄積されていきます。これらにより、
データ分ੳのਫ਼度が向上するのです。業
務品質改ળのPD$Aが自動的に回ること
で、お客さまへのベストアクションにຏ
きをかけていくことができます」（খ）
　業界のଞ社からྨࣅのシステムがリリ
ースされたのは、22年6月だ。三井住友
海上が2年以上も先行してPD$Aを回し
てきたことの利点は大きい。また、「MS1 

#rain」は、21年2月から対面だけではな
くリモートでも使えるように機能֦ுが
行われた。お客さまと代理店でメッセー
ジのૹ受信、8eb面ஊなどによる対応か
ら契約完ྃまで、すべてをリモートで行
うことも可能となっている。
「いま、さまざまなߪങ行動がデジタル
ۭ間で行えるようになり、さらには、新
型コロナウイルスのӨڹで新たな生活様
式が定着してきているなか、保険の販売
だけが進化しないわけにはいかないので
す。非対面で保険手ଓきができる利ศ性
は、これまで私たちがリーチできていな
かった若い世代に保険をおಧけできる可
能性も高めてくれます。若い時分から三
井住友海上のお客さまになっていただき、
そこからお客さまの有意ٛなデータを蓄
積していけば、h MS1 #rainʱと代理店が
人生のコンシェルジュとしてお客さまと
永いお付き合いをさせていただきながら、
ຏき抜かれた提案をଓけていくことも考
えられます」（খ）
　いま、三井住友海上の「MS1 #rain」
により、お客さまと保険の関係性はかつ
てないステージにಥ入しているのだ。

MS1 Brainとは

AI（人工知能）によ
るビッグデータ分ੳ
にجづいて、お客さま
ニーズを的確に把握
し、代理店がお客さ
まに最適な商品・サ
ービスをಧけるための
機能を提供する。

1.ニーζ༧ଌੳ
2.ཧళʢื集人ʣ・/#"

ʢωクストϕストアクγϣンʣ 3.パーιφライζドಈ画 4.ཧళܦӦऀαϙート
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テクノロジーを取り入れることで保険の常識を変えようと立ち上げられた「DX valueシリーズ」。
同シリーズを代表する４つの商品の開発や運営に携わる６人に話を聞いた。

tex t  by F u m i h i ko Oha s h i   |   photo g ra ph s b y S huj i  G oto  |   e d it  b y Ya s u ma s a A ka s h i 

大࢙ڮ ＝ 文　後藤秀ೋ ＝ 写真　明ੴ߁正 ＝ 編集

テクノロジーが保険を変える
「DX valueシリーズ」が示す可能性

保険×DX

せん。そもそも災害や事故の被害に遭わ
ないほうがいいわけです。
　最近ではデジタル技術が進展し、スタ
ートアップをはじめଞ社とのオープンイ
ノベーションにより、自社で開発をしな
くても素らしい技術が使える世の中に
なりました。そういったテクノロジーを
駆使し、保険とDXを組み合わせることで、
補償だけでなくその前後の行程でもサー

とサービスが一体となった商品だ。商品・
サービス企画部企画チームの吉野ಞ࢙が
そのૂいについて説明する。
「従来の保険商品は、ج本的には事故や
災害が起きた際の経ࡁ的な損失に対し、
金銭で補償することが目的です。しかし、
お客さまは災害や事故で被害を受けてし
まったら、その後にいくら金銭を補償さ
れても、心の底からは͝満いただけま

オープンイノベーションで商品を開発

　三井住友海上は2021年4月、保険の提
供価値の変革を実現するサービス「DX 
Walueシリーズ」を立ち上げた。保険本来
の機能である、経ࡁ的損失に備える補償
に加え、DXを活用することで、事故・災
害を未然に防ぐ機能や被害をখさくし早
期復旧を支援する機能を付与する、補償
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CASE 03 Risk-Solution Platformer

ビスを提供していくのがʰDX Walueシリ
ーズʱです。例えば事故を未然に防ぐ機
能や、ສが一事故が起こってしまった場
合に早期復旧を支援する機能を提供する
ことで、より安心・安全な社会の実現に
貢献できるのではないかという発想から
そのコンセプトがつくられました」

　そんな「DX Walueシリーズ」のװج商
品ともいえるのが、同シリーズの立ち上
げ前の19年に販売を開࢝した「見守るク
ルマの保険（ドラレコ型）」だ。オリジナ
ルの専用ドライブレコーダーを提供し、そ
れにࡌされた安全ӡ転支援アラートなど
により、事故を未然に防止。さらに事故発
生時には専用の安൱確認デスクにつながり、
、の出動手配や事故受付を迅速に行うंٸٹ
事故ٸۓ自動通報サービスなどを提供する。
　自動ं保険本来の役割である「相手への
賠償」「自身の損害の補償」に加え、事故
を未然に防ぐことや早期解決を支援するこ
とで、շ適なモビリティ社会の実現に貢献
する画期的な商品だ。
　自動ं保険部テレマティクス管理チーム
のੴࣣ瀬が特を説明する。
「事故を未然に防ぐにはどういうアラート
を入れたらいいかという点に力しました。
一ൠのドライブレコーダーでも、前方との
ं間ڑが近かったりंઢをはみ出したり
すると、それらを知らせてくれますが、事
故のデータをもっている保険会社ならでは
のアラートを出すことにこだわり、バリエ
ーションを増やしました。例えば近年では、
高ྸ者の方が高速ಓ࿏をٯ走したことによ

自動車保険の常識を覆す
「見守るクルマの保険」

る事案が目されているため、お客さまの
Ґஔ情報を取得することにより、ٯ走に対
してリアルタイムでアラートを発信する機
能を付けました」
　お客さまからはアラートのおかげでॿか
ったとのが多く寄せられているという。
　20年1月にはフリート契約者向けに「F
－ドラ」もリリースした。
「h 見守るクルマの保険（ドラレコ型）ɦ の
ノウハウを利用しつつ、より企業の安全ӡ
転推進に活用できるように、إ認証機能や
わき見・携ଳ電話通話・ډりをݕ知しア
ラートするなどの機能を追加しました。ま
た、ݕ知したة険と認識されたӡ転は、お
客さま用のポータルサイトで確認できるた
め、۩体的なӡ転指導を行うことも可能で、
サービス͝利用者さまからも͝ධいただ
いています。21年1月には、あおりӡ転の
ٙいのݕ知機能も追加しており、ಓ࿏交通
法の改正に対応しているところも魅力のひ
とつです」
　社用ंの台が増えれば増えるほど、事
故に遭う確は高くなる。事故が増えれば
当然、保険ྉも比例して上がる。事故を減
らしたいとんでいる事業者は少なくなく、
そうした企業の課題も解決する。
　個人向けの商品もブラッシュアップし、
22年1月に「見守るクルマの保険（プレ
ミアム ドラレコ型）」（以Լ、「プレドラ」）
をリリースした。それにも多くの機能が追
加された。従来のドラレコでは、事故のি
ܸをݕ知すると安൱確認コールがオϖレー
タからかかってくる仕組みになっているが、
プレドラでは、「ٸۓ通報ボタン」を押す
ことで、事故でなくてもオϖレータと通話
することができる。

　また、従来のドラレコは後方を画する
ことができなかったが、プレドラでは前後
広֯のカメラを࠾用したことで、360度の
Өが可能となった。さらには駐ं視機ࡱ
能をࡌし、駐ं中にं྆にিܸがあった
場合に知らせてくれる。
「プレドラには、お客さまから寄せられた
多くのを取り入れました。それらをݕ証
したうえで実装し、バージョンアップさせ
ていったのです」
　それは؆単な࡞業ではなく、試行錯誤を
りฦすことで商品が完成したと、同チー܁
ムのݪ田ඒ࡙はৼりฦる。
「メーカーにʰこういう機能を取り入れた
いʱという思いを伝えるものの、それを本
当に実現できるのかわからなかったので、
開発は؆単ではありませんでした。実現で
きるにしても、どこまで正確に࡞動し、正
しい反応がなされるかといった細かい部分
を٧める࡞業は、リリースのギリギリまで
行っていました」
　そうしたଥڠのない開発によって、安
心・安全をಧけるサービスが生まれたのだ。

営業、損害サポート、海外研修を経て、持株会社に出向。
総合企画部（現ɿデジタルイノベーション部）にて海外ス
タートアップとのオープンイノベーションに従事。2020年よ
り現৬にて商品・サービス本部全体の戦略・企画立案や
推進の役割を担う。

吉野篤史

商品・サービス企画部　
企画チーム　
課長
2004年入社

ATSUSHI  YOSHINO

本体ӈԼのٸۓ通報ボタンを押すことで、いつでも専
用安൱確認デスクへの通報が可能。また、本体は持ち
出し可能なので、事故時にはं外の安全な場所からオ
ϖレータと通話もできる。

見守るクルマの保険
（プレミアムドラレコ型）

12年間、損害サポート業務に従事した後、シンガポールで
アジア各国の自動ं保険商品の開発サポートを経験。
2017年より自動ं保険部企画開発チームにて、「見守るク
ルマの保険」の開発に携わり、21年より現৬にて同保険お
よびコネクト専用保険の保守の開発・ӡ営を担当。

石川七瀬

自動ं保険部
テレマティクス管理チーム　
課長
2004年入社

NANASE  ISHIKAWA
౦ژでのリテール営業を経て、2021年に自動ं保険部・
企画開発チームに異動。現在は、テレマティクス管理チー
ムにてドラレコ型やコネクトの領域に携わり、主に「見守る
クルマの保険」の保守、「F－ドラ」の新機能開発や保守・
ӡ営を担当。

原田美咲

自動ं保険部
テレマティクス管理チーム　　
主任
2015年入社

MISAKI  HARADA
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　「DX Walueシリーズ」では、ほかにもさ
まざまな商品が生している。そのひとつ
が「健߁経営支援保険」。企業向けに、従
業員の健߁管理アプリとब業不能時の補償
を組み合わせた商品だ。ケガやප気によ
り働けなくなった場合の収入を補償する

「ສ一の補償」に加え、「予防（アプリ）」「コ
ンサルティング」の̏つの機能を提供し、
予防から補償、回復までを一؏して提供す
る。有事の際に機能するだけでなく、ฏ時
にも役立つ商品にすることで、社員の健߁
増進、生産性向上を通じた企業価値の向上
にも寄与。保険の提供価値変革につなげる
のがૂいだ。
　きっかけは16年にさかの΅る。火災傷
害保険部傷害保険チームの横ඌণ߂がその
経Ңを説明する。
「データを活用して新しい保険商品をつく
ろうという、࣍世代開発推進チームが社内
で立ち上がりました。スマートフォンがී
し、いろいろなシチュエーションでデーٴ
タを取得できるようになってきたので、デ
ータ利活用型の新しい保険を開発しようと
模索していたのです。そのなかのひとつに
ヘルスケアがありました。
　健߁ҡ持や生活習慣の改ળを目的に、日
々の生活をトラッキングして予防ҩྍにつ
なげる取り組みへの研ڀ開発が、当時す͝
く増えていました。保険は元々、ҩྍ分野
とは比ֱ的近いところにありますので、そ
の手前のヘルスケアビジネスでデータを活
用する取り組みと保険をミックスしてみよ
うと考えたのです。予防ҩྍにつながるよ
うなサービスに加え、ສ一、体調を่した

予防から補償、回復までサポートする
「健康経営支援保険」

ら保険が補償をする。ී通のヘルスケア事
業者には開発できない商品を提供できると
考えたのです」
　アプリの開発を担ったのは、౦ژ大学セ
ンター・オブ・イノベーション（$OI）だ。
AIによって健߁断データなどの情報か
ら将来のリスクをࢉ出し、それをわかりや
すく案内する機能や、ӡ動・ਭ・৯事な
どに関する行動変容を促す機能などがࡌ
されている。
「日本では、毎年健߁断を受けますが、
その値からちゃんとリスクに気づいても
らうことが重要です。アプリがʰいまあな
たはこんな状ଶだけど、このままの生活習
慣をଓけていくとإがむくみ、ഽがボロボ
ロになってしまうʱといったかたちでリス
クを自分͝と化させ、h あなたはこういう
生活習慣に変えたほうがいいですよʱとア
ドバイスをしてくれるのです」（横ඌ）
　ただし、いくら企業が導入しても、すべ
ての従業員が健߁に関心があるわけではな
く、アプリを真面目に利用しない人も一定
いる。それに対する対策も同サービスで
は用意している。
「従業員には個人差があり、全員がアプリ
を見て生活習慣を見直すのは難しいですが、
会社として従業員のഎ中を押してくれるよ
うなインセンティブを用意することができ
れば、健߁への意識は高まるはずです。そ
れを促すために、アプリを毎日使っていた
だいたらཌ年の保険ྉを割り引くという設
計にしています」（横ඌ）
「健߁経営支援保険」は21年にリリース
されると、コロナՒのӨڹもあり、企業か
ら多くの関心が寄せられた。健߁経営に力
を入れている企業に積極的に導入されてお
り、アプリを通じて健߁経営促進をサポー
トしている。

　「DX Walueシリーズ」のなかでいま最も
०なのは、サイバーܸ߈に備えるために
22年1月に本格リリースされた「見守るサ
イバー保険」だ。パιコンなどのでの
ウイルス感છのリスクを減させるセキュ

これからの時代に不可欠な
「見守るサイバー保険」

リティサービス「防ݕサイバー」と、ສ一
の事故発生時に必要となる費用などを迅速
に支払い、経ࡁ的損害を最খ限に抑えるサ
イバー保険「サイバープロテクター」を一
体化したパッケージ商品だ。新種保険部サ
イバー・ビジネスリスクチームのਢ田फ़࢙
が開発の経Ңをޠる。
「自動ं分野以外にも新しい商品を販売で
きないかという話が以前から社内でありま
した。近年、サイバーܸ߈による事故が増
えていることからサイバー保険にനӋの
が立ち、20年にݕ౼を開࢝したものです。
　元々経ࡁ産業লがضৼり役となり、中খ
企業のサイバーセキュリティ対策支援に
関する実証事業が行われていて、当社も
MS&ADグループとして参画していました。
そのときにMS&ADグループがݕ証に活用
したサービスがʰ防ݕサイバーʱという商
品なのです。当時から、中খ企業にセキュ
リティ商材の導入を進めることが日本全体
の課題だという認識が、当社にもありまし
た。その課題の解決にマッチした商品とい
うことで、開発に着手したのです」
　同チームの安井ҁࡊが中খ企業の課題に
ついて指ఠする。
「サイバーܸ߈を受けたというニュースは
大企業に多いのですが、実際には中খ企業
もૂわれていますし、中খ企業がサイバー
を受けたことで、取引先である大企業ܸ߈
にまで被害がٴんだという事例もあります。
ところが、多くの中খ企業がセキュリティ
対策をे分にߨじていないという現実があ
ります。事故が起こった際に、どこに連絡
していいかわからないし、何をしていいか
わからないのです。しかし実際に事故が起
きたときには、初動対応によって被害の規
模は変わってきます。h サイバープロテク

MYからだ予想

「健߁経営支援保険」では、
健߁管理アプリ「MZからだ
予想」により健߁リスクを
見える化し、健߁への動機
付けを行うとともに、日ସわ
りで健߁目ඪを提ࣔすること
で行動変容を促す。

見守るサイバー保険

サイバープロテクターにセキュリティιフト「防ݕサイ
バー」をセットすることで、保険本来の機能に、サイバ
ー事故を未然に防ぐ機能とサイバー事故のӨڹを減ら
し回復を支援する機能を付加したサービス一体型商品。

Transform the Value 
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横尾昌弘

火災傷害保険部
傷害保険チーム　
課長
2004年入社

リテール営業、自動ं保険部、企業営業に従事した後、
2017年に商品企画部・࣍世代開発推進チーム（当時）に
異動。「健߁経営支援保険」の開発を担う。21年より現৬
にて、「健߁経営支援保険」のӡ営・営業推進に加えて、
傷害保険分野の新商品開発、営業推進活動も担当。

MASAHIRO  YOKOO

保険の提供価値の変革を実現するサービス「DX valueシリーズ」

ターʱでは事故時に専門事業者հサービ
スが受けられ、自身で一から業者を手配す
る場合と比ֱして、迅速に業者へ事故のݪ
Ҽ調査をґ頼することが可能となります。
事故を未然に防ぐだけでなく、事故が起き
た際に被害の֦大を防ぐ。h 見守るサイバ
ー保険ʱは、サイバー事故対応の最初から
最後まで、ワンストップでサービスを提供
できるのです」
「防ݕサイバー」は、パιコンなどの
͝とにインストールして利用するセキュリ
ティιフト（&D3）で、のウイルス感
છの有ແをリアルタイムに視する。ສ一
ウイルスが৵入してきた場合は、ウイルス
をִし、アクセスログを保全する。それ
により、ウイルス感છによるデータの࿙え
いやফ失などのリスクを減させることが
できるのだ。
「ウイルス対策ιフトは存在がすでに確認
されているウイルスしか防げないので、そ
れだけでは不े分です。かといって会社の
セキュリティをガチガチにݻめるのは、お
金も時間もかかる。各従業員が使用してい
る自体を守ることが、セキュリティ対
策として最もޮ果的なのです」（安井）
「見守るサイバー保険」で補償対象となる
のはサイバーܸ߈だけでない。22年6月に

で起きࢢ࡚ೌ
た6S#ฆ 失
૽動のような、
物理的ݪҼに
よる情報࿙え
いにも対応す
る。第三者に
対する賠償責
任だけでなく、

弁護士に相ஊする際の費用や調査費用も補
償の対象となる。セキュリティ商材にແ償
で付ଳされている保険と比ֱして補償のް
さが特だとਢ田はڳをுる。
「ウイルス対策ιフトなどをߪ入した際に、
おまけのようなかたちで補償が付いてくる、
いわゆる商品付ଳ形式の保険も存在します
が、補償金ֹが一ൠ的に少ֹです。また、
従来の商品付ଳ形式の保険では、当社とし
ては事故発生後の保険金支払いの場面でし
かお客さまとの点がもてず、事故の発生
や被害֦大を防ぐといったサポートができ
ないもどかしさがありました。それが、セ
キュリティιフトと保険を組み合わせるこ
とで、事故発生自体の防止、事故発生時の
被害֦大防止の方についてもサービスで
提供できますし、第三者への賠償に関して
もしっかりサポートできます。これは、知
見と実のある当社にしかできないことだ
と考えています」
　正式に販売を開࢝したのは22年̍月だ
が、企業の反応は上々だ。
「毎月コンスタントに͝契約をいただき、
半年ほどで90݅近くの成約となっていま
す。͝相ஊはそのഒ以上受けているので、
企業のなかでも関心が高まっていることを
実感しています」（ਢ田）

　サイバー保険は、保険のジャンルとして
は新しく、まだそれほどීٴしていない。
ਢ田は、今後のࢢ場の成長を期待する。
「サイバーۭ間でのリスクはゼロにはでき
ないので、どれだけお金をかけてセキュリ
ティをݻめても、ウイルスが݀をすり抜け
てくるリスクやώューマンエラーリスクは
ります。ສが一の事故に備え、保険に入
っておくのが企業のセキュリティ対策とし
て必ਢなのです。ところが日本では、10�
前後の企業しかサイバー保険に加入してい
ないといわれています。自動ं保険や火災
保険と比べるとまだまだいので、サイバ
ー保険が当たり前の存在になるよう、ීٴ
させたいです」

　これまでの保険にはなかったサービスを
立てଓけにリリースする「DX Walueシリ
ーズ」は今後、どのように発展していくの
だろうか。前出の吉野は言う。
「いまはいろいろなメーカーや大学などと
組み、さまざまな分野のオープンイノベー
ションに取り組んでいます。例えば༸上風
力発電設備の異常をݕ知するシステムの実
証実験も行っています。そうした業界にこ
だわらないサービスをどんどん増やしてい
きたいです。
　また、今後は、事故や災害だけでなく、
もっと幅広い課題への対応も視野に入れて
展開していきます。例えば、気候変動もその
ひとつで、自然環境の回復を後押しするよう
な取り組みをしていく。h DX Walueシリーズʱ
がそうした社会課題の解決に資する広がり
を見せられればいいと考えています」

社会課題解決を目指す
「DX valueシリーズ」

कるクϧϚͷ保険ݟ・
（ドラレコ型／プレミアム ドラレコ型）
・'-ドラ

ԉ保険ࢧӦܦ߁݈ कるαイバー保険ݟ

D9 WBMVFγϦーζ

安井綾菜

新種保険部　
サイバー・ビジネスリスクチーム　
担当
2019年入社

損害保険を通じて、企業のチャレンジや成長をサポートした
いという動機から新ଔ࠾用で入社。入社後は、新種保険部
にてサイバー保険の引受・開発・営業推進などに携る。
2022年より「見守るサイバー保険」のӡ営・販売促進な
どを担当。

入社後、ژの保険金お支払センターで自動ं事故の対
応業務を担当。2019年に新種保険部に異動し、「DX Walue 
シリーズ」新たな領域であるサイバー保険の開発・ӡ営に
携わる。22年より、「見守るサイバー保険」の開発・ӡ営・
販売促進など全ൠを担当。

須田峻史

新種保険部　
サイバー・ビジネスリスクチーム　
主任
2016年入社

AYANA  YASUITAKASHI  SUDA

CASE 03 Risk-Solution Platformer
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多様化する社会課題のリスクソリューションを展開するにあたり、損保会社に求められるものとは何か。
それは、ビジネスイノベーション部データサイエンスチームが先導している「リスクとの正しい向き合い方」だ。

tex t  by K iyoto Ku n i r yo   |   photo g r a ph s b y S huj i  G oto  |   e d it  b y A k io Ta ka s h i ro 

ᅳ領ຏ人 ＝ 文　後藤秀ೋ ＝ 写真　高ত夫 ＝ 編集

データドリブンが深まる未来を見据え
「RisTech」が企業と社会の課題を解決する

損保ビジネスの要はデータにあり

ベーション部データサイエンスチームの
安田ߒฏだ。൴はデータサイエンティス
トとして、「三井住友海上が蓄積している
保険契約や事故のデータ」に「取引先企
業から提供されたデータ」や「外部統計
データ」などを掛け合わせて分ੳし、能
動的にリスクコントロールをする施策の
開発に取り組んでいる。
「ビッグデータや最新の分ੳアルゴリズム
を利活用することにより、当社の新しい保
険やサービスの開発支援などを行い、取引
先企業の課題解決を支援し、h 事故の未然
防止ʱやʰ災害による被害の軽減ʱといっ

データが損保会社のビジネスを変える

「三井住友海上は、リスクιリューショ
ンプラットフォーマーです。多様化す
るリスクへの対応力を備えていなけれ
ば、自分たちの使໋を果たすことができ
ません。リスクへの対応力をඈ༂的に高
め、企業や社会が๊える課題を解決する
ためにワークし、安心・安全な社会の実
現に貢献するのがh 3isTech（リステック／
3iskとTechnoloHZを掛け合わせた造ޠ）ɦ
です」
　そう教えてくれたのは、ビジネスイノ

　三井住友海上の主たる事業は、事故や
災害などのリスクを引き受け、ສ一のときの
補償を提供することだ。だが、三井住友海
上のリスクとの向き合い方は、単に補償す
るだけではない。「リスクをいち早く見つけ
て伝える」「リスクの発現を防ぐ、リスクの
Өڹをখさくする」「リスクが現実となった
ときの経ࡁ的負担をখさくして、回復を早
くする」という一連の取り組みと向き合って
いるのだ。そうした商品・サービスを通じ
て、社会との共通価値を創造（$reatinH 
Shared 7alue）していくことが、 三 井
住友海上のビジネスモデルとなっている。

Transform the Value 
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ฏߒから、ビジネスイノベーション部の大౦麻ึ、安田ࠨ
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CASE 04 Risk-Solution Platformer

大東麻穂

ビジネスイノベーション部
データサイエンスチーム　
主任
2017年入社

営業企画部にて代理店の営業活動支援システムの企画・
ӡ営に従事した後、2021年にデジタル戦略部に異動。代
理店のDX推進に携わる中でデータ分ੳに興味をもち、社内
研修に参加。22年より現৬。3isTech、データ分ੳ人財育
成、社内データ活用を担当。

修ྃ。新ଔ߈Պ 理工学専ڀ大学大学Ӄ 情報学研ژ
で入社したITベンチャーでは、モバイルήームの企画・ӡ
営に従事。業務の一環として行っていたデータ分ੳに魅力
と可能性を感じ、データ分ੳコンサルティング会社に転৬。
2020年に中్入社し現৬。

安田浩平

ビジネスイノベーション部
データサイエンスチーム
課長代理
2020年入社

MAHO  DAITOKOHEI  YASUDA

た社会課題の解決につなげています」
　例えば、ある交差点で事故が多発して
いたとしよう。その事故に対し、「なͥ、
起きてしまうのか」「未然に防止するため
には、どのような手をଧつべきか」とい
った向と対策をଧち出すのは、かつて
は人間の経験とצに頼る仕事だった。そ
れが、いまでは人間がデータを用いてAI
とڠ働する時代になっている。
　三井住友海上は、当֘交差点における
事故はもちろん、パターンがࣅࠅした事
故に関するものもؚめて、ਫ਼៛にして
大なデータを所有している。それらをピ
ックアップして分ੳしていけば、過去に
見られたものとはਫ਼度がڻ異的に異なる
。向と対策をଧち出すことが可能となる
そこには、まだデータドリブンではなか
った世界とは異࣍元の認知世界が広がっ
ているのだ。データドリブンなカルチャ
ーはいま、三井住友海上のビジネスにか
つてないイノベーションを起こしている。
　いま、三井住友海上の「3isTech」によ
り、お客さまと保険の関係性はかつてな
いステージにಥ入しているのだ。

「信頼」と「感謝」のデータサイエンス

　三井住友海上における「3isTech」の取 
り組みは、あるখ売店の設備故োの要Ҽ
をચい出すところから࢝まったという。

「不意の故ো」と人は言う。だが、不意（＝
思いがけないこと）に感じられても、そ
こには必ず要Ҽがあり、予ஹがある。
「そうしたʰ不意ʱをなくしていくのが、
データサイエンスチームの仕事です。予
ஹの段֊でリスクのժをఠみ取ることが
できれば、故োを未然に防ぐことができ
ます。故োにかかわる補償の内容を充実
させるだけではなく、故োそのものを減
らしていければ、保険会社にとっては新
しい価値の提供ができていることになる
のです」
「3isTech」の最初の成功事例をわかり
やすい例えにして、データサイエンスチ
ームの仕事の本質を説いてくれたのは、
2022年4月より「3isTech」でデータ分ੳ
を行っている大౦麻ึだ。

「例えば、ྫྷଂݿが故োしたとします。そ
の際には、中に入っていた商品が損なわれ
てしまいますが、それだけではありません。
最も大きな被害は、お客さまがいつもָし
みにしている商品がങえなくなることによ
るʰ信頼の損失ʱです。いかなるビジネス
においても、信頼こそが຺໋です。そう考
えると、データサイエンスチームの仕事は

ʰビジネスの໋を守ることにあるʱのかも
しれません」
　三井住友海上で「3isTech」が動き出し
たのは、19年5月だった。そこからおよ
そ3年を経た時点において、前ड़したよう
なখ売店の設備の故োにかかわる保険金
の支払いֹは、「3isTech」導入前との比
ֱで約10�も減っているという。それは
すなわち、“事故を໔れて” “保険の掛け金
がԼがり” “さまざまなステークϗルダー
との信頼の損失も໔れた”という意味であ
り、多くの企業がٹわれているという
ことをࣔしている。
　最初の成功事例により、খ売店の担当
者からは多大なる感ँの言葉をଷした
という。「信頼」とともに「感ँ」もまた、
ビジネスの຺໋と言えるだろう。ファー
ストステップで、いきなり「信頼」と「感
ँ」という;たつの຺໋を۷り当てたデ
ータサイエンスチームは、その後もさら
なる活༂をଓけている。安田が解説して
くれた。
「意ٛのあるデータ活用の事例をほかに
もڍげるとするなら、いま特に地方でਂ
になっている高ྸ化問題への働きかけࠁ
があります。私たちは、ある地域におい
て高ྸ者ドライバーがどこにどれだけډ
住しているかというデータを保有してい

ます。その自動ं保険のデータから可視
化された地図をٯಡみしていくと、今後
はどこのエリアにデマンドバスを走らせ
たらいいのかがわかってきます。企業が
๊えている課題はもちろんのこと、私た
ちはこのような社会課題の解決にも積極
的に取り組んでいます」
　さらに、データドリブンがਂまる未来
を見据えて、大౦がޠる。
「データサイエンスチームは、データの
可能性を信じています。世の中には分ੳ
できていないために未然に防げていない
事故がまだまだたくさんあり、可能性は
ແ限に広がっているのです。また私たち
は、社内にデータドリブンの文化を根付
かせていきたいと考えています。いま、
そのための社員教育もデータサイエンス
チームが担っています。社内でデータ分
ੳができる人財を増やしていこうという
のがૂいです。実は私もผの部署にいた
ときに研修を受けたことがきっかけとな
ってデータ分ੳに可能性を感じ、自らر
して異動してきました。初心者でも扱
いやすいツールを使った研修を開࠵した
り、社員がۭいた時間を使って自習でき
るサイトを立ち上げたりといったところ
から入り、最ऴ的には第一ઢの社員が自
分たちでʰ3isTechʱを行できるように
なるのが目ඪです」
「3isTech」は、三井住友海上にとって६
となり、ໃとなる。データサイエンスチ
ームを起点にして、新時代の६とໃを手
にして立ち上がる三井住友海上のݡ者が
ஶしく増加したとき。それは、さまざま
な社会課題がかつてないスピードで解決
へと走り࢝めるときである。
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　私と三井住友海上との出会いは、2018
年5月にMS&ADϗールディングス主࠵で
開࠵されたシンポジウム「気候変動をテー
マにSDGsへの࣍の一าを考える」に登ஃ
したことでした。当時は、T$FD（気候関
連財務情報開ࣔタスクフォース）の最ऴ
報ࠂ書がެ表され、気候変動が企業の財
政面におよ΅すӨڹについて、情報開ࣔの
推進が国際的に࢝まったタイミングで、日
本ではまだ社会的に大きな話題ではありま
せんでした。そのなかで三井住友海上は気
候変動をビジネスリスクととらえ、࣍の一
าを౿み出すというインパクトを社会に提
ࣔされた。「非常に早い取り組み」と、い
い意味でڻいたのをهԱしています。
　それから４年༨り。20年10月のੁट相

（当時）による2050年カーボンニュートラ
ルએ言以߱、国内でも脱炭素化に向けた
動きが加速しますが、それと同時にҖを
ฃい࢝めたのが大規模自然災害。18年の
台風21߸をච಄に、「気候変動による経ࡁ損失の大
きさがࣈで可視化できるようになった」のがここ年
の特です。とりわけݦஶなのが損害保険会社の支払
いで、台風21߸だけでも保険金支払総ֹは一ஹԁを
えました。
　気候変動に関しては各種研ڀ調査が進むなかで新
たな試ࢉもެ表されています。例えば、Թஆ化対策の
国際的な枠組み「パリڠ定」では、世界のฏۉ気Թ
の上ঢを産業革໋前に比べ1.5ˆに抑えるのが目ඪで
すが、もうすでに約1ˆ上ঢしており、このまま対策を
上積みしなければ、2ˆをえてしまうという予ଌもあ
ります。自然災害を減らしていくためには気ԹをԼげる
しかありません。そうした状況を受けて、世界のトップ
企業を中心に「એ言から行動へ」といままさに動き出
しています。つまり、脱炭素化をビジネスの課題に据え

「本業のビジネスで解決していこう」とい
う姿勢に変わってきている。そう私は認識
しています。

防災・減災のコンサルティングや
企業の挑戦を後押しする役割も

　このようななか、脱炭素社会の実現に向
けて損害保険会社の果たす役割は極めて
大きいと感じています。保険の本質は、少
し先を見て、人と未来のせを創造する点
にあると思うのですが、そのうえで、;たつ
のことを期待しています。ひとつは、気象
災害を減らしていけるよう保険商品を通し
て脱炭素化へのスムーズな移行を促してい
ただくこと。もうひとつは、将来のリスクを
予ଌし、リスク回ආの方法をॿ言していた
だくことです。三井住友海上ではすでに「カ
ーボンニュートラルサポート特約」や「グ
リーン電力証書安定供څ支援保険」など
によりԹࣨޮ果ガス削減へと౿み出す企業

を支援しています。また、水災などの気候変動リスク
の伝ୡとともに防災・減災のコンサルティングも推進さ
れており、とても心強く感じています。
　脱炭素社会への移行は、中長期的な視点で企業経
営を強化する契機にもなります。多面的なビジネスを
通して各社の挑戦を応援していただくことで、せの
脱炭素社会の実現が近づくのではないでしょうか。
　思いฦすと、三井住友海上とは18年の出会いから
気候変動を軸に地方創生など幅広い領域で連携を図
ってきました。そのなかでいちばん印象ਂかったのは
何かと問われたら、私は迷わず「自由な社風」という
言葉をڍげるでしょう。上Լの֞根を越えて誰もが意
見をड़べ合える環境がある。多様なリスク社会のなか
で新たなビジネスを進めていくうえで、それは何よりの
強みです。今後の展開に期待が高まります。

Column

i l lu s t ra t ion b y B er nd S ch i f fer de cker  |   tex t  b y K iyoto Ku n i r yo 

　

本業で導く「幸せの脱炭素社会」に期待

これからの保険に求められるものは何か●2

Yukari Takamura

1964年生まれ。89年、ژ大
学法学部ଔ業。97年、一ڮ大
学大学Ӄ法学研ڀՊ博士課程
単Ґ修得ୀ学。੩Ԭ大学人文
学部法学Պॿ教त、౦ژ大学
サステイナビリティ学連携研ڀ
機構（I33S）教तなどを経て、
2019年から現৬。専門は国際
法学、環境法学。共編書にʰ気
候変動政策のダイナミズム （ɦؠ
波書店）、h気候変動と国際ڠ調ʱ

。など（学社出൛࣊）

高村ゆかり
（౦ژ大学未来ビジョン研ڀセンター 

教त）
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これまで変革に向けた具体的な活動を紹介してき
たが、この章で取り上げるのは、それらを担う社員
たちだ。一人ひとりがお客さまや社会、そして自分
自身の「未来を変える」ために取り組んでいること
とは。また、その挑戦を三井住友海上はどのように
バックアップしているのか。変化の激しい時代を生
き抜くためには、企業にも人にも変革が必要だ。
前例にとらわれず、多様性を認め、新たな挑戦を
推奨することで変わりゆく姿を紹介する。

未来への変革を担う人々

PART 3
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　三井住友海上は2020年10月に富山ࢢと、22年2
月には富山ݝとแ括連携ڠ定を締結し、SDGs推進
のための連携を࢝めた。富山ݝでは、ݝ内企業等の
SDGsの取り組みを「富山ݝSDGsએ言」として発信
しているが、現場では実際にどのように取り組んでい

るのだろうか。立࿘めぐみはこう話す。
、定によって当社の信頼が高まりڠとแ括連携ݝやࢢ」
金融機関とのつながりが強くなりました。富山ݝを代
表する主要ۜ行や信用金ݿとアライアンスを組み、支
店メンバー全員でݝ内企業のSDGs推進に取り組んで
います」
　対象となるのは各金融機関がもともと取引をしてい
る地域の企業。MS&ADインターリスク総研が現状認
識・リスクのચい出しを行い、その情報をもとに富山
支店の社員が金融機関の担当者とともに企業を๚問し、
SDGsએ言書策定までをフォローするのである。
　この取り組みから得られるものは大きい。「いままで
お取り引きのなかった企業、特に経営と直お話し
する機会を得ることができます。お客さまのをฉきな
がら、新たなビジネスの創出につなげていきたいです。
自治体、金融機関、保険会社の三Ґ一体の強みを活
かし、最適なιリューションを提案していければ、と考
えています」と、立࿘はଓける。
　立࿘はいま、マネジャーになることを目指していると
いう。今後の๊負を࣍のようにޠった。「中్入社し
て10年がたちますが、営業未経験にもかかわらず多く
のことを経験させてもらいました。この環境を活かして、
ステップアップしていきたいと思っています。地域で働
く女性社員にとってのロールモデルになることも目ඪの
ひとつ。自分が働いている姿が、ほかの誰かのキャリ
アアップの励みになったらうれしいです」

MEGUMI  TACHINAMI

専門商社、ITܥコンサルタントで経理・財務を経験し、2012年、キャリ
ア࠾用で入社。17年、富山支社に異動し金融機関、企業（電力関係）
の傷害、火災保険の営業を担当。21年より現৬。

立浪めぐみ

課長代理

通常業務のある一日

立浪めぐみ  富山支店 高Ԭ支社

PEOPLE01

富山支店の各支社では、支店横断で金融機関を担当しSDGs推進に取り組んでいる。
この取り組みについて、高岡支社の立浪めぐみに話を聞いた。

tex t  by Aya no Yo s h ida   |   photo g ra ph b y Ma s a h i ro M i k i

吉田彩೫ ＝ 文　三ڡ宏 ＝ 写真

行政、金融機関と手を組み
富山県のSDGs推進を目指す

出社、
メール
チェック

8:30
定例ミーティング
9:30

自治体への
提案書࡞成

10:00

ன৯
11:30

資ྉ४備
12:30

社内の
オンライン
研修受ߨ

16:30

移動、
客先๚問
ଧち合わせ

15:00

代理店からの
র会回答

17:30

客先๚問、
代理店とのଧち合わせ

13:30

ཌ日の๚問४備
18:00

ऴ業
19:00
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　入社から5年目のある日、かねて海外での活༂をເ
見ていた高野༞太郎にチャンスが๚れた。海外遣
研修制度を活用して、1年間、ドイツの現地法人で研
修員としてビジネスを学Ϳ機会を得たのだ。2020年に
国すると、ંしも社会は新型コロナウイルスがҖؼ
をৼるい࢝めたタイミングだった。社会状況をഎܠに、
൴のཹ学経験が早速活かされた。
「私の課は、మಓ会社、ඦ՟店など社会インフラを担
う大手企業グループを主要なクライアントとしています。
一方で、新たなマーケット開拓にも積極的で、6ber 
&atsにチャレンジすることになったのです」
　コロナՒによる͝もりध要で一気に存在感を高め
た6ber &ats。同時に、配ୡ員の事故が世間でも
目され࢝めていた。高野のチームは、これまでに蓄積
してきたデータや知見を配ୡ員の安心・安全のために

役立てられるはず、と考えたのである。
　グローバルプラットフォーマーである6berの保険部
門は、アメリカに本ڌを構える。そこで活かされたの
が、高野のཹ学経験だった。ཹ学中に多国੶なメン
バーと交ྲྀした経験をもとに、高野は本社とのやりとり
はアメリカ、事故対応はオランダ・日本・インド、ૌ
ু問題は弁護士のいるブラジルと、6ber &ats の日本
チームといったグローバルな連絡役を務めた。こうした
努力が実を結び、20年9月には、6ber &ats配ୡパ
ートナー向け保険プログラム（賠償・傷害）に加えて、
6ber &ats +apanとのแ括連携ڠ定を締結。より総
合的に、配ୡパートナーの交通安全と、৯中ಟ対策
をメインとした৯品安全に向けた支援・共同取組が࢝
まった。「こうした経験を経て、海外ڌ点で挑戦したい
思いがさらに高まりました。現在の業務がその४備に
なると信じ、日 ま々い進しています」

YUTARO  TAKANO

2015年入社。広域法人部にて商工ஂ体や家۩メーカーを担当。19年に
ドイツཹ学を経て、20年にؼ国後、関企業営業第三部第三課に配属。
現在は6ber &ats配ୡパートナー向け保険プログラムをӡ営。

高野祐太郎

課長代理

東京出張のある一日

メール
チェック

8:00
社内でଧち合わせ
9:00

6ber๚問、
プレゼン

11:00

ன৯
12:30

オンラインで社内の
イスラエルڌ点とଧち合わせ

13:30商品部門と
6ber関連のଧち合わせ

15:00

アメリカの
6berとオンライン
ଧち合わせ

17:30

ऴ業
18:30

高野祐太郎  関企業営業第三部 第三課

PEOPLE02

Uber Eatsの配達パートナー向け保険プログラムは、どのようにして準備が整えられ、
開始したのか。その中心人物である高野祐太郎に話を聞いた。

tex t  by R yoich i  Sh i m i z u   |   photo g ra ph b y Ta kao O ta

ਗ਼水りょういち ＝ 文　太田ོ生 ＝ 写真

ドイツでの留学時の経験を武器に、
新たな補償の仕組みをつくり出す。
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　脱炭素社会の実現に向けて近年多くの企業が、再
生可能エネルギーの主力電ݯ化に力を入れるようにな
った。特にその切りࡳとされているのが、༸上風力発
電だ。三井住友海上でこの事業に取り組んでいるのが、
ધഫ営業部である。同部は、国内外の一ൠ商ધや造

ધ所、海༸エネルギー開発などの保険商品を扱ってい
る部署。そのなかの海༸エネルギーࣨで༸上風力推
進リーダーとして活༂しているのが山野ลܼだ。
　山野ลの現在の担当内容は、大きく分けて2つあ
る。1つは、商社や電力・ガス会社、大手ゼネコンと
いった༸上風力発電の事業者向けのリスクアドバイザ
リー・サービスの提供。MS&ADインターリスク総研
と連携し、༸上風力発電プロジェクトにおけるリスクを
ચい出し、各リスクに対応する保険の設計に取り組ん
でいる。もう1つは、༸上風力発電向けแ括保険の引
受に関する取り組みだ。2022年7月には、װ事会社と
して長࡚ޒݝౡࢢԭのු体式༸上風力発電所の建設
工事保険の約を策定し、保険引受を開࢝した。
　リスクアドバイザリーと保険引受の2つの取り組みを
引していることについて、山野ลはこう話す。「保険ݗ
引受だけでなく、適切なリスク管理を推進することで、
安定したプロジェクトӡ営に貢献できます。ひいては、
この産業の健全な発展へとつながっていく。発電事業
者さまのʰクリーンな電力を日本にಧけるʱという目ඪ
を支援するため、日々業務に臨んでいます」
　22年度からは水中ドローンを手がけるスタートアップ
企業と提携し、༸上風力発電の事故予防のための新サ
ービスのݕ౼も開࢝した。山野ลは今後の展をޠる。

「当社がੴ༉・ガス開発で培った知見を༸上風力発
電に転用・応用しつつ、࣍世代エネルギー領域では新
たな取り組みにも積極的に挑戦していきたいです」

TAKESHI  YAMANOBE

2010年入社。ધഫ営業部第一課を経て12年に広ౡの中国ધഫ課に配
属され、中国地方での営業を担当。16年、ધഫ営業部海༸エネルギー
ࣨに異動し、海༸再生可能エネルギー開発推進担当に。

山野辺傑

課長代理

通常業務のある一日
在で資ྉ४備、
メールチェック

8:30

ऴ業
19:00

ଞ部署と
定例ミーティング

10:00

資ྉ४備
10:30

ன৯
11:30

༸上風力発電の研修
（として参加ࢣߨ）

12:30
客先๚問、
ଧち合わせ

13:30スタートアップ
事業の
ଧち合わせ

15:00

オンライン
セミナーを
受ߨ

16:00

山野辺 傑  ધഫ営業部 海༸エネルギーࣨ　

PEOPLE03

再生可能エネルギーへの社会的な期待が高まり、洋上風力発電も注目されている。
保険会社はいかにこの事業に貢献できるだろうか。

tex t  by M ich i S uga wa ra   |   photo g ra ph b y S huj i  G oto

ਢլݪみち ＝ 文　後藤秀ೋ ＝ 写真

次世代エネルギー社会の実現に向けて、
洋上風力発電から次なるステップへ
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「自動ंディーラー代理店さまの本業は、ंを売るこ
とです。そのなかでʰंと一緒に保険を売りたいʱと
思っていただくには、非常に高いนがあります」
　ंと一緒に保険を売るべき理由について、୩内優ر
はこう話す。「お客さまの安心・安全を守るためです」。
その言葉のഎܠには、近年頻発している自然災害への
強い思いがある。「被害を目の当たりにし、保険会社と
してできることはʰ何かが起こる前に備えることʱh 何
かが起こったあとの復旧に役立つことʱだと思いまし
た。自動ं保険も同様で、お客さまの人生を守るもの
だと考えています」。自動ंディーラー代理店に対して
は「おंのߪ入という、お客さまの人生の転機のひと
つにかかわるとき、自動ं保険契約の自社加入もקめ
ることでお客さまを守ることになる」と伝えているという。
「お客さまの安心・安全を守りたい」。୩内のこの思

いは、自身のキャリアプランのݯにもなっている。金
で生まれ育った୩内は2010年に三井住友海上に入
社すると、金を本ڌ地としながら営業推進業務や営
業を担ってきた。保険を売るために、まずは自分が保
険の重要性を理解する。それを܁りฦすうちに、より
多くの人に保険の価値を伝えたいという思いが増した。
同時に、社内研修でଞݝの社員とすると、地域͝と
の文化や状況に合わせて、切りޱを変えて保険の重
要性を伝える必要があることを知った。そのためにまず
は自分がݝ外の世界を知らなくてはいけない。その思
いが、൴女の挑戦へとつながったのだ。「社内FA制度
を活用し、当社のマーケットシェアが非常に高い高࡚
への転属をرしました。ワイドエリア（全国型）へ
の転換もซ願し、ゆくゆくは高࡚以外の地域へも転属
できるよう४備しています」。前にಥき進む୩内の姿は、
ଞの社員の挑戦を後押しするはずだ。

YUUKI  YACHI

2010年入社。金、富山、福井支店を管する本部業務グループ
（当時）で営業推進を担当。13年、金支店金第ೋ支社に異動し、
営業担当に。18年、同支店自動ं営業課に異動。22年4月より現৬。

谷内優希

課長代理

通常業務のある一日
課内
ミーティング

8:30
営業担当者のみで
情報共有のための
ミーティング

9:00

社内勉強会
10:00

ன৯
12:00

、社ؼ
事務ॲ理

17:30

ऴ業
18:00

ディーラーの
̖店向け勉強会

13:00
ディーラーの
本社でଧち合わせ

14:30

ディーラーの
#店でଧち合わせ・
ώアリング

16:00

電話対応、
メールチェック

11:00

谷内優希  ܈അ自動ं営業部 高࡚自動ं営業課　

PEOPLE04

石川県金沢市で生まれ育った谷内優希は今年、自ら希望して群馬自動車営業部へ転属し
た。その思いを聞いた。

tex t  by Aya no Yo s h ida   |   photo g ra ph b y Ma s a h i ro M i k i

吉田彩೫ ＝ 文　三ڡ宏 ＝ 写真

保険を売る意味とは何か。
自動車ディーラー代理店とともに考える
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　不慮の交通事故により不安と困でいっͺいになっ
たお客さまとコンタクトをとり、代わりに相手と交渉す
ること。それが、関損害サポート第一部ࡖ第一保険
金お支払センターの業務内容だ。同センターの手௩༤
士は自身も10代でバイク事故を起こし、保険会社にॿ
けられた経験から、この仕事にबいた。
　手௩が担当する損害サポートの技術アジャスター業
務は、事故ं調査、損害ֹ査定、物損事故時のࣔ
ஊ交渉までを一؏して行う。事故解ੳに関する技術を
ධ価する社内資格「事故解ੳエキスパート資格」は
合格2 と̀されるが、手௩は難関をಥഁしてこの資
格を取得した。さらに、グローバルで難関とされるボッ
シュ社認定の「$D3アナリスト」の資格も手中におさ

YUJI
TEZUKA

自動ंディーラーを経て、キャリ
ア࠾用で2012年に入社。関損
害サポート第一部大ࡕ第三保険
金お支払センターに配属後、14
年に同部ࡖ第一保険金お支払セ
ンターに。現在は技術主任として
自動ं事故の調査や、事故ं྆
の損害ֹの査定などを行う。

手塚雄士

技術主任

事故現場ではこのようにし
て$D3ツールを使い、専
門的知識をもとに事故解
ੳを行っている。迅速、
かつ正確な調査と、ஸೡ
な対応が求められる。

めている。
「これはܯのՊ学査研ڀ所のメンバーも受ける本
格的な資格で、$D3ツールにより&D3データ（事故
時のハンドルの֯度やアクセルの状ଶなどがわかるデ
ータ）をಡみ解く能力をもつ人に与えられます。事故
ं྆の損傷状ଶをಡみ解く方法と掛け合わせることで、
従来よりも現場の状ଶを細かく調べられるのです」
　これらの専門的な知識や技術を用いて真相を把握し
つつ、お客さまに対してはどんな人でも理解しやすい
ฏқな言葉と資ྉで、ஸೡに査定内容を伝えていく。
「不正請求を見抜くことも大切だと考えています。多く
のળ意あるお客さまに迷がかかりますから」
　また、これらの資格はデータドリブンな事故解ੳに
役立つと手௩は話す。
「自動ӡ転、&7のීٴなど、自動ंの世界は構造か
ら変わっており、データは増加する一方です。そうした
ைྲྀをキャッチアップしていくために、デジタルツール
の活用にも積極的に取り組みたいと考えています」

手塚雄士  関損害サポート第一部 ࡖ第一保険金お支払センター

PEOPLE05

交通事故における保険金の支払いには、事故解析と査定の高度な技術が不可欠だ。
日々、どのように業務を行っているのだろうか。

tex t  by R yoich i  Sh i m i z u   |   photo g ra ph s b y Ta kao O ta

ਗ਼水りょういち ＝ 文　太田ོ生 ＝ 写真

データをもとに事故現場を精査。
適正な保険金支払いに貢献する。
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　ઋ台火災新種保険金お支払センターは、౦6ݝ
を管として、個人・企業の火災保険や新種保険の
事故の受付や対応を行っている。同時に、౦での
災害発生時には、現地の立会ڌ点にもなる。
　౦では2011年の౦日本大震災以߱も、19年の
౦日本台風や22年の福ౡݝԭ地震等が起こり、その
度、同センターは災害対策ࣨとして日Ք働をଓけ
た。多い時には社内外から人員がট集され300ʙ400
人体制にもなる。三品実優は、そこで災害対策ࣨの
ӡ営や交渉難ߤ事案の対応、法人の高ֹ保険金支払
いを担当し、さらに支援社員や社外の損害ؑ定人らと
ともに、スケジュール管理や人員配ஔを行ってきた。「災
害時には差しഭった対応を求められますが、そうした

MIYUU
MISHINA

2016年、総合社員（エリア）と
して入社。ઍ葉ݝで生まれ、ٶ
ݝで育った。झ味はハンカチ
集め、ཱྀ行。現在は主任として
交渉難ߤ事案の対応や、福ౡݝ
ԭ地震の災害対策ࣨのӡ営など
を担当している。

三品実優

主任

困難に立ち向かっていける人たちが集結した৬場です。
一கஂ結して災害対応をやりげたときには、特にや
りがいを感じます」
　また、交渉難ߤ事案や法人の高ֹ保険金支払いの
対応では、さまざまな事情をもつお客さまと意思ૄ通
を図り、受付から支払いまでの業務を一؏して受け持
つ。電話応対やデジタルツールを使い分け、ؑ定人と
も໖ີなଧち合わせをし、お客さまに対して保険の査
定に関する説明をஸೡに行い、適正で早ٸな保険金
支払いを心がけている。
　今後の目ඪは、迅速な保険金支払いが可能な災害
対策ࣨの体制構築や、デジタルツールを利用しお客さ
まに寄り添った保険請求手ଓきの実現だと三品は話す。
「お客さまにとって、有事に保険に頼るのは一生に一
度かもしれないほど大変なことだというのはઈ対に忘れ
ずにいよう、と思っています。一݅一݅にしっかりと向
き合い、保険という制度が困難から立ち上がるきっか
けの一部となれるよう、業務に励んでいきたいです」

三品実優 ౦損害サポート部 ઋ台火災新種保険金お支払センター

PEOPLE06

2011年の東日本大震災以降も、さまざまな自然災害に見舞われている東北地方。
ここで保険金の支払業務に携わることのやりがいとその決意とは。

tex t  by M ich i S uga wa ra   |   photo g ra ph s b y S huj i  G oto

ਢլݪみち ＝ 文　後藤秀ೋ ＝ 写真

「保険が困難から立ち上がるきっかけに」
災害対策室でお客さまの声一件一件に寄り添う

災害時や事故発生時には、
損害ؑ定人をはじめとする
ෳの分野の担当者と連
携が必要になる。三品は
バックオフィスで指شをと
る役割を担っている。
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「当社ではAIやデータの活用で事故が起きない社会
をつくるビジネスを推進しており、損害サポートの領域
においても新たな取り組みを࢝めています」。そうޠる
のは、入社以来、グローバル損害サポート部に所属し、
国内外の物ྲྀに関する保険金支払業務に従事してき
たݪכསಸ。2021年に外ߤ՟物海上保険を扱う物ྲྀ
第ೋグループに部内異動してからは、大手総合商社
の担当となり、ᶃ՟物保険による事故対応、ᶄDX活
用によるロスプリベンション（損害防止）、ᶅ海外エー
ジェントの管理という̏ つの業務を担当してきた。
　ӳޠを使って海外事業に携わる仕事をرしていた
にとって、海外エージェント等とともに事案を解決ݪכ
できたときのୡ成感は大きい。しかし、「デジタル化や

RINA
CHIHARA

2018年入社。グローバル損害サ
ポート部（旧: 海損部）に配属
になり、メーカー、物ྲྀ会社等
の企業を幅広く担当。21年、総
合商社の担当に。՟物保険の事
故対応やロスプリベンション取組
等を行っている。

茅原梨奈

主任

価値観の多様化などにより損害保険会社にも従来の枠
をえた価値創造が求められている今、新たなミッシ
ョンに挑戦したい思いも強くなっている」と話す。
　そのミッションのひとつが、DX活用によるロスプリベ
ンションサービスの֦充だ。
「当部にはこれまで蓄積された大な事故データがあ
ります。今後は、それらのデータを活用して、事故を
未然に防ぐことでお客さまを支えることも私たちの重要
な役割になるでしょう。۩体的には、当部がもつ事故
データとお客さまがもつ༌ૹデータを掛け合わせた事
故予ଌモデルの制࡞を、実証実験として進めています。
私自身は、қや物ྲྀ、DX関連の知識と経験を身に
つけ、リスクマネジメントのプロフェッショナルとしてお
客さまの課題を多方面から解決したいと考えています」
　ॊさとਊの強さをซせもつのがݪכの人としての
魅力だ。「新たな価値の創造に携わることができるのは
せなこと。今後は後ഐ社員にもそのモチベーション
を伝えていきたいです」

茅原梨奈  グローバル損害サポート部 物ྲྀ第ೋグループ

PEOPLE07

グローバルに活躍したい。そんな志をもつ人は多い。
保険会社におけるグローバルな働き方とはどのようなものなのだろうか。

tex t  by S ei  Iga ra s h i    |   photo g ra ph s b y S huj i  G oto

ཛྷせい ＝ 文　後藤秀ೋ ＝ 写真ेޒ

「物流リスクマネジメント」の知識と経験を積み重ね
マリン保険の新たな価値をグローバルに創造する

保険約の解ऍで海外の
判例を調べることも。海外
の事業体と連携して、事
故対応のマニュアル化を
目指すワークショップにも
参加している。
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　理ܥの専門性と経ࡁを関連づけ、社会に貢献する。
それが、大学Ӄで金融工学に専心したਿӜ ࢣのテー
マだった。「学的アプローチと金融の手法により多
様なリスクを請け負う損害保険会社の事業に興味を๊
き、資産ӡ用の領域から企業の成長に貢献したいと思
いました」。入社3年目には、新たに設けられた 「スϖ
シャリスト社員」にエントリーした。投資部はࢢ場領
域と事業キャッシュフロー領域の2本பの強化を図る
が、ਿӜが目指すのはࢢ場領域のエキスパート。主に
国࠴のӡ用に携わる一方、部内の勉強会ではࢢ場領
域のࢣߨを務めるなど、活༂の幅を広げてきた。
　中期経営計画で資産ӡ用利益の֦大が重点施策に
なったこともਿӜの士気を高める。保険会社はج本的

TSUKASA
SUGIURA

大ࡕ大学大学Ӄૅج工学研ڀ
Պを修ྃ後、2019年に入社。財
務企画部に配属される。21年、
投資部に異動し、スϖシャリスト
社員にエントリー。22年8月現在、
20代で主任スϖシャリストに登用
されたのはਿӜのみ。

杉浦師

主任スϖシャリスト

に中長期的視点で安定的なӡ用を目指すが、投資部
では期的なࢢ場動向にも収益機会を見出し、人財
育成も݉ねて担当者のアイデアで日々取引を行う。ま
た、投資部では事業キャッシュフロー領域において、
2022年1月にスイスの資産ӡ用会社LGT $apital 
Partnersと共同でニューϤークに資産ӡ用+7（MS3
社）を新設し、プライベートエクイティ投資を中心に
グループ全体の資産ӡ用収益力の強化とグループシナ
ジーの創造に取り組んでいる。
　スϖシャリスト社員には明確なアウトプットが求めら
れるが、プレッシャーはないのか。「ࢢ場が動く要Ҽは
日々異なっていて答えがない。その一方で結果がࣈ
としてフィードバックされるため、その度分ੳして考
えをਂめଓけることができます。間のॿ言に学Ϳこと
も多く、お互いに専門性を高め合うことが、当社の人
財レベルの向上にも貢献できると考えています」
な心で学びଓけ、志高く挑戦しଓける。その੩ڏݠ　
かなಆ志がप囲をרきࠐんでいく。

杉浦 師  投資部 投資第一チーム

PEOPLE08

大学院で金融工学を学んだ杉浦 師は、入社4年目にして主任スペシャリストとなった。
そんな彼の目指すものとは。

tex t  by S ei  Iga ra s h i    |   photo g ra ph s b y S huj i  G oto

ཛྷせい ＝ 文　後藤秀ೋ ＝ 写真ेޒ

目標は市場投資のエキスパート。
「スペシャリスト社員」として未来を拓く

ਿӜが日々使っているデス
クトップパιコン。アナリス
ト専用のιフトや特घなキ
ーボードを駆使して、一
ॠの動きも࿙らすことなく
。場の動向を追うࢢ
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　2016年、三井住友海上はイギリス・ロンドンに本
社をஔくAmlin社をങ収し、以߱MS Amlinとして事
業を展開している。MS Amlinが手がけるいくつかの
事業のうち、クレア・オコナーが所属しているのはロイ
ズ事業を手がけるMS Amlin 6nderXritinH Limited

（以Լ、A6L ）だ。ロイズࢢ場とは、17世لに発
し、300年以上のྺ࢙をもつロンドンの保険ࢢ場の総
শ。世界各地のڊ大かつෳࡶなリスクが日 も々ちࠐま
れ、高い専門性を有するアンダーライター（引受人）
たちが、リスクのධ価やྉ設定、保険引受を行って
いる場所だ。A6Lはこのロイズࢢ場を代表する大手シ
ンジケートであり、オコナーはここのシニアアンダーラ
イターを努めている。
　オコナーの専門は、テロリズム、ストライキ、動
といった、日本ではほとんど引受を行っていない領域
だ。こういった特घな引受に対して日 ど々のような心持
ちで向き合っているかと問うと、൴女は「なるべくポジ
ティブにとらえるようにしている」と答えた。
「この仕事にबく前から、テロや戦૪、動といった
ニュースを見るたびにh 自分に何かできることはないかʱ
と、何度もڳを௧めてきました。現地で直ॿけるこ
とはできなくとも、保険を通じてة険な地域でビジネス
を展開しているお客さまにιリューションを提供できる
ことに、非常にやりがいを感じています」
　A6Lは、有事の際にর会から見積もりまでの対応ス
ピードが速いとධ判だ。お客さまからの感ँの言葉が
൴女の心を満たす。
　保険引受の迅速な対応に加えて、“事前”の安全対
策についてアドバイスを行うこともある。
「A6Lは治安・保安に関する情報も豊富にもっている
ので、その内容をクライアントと定期的に共有し、改
ળすべき点があればιリューションを提案します。例え
ば、あるෑ地における適切なセキュリティカメラやガー
ドの配ஔ場所・必要のアドバイス、ϗテルで開࠵さ
れるイベントのセキュリティ対策の提案等を行います」
　世界情勢が不安定となるなか、൴女が手がける領
域へのध要はますます高まっている。「困難に直面して
いる人たちをひとりでも多くॿけていきたい」と話すオ
コナーの؟差しは力強かった。

CLARE  O’CONNOR

2012年、MS Amlinに入社。16年より4年間、シンガポールで勤務し、ベ
トナム、マレーシア、インドネシア、フィリピン、߳ߓなど、アジア各地
のMSIG海外ڌ点を๚問しڠ業取り組みを推進。

クレア・オコナー

Senior 6nderXriter

 イギリス・ロンドンのMS（ࠨ）
Amlinのオフィスでの勤務の様子。
なお、オコナーは2020年にシン
ガポールでロイズテロ保険開発
グループのリーダーを務めた。

（ӈ）झ味はཱྀ行。ٳՋ中にϤ
ルダンのϖトラҨを๚れた時に
。った一ຕࡱ

ON OFF

クレア・オコナー  MS Amlin 6nderXritinH Limited（ロイズ事業）

PEOPLE09

イギリスのロイズ市場に拠点を置くMS Amlinでは日々、巨大なリスク案件が持ちこまれる。
Senior Underwriterのクレア・オコナーが保険の意義について語る。

tex t  by Aya no Yo s h ida
吉田彩೫ ＝ 文

戦争、テロ、暴動。危険地域でビジネスを
展開するお客さまをサポートするやりがいとは。
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　シンガポールにڌ点をஔくMSIG Asiaは、AS&AN 
߳、場に加えて、オーストラリア、ニュージーランドࢢ
。の保険事業会社に対して支援を行っている会社だߓ
大きな特は、三井住友海上の海外ڌ点のひとつで
ありながらも、保険の販売は行っていないこと。各地
域の海外ڌ点のサポートを主な業務としながら、グル
ープ全体のグローバルな保険販売に貢献しているのだ。
　同社の強みはデジタルιリューションのプロフェッシ
ョナルを多く集めていることで、各地域のデジタル化
支援にも力を入れている。Senior 7ice Presidentと
してこの部門をݗ引しているジェリーン・タンに日々の
業務内容をਘねると、൴女はこう話した。
「オーストラリアやシンガポール、߳ߓをはじめとする
デジタル化の進んでいる地域とີにコミュニケーション
をとりつつ、インドネシア、フィリピン、ベトナムといっ
た今後成長していくポテンシャルをൿめた国々の営業
推進やデジタル推進に関わっています。時には三井住
友海上本社とオンラインでミーティングを行い、情報
交換もしています」
　やりがいを感じるのは、なんといってもސ客体験が
向上したときだ。
「デジタル推進によりサービス提供先である海外ڌ点
のオϖレーションのޮ化が進み、コスト削減に貢献
できることが私の喜びです」
　と、൴女はসإを見せる。営推支援の部分では、
各地域の海外ڌ点に対してビジネスパートナーのマッ
チングを行い、事業֦大のサポートを行うこともある。
　タンにはもうひとつ、重要な業務がある。それは、
バンカシュアランスだ。ۜ行と保険会社がパートナー
シップを結びۜ行のސ客に保険商品を提供する際の、
管理業務を担当しているのだ。߳ߓ、シンガポール、
台、インドネシア、ベトナム、時にはMSIG Asiaの
本来のサービス提供地域外に所在するインドなどのڌ
点と連携しながら、パートナーシップの確保に努めるこ
とで、各地のビジネスの成長に貢献しているという。
　地球の1/3近くにٴͿ地域と関わりながらも、タン
の表情はԺやかで、かつ、話し方は常にྫྷ੩だ。そん
な൴女の立ちډৼるいに、各地の事業会社も信頼
を寄せている。

JELYNE  TAN

1993年、シンガポールでTOP3の地方ۜ行・O$#$ #ankに入行。98年
にୀ৬し、ཌ年、Standard $hartered #ankに入社。2009年、MSIG 
)oldinHs 	Asia
 社（現MSIG Asia社）に入社。

ジェリーン・タン

Senior 7ice President

ON OFF

。MSIG Asiaのオフィスにて （ࠨ）
常にෳの国・地域のڌ点と連
携するなどハードな業務内容なが
らも、社内はԺやかな雰囲気が
特。（ӈ）OFFの日にཱྀ行に行
った時の写真。大自然に触れてリ
フレッシュするのがझ味のひとつ。

ジェリーン・タン  MSIG Asia

PEOPLE10

MSIG Asiaの営業推進・デジタル部門でSenior Vice Presidentとして活躍する、
ジェリーン・タンに話を聞いた。

tex t  by Aya no Yo s h ida
吉田彩೫ ＝ 文

MSIG Asiaはデジタル技術を駆使して
地球の3分の1近くの地域を支援する。
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「未来にわたって、世界のリスク・課題の解決でリー
ダーシップを発شするイノベーション企業」。三井住友
海上が中期経営計画において定めた、2025年度に目
指す姿だ。この方にԊって立てた人財戦略は、「多
様な社員全員が成長し、活༂する会社」になること。
これを実現するためにଧち出したのが、社員一人ひと
りのチャレンジを後押しする施策「6PDAT&3」や、そ
れを۩現化した「6PDAT&32」、また、質の高い時間
の使い方を推進する「SMA3T3」である。
　2022年1月、これらの施策の整備を進めるなか、出
向や社外での෭業など「外部での経験」を課長にঢ進
するための前提にする方を社内外に向けて発表した。
۩体的には、管理৬（部長・課長）にめるこうした
経験の持ち主の比を25年度までに30ˋ以上にし、
早ければ30年度までに課長にঢ進するすべての社員に
この経験を求めていくことを目指す、という内容だ。大
にも思える発表だが、カルチャー変革に対する三井
住友海上の真

しん

摯
し

なଶ度を表しているとも言えよう。
　実際に、リスキリング、社内・社外での෭業といっ
たかたちで、“失敗をڪれないチャレンジ”を࢝める社
員が増えている。同時に、専門的な知識をもつ人財の
用も進んだ。ここでは体験者へのインタビューととも࠾
に、施策を۩体的にհしていく。

中期経営計画が目指す姿の実現に向けて、
人事部では働き方やカルチャー変革を進めている。
その代表的な施策を紹介する。

tex t  by Aya no Yo s h ida   |   i l lu s t r a t ion b y S ho F uj i ta

吉田彩೫ ＝ 文　藤田 ᠳ ＝ イラスト

目指すは、イノベーション企業
個の力を強くする人事施策

Becoming an 
Innovative 
Company

3つの切り口で時間の質を高め、生産性向上を実現

6PDAT&3 ߲目 内容

見える化しよう
自分の時間

ゴールは明確
スピード౸ୡ

「ঝ知しました」
は がいいねʂ

役৬・年ྸ
出社・リモート関係なし

その会話、
全部オープンがいいねʂ

つくりだそう
発言しやすい雰囲気

つくりだそう
組織を越えた知の融合

SMA3T3

自分の行動

間への行動

自分と間
つくりだす行動

SMA3T3
取組で

実ફする姿

大切にしよう
間の時間

つくりだそう新たな工夫で
価値ある時間

   19時以߱・ٳ日にメ
ール等を発信しない

   18時以߱、上司が働
きかける会ٞは߇える

   資ྉはワンϖージベス
ト。事前配布し、目的・
点を明確化する

     会ٞ時間は45分目安、
最長1時間とする

   共有スピードやフラン
クな৬場づくりを重視
したビジネスチャット
活用やオープンコミュ
ニケーションを実施

1 時間 2 会議・議論 3 社内
コミュニケーション

現状に安住しない
新たなチャレンジ

自分が主役
キャリアビジョンの実現

組織の枠を
越えた知の融合と
多様性の発揮

KAIKA（年間目ඪ）、
人事考課の見直し

ॲ۰面での
インセンティブ

ެื制度のポスト֦大
若手の抜డ登用

キャリアデザイン
研修の見直し

多様な社員が
交ྲྀする機会の提供

社外体験型
プログラムの֦充

組織をえた
知の融合

社員一人ひとりの「失敗を恐れないチャレンジ」を後押しする人事施策

   加点ධ価を行うムーンショット型
目ඪの新設
   1on1で目ඪへの意識づけ強化、
期中でのタイムリーな目ඪ見直
しの徹底

   スマートワーク手当の新設
   高度専門資格取得者、デジタル
スキル取得者等への手当てのݕ౼

   海外M#A
   若手の部長৬、課長৬の新規ビ
ジネスへのラインポスト登用
   ポストチャレンジの対象ポストを
֦大
   社内FA、社員۠分転換の推進
   スϖシャリスト社員ポストの領域
֦大

を対象にキャリアデࡀ39、ࡀ29   
ザイン研修を実施
   本社ジョブフォーラムで本社部
門の業務を知る機会を提供

   世代を越えてともに学Ϳ間を
る学人サークルの活性化࡞

   エンパワーメントセミナーで社員
同士の意見交換機会を提供
   オープンカレッジで社外参加者
との交ྲྀ機会を提供

   異業種交ྲྀセルフチェンジプロ
グラム（対象39ࡀ以Լ）、越境
チャレンジプログラム（対象40
以上）の֦充ࡀ

   社内෭業「プロジェクトチャレン
ジ」、「Meetup」の活性化
   社内トレーニーのプロジェクトチ
ャレンジ化

SMART3

UPDATE3

People who change 
the future

未来にわたって、世界のリスク・課題の解決で
リーダーシップを発揮するイノベーション企業の実現へ

SMART3 UPDATE3 UPDATE 32

3つの施策
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新たな

チャレンジを

する機会 新たな

チャレンジを

する機会

新たな

チャレンジを

する機会

新たな

チャレンジを

する機会 新たな

チャレンジを

する機会

学び・

考える場

学び・

考える場
学び・

考える場

学び・

考える場

既存の知識や価値観にとらわれない学び直し（アンラーニング）

イノベーション創出を実現した先駆者の考え方や経験
に触れ、過去にとらわれず、新しい視点で物事を考え
る契機とし、自的な学びへの一าを促す。セミナー
開࠵後に任意参加のワークショップを開࠵し、多様な
社員が交ྲྀ・意見交換する機会を提供。

グローバルɿグローバル人財の育成強化のため、求
められるスキル・要素を開ࣔし、それらを習得するた
めのメニュー（海外遣研修、海外ビジネスٙࣅ体
験研修、各種動画等）を用意。
デジタルɿデジタル人財育成のプログラムを実施。

社員一人ひとりが環境変化を認識し、自身がඳくキャ
リアビジョンを見つめ直す機会として、29ࡀと39ࡀを
対象に研修を実施。

同じ志をもった多様な間と知識をਂめ、新たな発見
や経験を積み、自身の価値を高めていくখ集ஂ活動。

「気候変動と気象」「サイバーセキュリティ」「メタバース」
「Ӊ」などさまざまなテーマで活動中。

以上を対象として、専門的な知識をもつ社外のࡀ40
キャリアコンサルタントへの相ஊ機会等を提供し、中
高年の۩体的なキャリア形成を支援。「人生100年
時代」を見据えた施策。

、以上が対象。越境体験を通じてスキルをຏきࡀ40
新たな視点・気づきを得たり、仕事における創意工夫
のώントを得たりする機会を設けてスキルアップを促す。

メタバースۭ間で、本社部門のミッション・業務内容・
必要なスキル等の理解をਂめ、キャリアビジョンの実
現に向けた۩体的な取り組みのきっかけづくりや現業
における視野֦大につなげる機会を提供。

以Լが対象。異業種交ྲྀ型の社外研修やワークࡀ39
ショップを実施し、キャリアビジョンの実現に向けた新
たなチャレンジを支援しながら「自身」「メンバー」「組
織」の変革を実現する。

自的な学習を支援する観点で、提供するメニューを
座に֦充。社内やグループ会社の社ߨ座から50ߨ10
員が参加する研修に加え、研修会社が開࠵するެ開
座をメニューに組み入れ、研修を通して、多様な価ߨ
値観に触れる機会を提供。

エンパワーメントセミナーグローバル、デジタル

キャリアデザイン研修 学
まな

人
びと

サークル キャリアコンサルタント相談

越境チャレンジプログラム 本社ジョブフォーラム 異業種交流セルフチェンジプログラム

オープンカレッジ

UPDATE 3 2（アップデートスリースクエアード）

Becoming an 
Innovative Company
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社会の大きな変化は、海外旅行保険金お支払センターで働く今村亜弥佳にも
危機感をもたらした。彼女が参加した研修とはどのようなものだったのか。

tex t  by Aya no Yo s h ida   |   photo g ra ph s b y S huj i  G oto

吉田彩೫ ＝ 文　後藤秀ೋ ＝ 写真

コロナ禍で起きた意識改革。
テクノロジーを味方にする

リスキリング

担当業務をはじめ、社内で必要とされるスキルの変化に適応するために
必要な知識を֫得すること。特にデジタル化と同時に生まれる新しい事
業や業務に対応するスキルの習得が期待され、三井住友海上ではෳ
の大学とともに社員研修プログラムを実施している。

リスキリングとは

「MS&ADデジタルカレッジGromژ」は、三井住
友海上とژ先Պ学大学の提携による社員研修で
す。ビッグデータや最新テクノロジーを活用した保険
商品・サービスを創造していく人財を育成することを
目的に設立されたプログラムで、私はここで、ウェアラ
ブルやドローンを使った実習を通して、IoTやデ
ータ分ੳのૅجを学びました。
　私はグローバル損害サポート部の海外ཱྀ行第ೋ保
険金お支払センターで、主に電話でのお客さま対応を
担当しています。そのため研修内容が現在の業務に直
結するわけではありません。それでも受ߨしようと思っ
たのは、コロナՒで社会が大きく変化するなかで、自分
自身の仕事への向き合い方を見つめ直したからでした。
　2020年に最初のٸۓ事ଶએ言が発ྩされたとき、
海外ཱྀ行のキャンセル費用の保険金請求により、私た
ちの業務は通常の何ेഒというかたちで一気に増えま
した。その対応が一段落すると、今度は海外への

で、海外ཱྀ行保険の事故݅が激減しڹ制限のӨߤ
たのです。今までやってきた自分の仕事がたったカ
月のうちに大きく様相を変えていくのを目の当たりにし、
それまでの自分は心のどこかで「保険会社の仕事がな
くなることはない」と安心しきっていたことに気づかさ
れました。そして「目の前の仕事ができなくなったら、
私には何ができるのだろうか」と、ة機感を֮えるよう
になりました。
　デジタル化がٸ速に進む社会のなかで、当社も転換
期をܴえています。社内のさまざまな施策や取り組み
を通して、保険会社として新たな価値を提供しようと
考えていることがひしひしと伝わってきます。私自身も、
長く会社に貢献し、充実しながら働きଓけるために
は、新しい知識を身につける必要があると感じました。
　研修を通して、業務とは一見関わりのない知識でも、
それが新たなアイデアを生み出す契機となることを実感
し、スキル習得に対する意識も大きく変わりました。研
修をきっかけに学び࢝めたプログラミングは、業務で
使用している3PAや&Ycelマクロ等の仕組みの理解や
改ળに役立っています。今後も業務領域にとらわれず
にさまざまなスキルの習得をଓけ、新しい価値を提供
できる人財になることを目指していきます。

AYAKA
IMAMURA

2014年入社。中部総務部にて
新ଔ࠾用を担当後、16年、中部
火災新種損害サポート部にて支
払業務に従事。20年、転ډ転
勤制度を活用して本社で働くよう
になり、グローバル損害サポート
部に配属された。

今村亜弥佳

グローバル損害サポート部
海外ཱྀ行第ೋ保険金お支払センター
主任

ウェアラブルを使った社員研
修の様子。IoTのૅجを学Ϳ。
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CXマーケティングチームの新設に伴い、デジタルマーケティングの
エキスパートとしてキャリア採用された目次和章に話を聞いた。

tex t  by Aya no Yo s h ida   |   photo g ra ph s b y S huj i  G oto

吉田彩೫ � 文　後藤秀ೋ ＝ 写真

社外カルチャー

三井住友海上では組織力強化を目的に、「社外での経験」を増やすこと
を社員に奨励している。既存の社員に対しては෭業を制度として認める
などするほか、特にデジタル分野における専門的な知識をもつ人財の࠾
用を積極的に行い、社員の多様化を進めている。

社外カルチャーとは

　2022年1月にキャリア࠾用で入社し、経営企画部  
$Xマーケティングチームに配属されました。21年10
月に新設された当チームでは、お客さま体験の向上の
ため、属性情報や契約情報や、ウェブサイト上の行動
データなどのෳ合的な分ੳ、Ծ説立案から施策実行
までを行っています。
　デジタル化をはじめ多方面で社会がٸ激に変化して
いるいま、三井住友海上も既存の保険会社の枠を
えた存在になろうとしています。そのために社外カルチ
ャー、つまり、社内にはない知識や技術、視点を取り
入れることに積極的になっています。私の࠾用プロセ
スにおいても、そのことが強く伝わってきました。私自
身も、自分のデジタルマーケティングの専門的な知識・
経験を活かし、貢献できることが必ずあると感じ入社し
ました。入社後は、これまでのଞ業界での成功体験を
応用した改ળ企画にも積極的に挑戦させてもらえてい
ます。すべてがうまくいくわけではないですが、失敗し
ても、その失敗から何かを学び、未来のイノベーショ
ンにつなげようと後押ししてくれる風があります。そ
うしたॊೈな姿勢からも、会社が本気で変わろうとし
ていることを感じています。
　チームとして挑戦すべき多くの事ฑがあるなか、いま
私が取り組んでいるのは、ウェブサイトの計ଌ環境整
備とサイト導ઢ、デジタル広ࠂの改ળによる認知・集
客の向上です。お客さまにどうしたら利ศ性の高さを
感じていただけるかということや、よりよいސ客体験を
生み出せるか、といったマーケティングを行っています。
これまでのように人間の経験やצに頼るのではなく、デ
ジタルを活用した客観的なデータにجづいた改ળを行

うことが重要なため、計ଌできるデータの֦充・整備
を進めながら分ੳを行い、日々、ウェブサイトを進化さ
せるための活動を行っています。
　いまはまだ、保険業界や商品などに関する専門的な
理解が不しているため勉強中です。先ഐ・上司から
教わることもたくさんありますが、一方で自分が経験し
た異業種でのマーケティングの観点や実と掛け合わ
せることで新たな価値を生み出せるという自負もありま
す。お客さまが自然と三井住友海上を思いුかべ、
きになってくださるきっかけとなる点を展開していけ
るよう、日々の業務に取り組んでいきます。

KAZUAKI  METSUGI

通販会社の౦ೆアジア事業進出、$3M、新商品開発や&コマース部門
統括を経てマーケティングを経験したほか、ドラッグストアのウェブサービ
ス開発・アプリ6I/6X改ળに従事。2022年、三井住友海上に入社。

目次和章

経営企画部 $Xマーケティングチーム 課長代理

商品やブランド認知向上に関す
るウェブ広ࠂのӡ用改ળも担当。

デジタルマーケティング知識・
経験を活かし、CX 向上に貢献
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社外副業制度は本業にどんな効果をもたらすのか。
日本無人航空機免許センターで副業を始めた大坂欣史に話を聞いた。

tex t  by M ich i S uga wa ra   |   photo g ra ph s b y S huj i  G oto

ਢլݪみち ＝ 文　後藤秀ೋ ＝ 写真

ドローン業界の生の声を聞き、
新たな商品開発へと還元する

社外副業

本業の৬場に੶をஔいたまま、ଞ社で勤務することを社外෭業とݺͿ。
三井住友海上では21年4月に෭業を解ې。早ければ2030年度にも出向
や෭業、社外の関係者を交えた社内研修などを課長にঢ進する社員に
求め、多様な価値観をもつ人財の育成を強化する。

社外副業とは

　2年間の国交通লへの出向を経て、2022年にެ務
開発部開発チームに配属されました。同年5月からは、
෭業としてドローンૢॎに関するߨ習機関である日本ແ
人ۭߤ機໔許センター（以Լ、+6L$）でも勤務しています。
　෭業を࢝めたきっかけは、今後ドローンの法整備や
制度設計がٸ速に進むなかで、自分が国交লで得た
知見や人຺を活かせそうだと考えたことでした。上司に
相ஊすると、当社の元社員で+6L$の代表を務めるদ
本ಞ࢙さんをհされ、ドローンに関する法整備の最
前ઢを知る最適の৬場ということでジョインしたのです。
　+6L$では現在、国が定めるドローンのライセンス
事業者認定を受けるための४備を進めており、私もӡ
営業務や企画に携わりながら、最先の技術や業界
の動きといった最新動向を学んでいます。ドローン関
連企業や通信会社といった多様な取引先や国交ল等
中ԝলிとのミーティングでは、法改正により大きく変
化するドローン業界の現場ならではの生のも多くฉ

くことができ、非常に刺激を受けています。
　෭業をするにあたっては、家の理解や働き方に関
する上司の取り計らいもあり、なんら不安なく働けてい
ます。チームのメンバーも理解があり、毎ि、1日分に
あたる8時間を+6L$での勤務にあてています。
　෭業を࢝めた2カ月後に、社内でドローンマーケット
プロジェクトチームを立ち上げました。ドローンメーカ
ーを担当する営業部門をはじめ、商品部等の本社部
門、MS&ADインターリスク総研といったドローン関連
部署の方々に参加してもらい、自社での課題の共有や
情報連携に努めています。このプロジェクトはもともと
私が所属する組織が社内のハブ的役割を担いたいとい
う思いから࢝めたもので、+6L$での෭業で得た私の
知見も還元していければと考えています。
　当社にはすでにドローンに関する保険商品もあります
が、ෳ台のドローンを同時ӡ用する新たなӡ行管理
システムが開発されるなど日進月าで技術開発が進ん
でいるので、保険商品のあり方も変わってくるはずで
す。そこからさらに進んでۭඈͿクルマといった有人ඈ
行分野の実用化も見ࠐまれていますので、経験や知識
をもとに、新しい保険制度の構築やサービスの提供も
実現していきたいです。

出向先の日本ແ人ۭߤ機໔許セ
ンターで勤務中の一コマ。

YOSHIFUMI
OSAKA

2008年入社。Ѫ知中ԝ支店（当
時）と山ޱ支店にてリテール営
業を担当。20年より国交通ল 
社会資本整備政策課 総合政策
に出向。2022年に三井住友海ہ
上へと戻り、ެ務開発部 開発チ
ームに配属された。

大坂欣史

ެ務開発部 開発チーム
課長代理
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新たな刺激を求めて社内副業（プロジェクトチャレンジ）に挑戦した
島方杏子。この体験を通じて、仕事のやりがいが増したという。
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吉田彩೫ ＝ 文　後藤秀ೋ ＝ 写真

社外の視点を取り入れることが
お客さまの目線を知る機会になる

社内副業

所属部署の業務を担いながら、働く場所を問わずに本社部門のプロジ
ェクトにリモートで参画できる「プロジェクトチャレンジ」「Meetup」のこ
と。組織の枠を越えたイノベーションの創出を目的に、社員の自的な
キャリア形成機会のひとつとして2022年1月から導入された。

社内副業とは

　私が参加した「プロジェクトチャレンジ」（以Լ、プ
ロチャ）は、全国の社員がオンライン上で本社部門の
社員とともに特定の成果物を創出するプログラムです。
　参加した理由は2つあります。1つは、今よりもっと
成長したかったから。入社以来、リテール営業に従事
してきました。プロチャ参加前の自分の状況を正直に
話すと、少しマンネリ化していて、今までの経験値で
仕事をこなしていれば問題なく前へ進めるな、と思っ
ていました。自分はこのままでいいのかʁとٙ問をもち
。めたときにプロチャを知り、「これだʂ」と࢝
　もう1つは、ଞ部署とつながりをもちたかったからで
す。日頃から三井住友海上の一員としてތりをもって
働いているけれども、ずっと࡛ۄ支店にいるので本社
の雰囲気はわかりませんでした。プロチャの「部署や
地域を越えて、新たな業務にチャレンジする」という
झࢫは、自分の視野を広げてくれそうな気がしたのです。
　プロチャはプログラム͝とに内容が異なります。私

が参加したのは、本社の経営企画部 $Xマーケティン
グチームと、社外メンバーである大手広ࠂ代理店の
方と一緒に取り組むプロジェクトでした。内容としては、
客体験（$X）価値を向上させるために、三井住ސ
友海上が提供する自動ं保険のސ客点をݕ౼する
というもの。ސ客体験におけるフェーズをᶃ新規契約、
ᶄ契約中、ᶅ事故発生/保険金請求時に分け、それ
ぞれのカスタマージャーニーマップをඳき、まずは課
題をચい出し、࣍に解決方法を創出しながらサービス
を見直すのです。
　社外の方の意見も౿まえてプロジェクトを進めること
で、現在の自分を客観的な目で見る機会になりました。
というのも、社外の方からの「その説明ではわかりに
くい」などの指ఠによって、お客さまから見た保険商
品のෳࡶな部分をચい出せたからです。約8年も働い
ていると保険業界の常識も身についているし、商品の
設計も当たり前のように理解できている。それによって、
お客さまがٙ問に思う部分が自分には見えなくなって
いたことに気づけたのです。この経験は、商品を提案
するときだけでなく、後ഐの指導にも役立ちました。
　プロチャऴྃ後は、自分のこの気づきを支社メンバ
ーと共有することに力を入れています。

プロチャのָしさを同僚、後ഐに
もޱコミで広げている。

KYOKO
SHIMAKATA

2015年入社。࡛ۄ支店 ۽୩支
社で6年の勤務を経験したのち、
21年より同支店 ࡛ۄ第一支社に
異動。入社より一؏して営業৬
としての業務をଓけ、現在では
企業や保険商品専門の代理店等
を担当している。

島方杏子

第一支社ۄ࡛ 支店ۄ࡛
課長代理
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　リモートワークが社会的に浸透したいま、多くの企
業がオフィスに来る意味を再定ٛしている。例えば、
コミュニケーションによってアイデアが活性化したり、
ほかの社員との一体感が生まれたりすること。オフィス
というۭ間に、そんな意ٛを見出すようになった人も多
い。三井住友海上では、2021年3月の౦ژ・ॣՏ台
新ؗ7֊「$rosslink area」のオープンをൽ切りに、
大規模ビルのリニューアルを進めてきた。コンセプトは

「自的・創造的な働き方を促進するオフィスをつくり
カルチャー変革を実現すること」と「働きがいを感じワ
クワクできるۭ間にすること」。従来のオフィスの֓೦を
෴す社員が自由に行き来できるオープンな環境は、未
来を変えるイノベーションを起こしていくに違いない。

Collaborative Innovation

三井住友海上では自律的・創造的な働き方の実現に向けて、
オフィス改革を推進中だ。写真とともに紹介する。
tex t  by Ay a no Yo s h ida　吉田彩೫ ＝ 文

ワクワクして、集まりたくなる空間に
オフィスのあり方を再定義する

The Office Revolution

NAGOYA
2021年5月にオープンした໊ݹ
ビル9֊のMeetupSpace（ミート
アップスϖース）。グリーンを多
めに設ஔし、リラックスしながら
集中力を発شできるۭ間。

TAKAMATSU
2022年7月にॡ工した高দビル8
֊のMeetupSpace。気分や目的
に合わせて、自由にデスクの種ྨ
を選Ϳことができる。

YOKOHAMA
2021年9月にオープンした横ᖛή
ートタワー20֊の#aZside deck

（ベイサイドデッキ）。横の֗ฒ
みを一できる開์的なۭ間は、
新しい発想をݺび起こす。

TOKYO
2021年3月にオープンしたॣՏ台
新ؗ7֊の$rosslink area（クロ
スリンクエリア）。カフェซ設のオ
ープンスϖース、集中ブースや
8eb会ٞ専用個ࣨなどを目的に
あわせて使い分けられ、ॊೈか
つ多様な働き方を実現する。

組織の枠を超えて、ともにイノベーションを生む
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　サステナブルな社会の実現に向けて、いま、世界中
の人々がアクションを起こし࢝めている。三井住友海
上も、社会との共通価値の創造に向けて、グループ
各社との共創にᬏ進しているところだ。
「事業を通じて社会課題を解決するためには、グルー
プの社員一人ひとりがSDGsや$S7という֓೦を心の
中にཹめておくことが必要です。自分͝ととして認識し、
行動に移し、成果に結び付けている社員の取り組みを
表জするのがʰサステナビリティコンテストʱなのです」
　MS&ADϗールディングスの総合企画部部長であり、
サステナビリティ推進ࣨ長も݉任するԭ宏治は、こう
話す。社会課題の解決につながるベストプラクティス
をグループで共有し、࣍なるイノベーションとグループ
シナジーのきっかけにするこのコンテストは、2018年
度から࢝まった。21年度は国内外のグループ各社か
ら385݅の応ืがあり、「カーボンニュートラルサポー
ト特約」が最優秀に選ばれた。その開発責任者とし
てプロジェクトをリードしてきたのが、火災傷害保険部 
企業火災保険チーム長の井上༃夫である。
「カーボンニュートラルサポート特約は企業さま向け
の火災保険（企業財産แ括保険）において、被災建
物などの復旧時に$O2ഉ出ྔ削減につながる設備など
を新設するための追加費用を補償するというものです。
MS&ADインターリスク総研が提供するコンサルティン
グサービスとのڠ業で、お客さまの脱炭素化に向けた
実ફ的な取り組みを支援するなど、MS&ADϗールデ
ィングスのグループ3社（三井住友海上、 あいおいニ
ッセイ同損保、MS&ADインターリスク総研）が共
同で取り組んでいます。21年8月の販売開࢝直後か
ら100݅をえる引き合いがあり、保険業界では異例
とも言えるほど早々に͝契約いただいたお客さまも多く、
社会的な要請の高まりを実感しています」
　そこにいる一人ひとりに向けて気づきのをଧち໐ら
しているのが、サステナビリティコンテストなのだ。

イノベーションはいかにして起こるのか。2021年度
「サステナビリティコンテスト」の最優秀賞受賞者に聞いた。

tex t  by K iyoto Ku n i r yo  |   photo g ra ph s b y S huj i  G oto　
ᅳ領ຏ人 ＝ 文　後藤秀ೋ ＝ 写真

シナジーを発揮！「MS＆ADグループ
サステナビリティコンテスト」

The Future created 
by Group Synergies

三井住友海上 火災傷
害保険部企業火災保険
チームのメンバー

。から三井住友海上の井上༃夫、MS&ADϗールディングスのԭ宏治ࠨ

写真ࠨから三井住友海上 
ঙ司ॠ、同 井上༃夫、あ
いおいニッセイ同損保 ࠤ
藤༦و、MS&ADインターリ
スク総研 খ陽ฏ。

3社で共創！
受賞メンバー
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　現代社会は多様かつෳࡶなリスクにさらされていま
す。損害保険会社を取りרく環境も、気候変動リス
クや国家間ฆ૪等の地政学的リスクなど不確実性が
増しており、リスクを扱う保険会社の存在意ٛがます
ます高まっていると感じています。
　その情勢Լ、４月からスタートした「中期経営計画

（2022-2025）」では、当社が“目指す姿”を「未来
にわたって、世界のリスク・課題の解決でリーダーシ
ップを発شするイノベーション企業」と定めました。そ
して、この目指す姿の実現に向け、社会と当社のサス
テナビリティを同時に実現する「サステナビリティ・ト
ランスフォーメーション（SX）」を強く進めていきます。
　これまで私たちは、前期の中計においても、社会と
の共通価値の創造（$S7）を目指してさまざまな取り
組みを行ってきました。今回は、新たに設定した理想
૾に向けて価値の創造をさらに加速させていく考えです。
　۩体的には、いまこの時代の社会に提供すべき価値
を、「地球環境との共生」「革新的テクノロジー」「強
ਟ性・回復力」そして「แઁ的社会」という、４つの
社会課題として表現し、社会のサステナビリティを્害
する「リスク」の解決に貢献し、ビジネスの機会として
いくことで、当社の持ଓ的な成長につなげていきます。

クリエイティブに楽しく仕事をする
DXはそのための「手段」

　４つのフィールドで価値を創造するための「手段」
が、DX（デジタルトランスフォーメーション）です。
　DXの目的は、デジタル技術導入による業務のޮ
化に加え、サービスやビジネスモデルの変革を促して
企業価値を高めることにある。確かにそうですが、私
はさらにもう一า౿みࠐみ、社員一人ひとりがイノベ
ーティブにクリエイティブにָしく仕事をすることで、

成果を感じ取ってほしいと願っている。それができて
はじめて三井住友海上のDXだと考えています。
　 例えば、AIを活 用した代 理 店 営 業 支 援シス
テ ム「MS1 #ra in」 や 損 害 サ ー ビ スシ ス テ ム

「#3IDG&」。これらを代理店に使ってもらうことを
目的にするのではなく、「その先の目ඪ」を共有すれ
ばプロセス自体をָしむことができるでしょう。シス
テムの使い勝手の向上策でもよいし、よりせな未
来に近づくためのアイデアでもよい、意見をฉかせて
ほしいと思っています。
　実は、今回の中計では「代理店が主役」を強くଧ
ち出しています。変化の激しいリスク社会において三
井住友海上のDNAである「お客さま第一」をਂߞす
る意味でも、最前ઢでお客さまの気持ちに寄り添う
存在である代理店に光を当てることはとても大切です。
当社がリスクιリューションのプラットフォーマー、代
理店がプロバイダーとなり、一体感をもって、それぞ
れの役割の高度化と「お客さま点」の品質向上を
さらに進めていきます。
　DX 実現に向けては、学びの機会、リスキリング
の導入にも力を入れていきます。すでに2018 年度
からIN IAD（౦༸大学情報連携学部）と提携した

「MSデジタルアカデミー」を、20 年度からはژ
先Պ学大学と提携した「MS&ADデジタルカレッ
ジGrom していますが、４年間で合計࠵」を開ژ
約 970 ໊が修ྃしました。また、防災・減災などの
観点から、前者に気候変動対策に関するコースを、
後者に&7（電気自動ं）に関するコースを新設。さ
らに、ܚጯٛक़大学教त・ٶ田༟ষࢯが学長候補
者となり岐ෞݝඈଭࢢに新設する「$o-InnoWat ion 
6niWersitZ（略শコーアイユー）」にも寄付を決めて
います。当社社員の学びに対する意識は非常に高く、

People who change the 
future

気候変動を筆頭に多様化する世界のリスクと向き合い、
三井住友海上は「SX」により課題解決を加速させようとしている。
その成長戦略には、社員の成長を願う熱い思いがあふれている。

tex t  by S ei  Iga ra s h i   |   photo g ra ph s b y Ma s a h i ro M i k i   |   s t yl i ng b y Tomoh i ro S a ito  |   e d it  b y 

A k io Ta ka s h i ro 

宏 ＝ 写真　齊藤知宏 ＝ スタイリング　高ত夫 ＝ 編集ڡཛྷせい ＝ 文　三ेޒ

世界のリスクを解決するイノベーション企業へ
SX推進で、一人ひとりの個性を響かせる

三井住友海上　取締役社長　舩曵 真一郎

MESSAGE_01

1960年生まれ。౦ژ出身。
83年ਆށ大学経営学部ଔ業、
住友海上（現ɿ三井住友海上）
入社。営業企画部長、経営企
画部長、౦ژ企業第一本部長
などをྺ任。̢ ＆̨̖̙インシュ
アランスグループϗールディング
スグループ$DO、$IO、$ISOな
どを経て、21年4月から現৬。

舩曵真一郎

SHINICHIRO  
FUNABIKI

社員一人ひとりが
イノベーティブに
クリエイティブに
楽しく仕事をする
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21年度の社員意識調査では、96�
が「自らをຏきଓけている」と回答
している。その意欲を後押しするた
めにも、プログラムの֦充を推進し
ていきます。

重要なのは「意見を言える環境」
豊富なアイデアを
持続可能な社会に生かす

　企業の未来創造において、どのよ
うなカルチャーをつくるかは私たちに
とって最も重要な取り組みのひとつ
です。目指すところは、「誰もが意
見を言いやすく、心理的安全性のあ
る環境をつくり、一人ひとりが生き
生きと個性をڹかせる」こと。その
ためには、経営者をはじめ上部か
ら意識を変えていくことが大切です。
ドレスコードをなくしたのもフリーア
ドレスを導入したのも、そのような
考えからでした。場面͝とに最適調
が生まれることでアイデアが豊富
に湧いてくるような会社にしていきた
いと考えています。
　このྲྀれに勢いをもたらすべく、
若手社員には大いに発言をしてほし
いですね。とりわけデジタルネイティブとݺばれる世
代の情報ྔはѹ的に豊富で、SDGsや&SGへの意
識も高く、多様性を受け入れようとする価値観もある。
信೦と情をもって、新たな発想でڪれずに挑戦して
もらいたいと思っています。その一าが会社を変える
大きな一าになるはずです。
　保険業に携わる者には責任を全うするという信೦

があり、それは私たちの本質的な強みでもあります。
そのඒ学を大切にしつつ、いったん既成֓೦を外し
てみる。そして幅広い視野で「リスク」と向き合い、
創造性・ಠ創性をもって価値提供の領域を広げてほ
しい。この中期経営計画では、私自身、環境創造
にも力しながらその実現に向けて全力で取り組ん
でいきます。

ジャケット￥99,000、シャツ￥17,600（と
もにブリッラ ϖル イル グスト）、ネクタイ
￥17,600（フランコ バッシ）、チーフ￥3,080

（ビームスF／以上すべてビームスF tel. 
03-3470-3946）
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　これまで積み上げてきた経験が「いま」につながっ
ている。４月にࣔした「MS&ADグループ中期経営計
画（2022-2025）」の策定に際し、経営ਞの誰もがそ
のような感֒をもったのではないかと感じています。
まりは̑年前。MS&ADϗールディングスは、社࢝　
会との共通価値の創造（$S7）をグループの成長の
பにஔくことを決断し、社会課題の解決を通して自ら
も成長していくという経営方をݻめました。
　എܠにあったのが、保険事業と、2030年をターήッ
トに持ଓ可能でよりよい世界を目指す国際目ඪ「SDGs」
との性の高さです。保険業というのは、自然災害
や交通事故など、ある意味「困り͝ と」に対して解決
策を提供し、それをビジネスの機会とさせていただくこ
とで成長していく業界ですから、SDGsや$S7の目ඪと

MS&ADホールディングスがグループの成長の柱にCSVを置いて５年がたつ。
まったく新しい概念を企業価値へと高めた過程には何があったのか。
苦しくも歓喜に満ちた道のりと、新たに設定した目的地をトップに聞いた。

tex t  by S ei  Iga ra s h i   |   photo g ra ph s b y Ma s a h i ro M i k i   |   e d it  b y A k io Ta ka s h i ro 

宏 ＝ 写真　高ত夫 ＝ 編集ڡཛྷせい ＝ 文　三ेޒ

多様な力を束ね、社会とともに成長する
リスクソリューションのプラットフォーマーに

MS&ADϗールディングス　取締役社長　グループ$&O　原 典之

MESSAGE_02

People who change the 
future
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も性が高い。そうした観点から、当社グループは
2030年に目指すべき社会૾「レジリエントでサステナブ
ルな社会」を掲げ、前中計を通じて、SDGsをಓしる
べにさまざまなリスクιリューションを提供してきました。

自問自答を繰り返した濃厚な時間が
働きがい、生きがいにつながる

　いまでこそ、レジリエントもサステナブルも当たり前と
なり、企業は成長と社会課題解決の྆立を強く求めら
れるようになっています。しかし̑年前は、このような
֓೦自体がまったく新しいものでした。「そもそも$S7
とは何なんだ」「$S3とはどう違うのか」など、社員を
はじめ、あらゆるステークϗルダーから質問が発せら
れる状ଶ。そのため最初の̎年ぐらいは、何度も何度
も手を変え品を変え、メッセージを発信しଓけました。
　当時私は三井住友海上の社長でしたので、「ドライ
ブレコーダー付き自動ं保険」が事故防止につながる
ことや火災保険などの「自然災害への備え提案」がお
客さまをॿけ、気候変動問題のܒ発にもなること、さ
らには「保険が付随しないコンサルティング」だとして
も、それが社会課題の解決になると同時に私たちの成
長にもつながることなど、できるだけ۩体的に話すよう
努めました。おそらく社員は、会社の存在意ٛに立ち
ฦるところから࢝め、SDGsが自分の仕事とどうつなが
り、何のために、どのような方法で取り組むのか、自
問自答を܁りฦしたと思います。
　追い風となったのが18年から࢝まった「MS&ADサ
ステナビリティコンテスト」だった、と私は思っていま
す。20年には、ச産業界が๊える課題を解決する取
り組みが最優秀を受しました。ڇの健߁状ଶを管
理するIoT機ثを開発したスタートアップと連携し、ट
ྠ型センサーに保険を付ଳすることで、ڇの健߁管理
とྍ費の補償を組み合わせたサービスが生しまし
た。ෲ落ちすると、自発的に工夫をする。工夫をする
といいものができるんですね。そして地域や業界と一体
となり共創することが、働きがい、生きがいにつながっ
ていく。まさに社員のエンήージメントの世界です。
　社員一人ひとりが創意工夫を重ねた前中計。その
努力がঃ々に形になることで、現在、グループ社員の
93�が「自分たちの仕事を通じて$S7を実感している」
という調査結果が出ています。新中計の新たなストー

リーは、この高い志なしではඳけなかったでしょう。

グループが目指す方向を共有し
多様性を生かすということ

　今回の中期経営計画では、前中計の取り組みをܧ
ঝし、「リスクιリューションのプラットフォーマーとし
て、社会と共に成長する」というコンセプトを掲げてい
ます。グループに定着した$S7やDX（デジタルトラン
スフォーメーション）に対する高い意識をૅに、社会
実装への動きをグローバルに加速させていくための強
。൫づくりを目指しますجなݻ
　戦略のபは̏つ。̍つめが、「7alue（価値の創
造）」。$S7ºDXをグローバルに展開し、予防ビジ
ネスやコンサルティングなど新たな価値を創造する商
品・サービスの開発と収益化を推進します。̎つめが、

「TransGormation（事業の変革）」で、主に事業ポ
ートフォリオの変革に力します。全体利益の約̒割
をめる国内損保とそのଞ（海外や生保）事業を半々
に。自動ं保険が約̓割をめる国内損保事業の商
品ポートフォリオは、少子高ྸ化やMaaSなどでࢢ場
ॖখが予想される自動ं保険とそのଞを半 と々し、リ
スク分ࢄを図ります。
　そして̏つめが、特の異なる̑ つの保険会社を༴
するグループの多様性を生かす「SZnerHZ（グループ
シナジーの発ش）」。国内外での生保º損保や生保º
生保のクロスセルなど、連携強化によってさらなる成
長が見ࠐめる༨地は実はまだたくさんある。なかでも
一大プロジェクトとなるのが、三井住友海上とあいお
いニッセイ同損保における「1プラットフォーム戦略」
の推進です。フロント機能を強化しつつ、ミドル・バ
ック部門を共通化・共同化・一体化することでޮ的
で生産性の高い業務体制と商品供څ体制を構築して
いきます。同時に創出したリιースを成長領域にৼり
向け、さらなる成長へつなげます。
　MS&ADϗールディングスには「多様な人財」とい
う資産があります。グループがどこへ向かおうとしてい
るのか、そのベクトルを共有し、お互いに役立つことを
インプットし合って、真に意見を交わし、プラスの
価値を生み出していきたい。多様な人財が交ざり合っ
てこそ、しなやかさと強さが生まれ、イノベーティブな
企業文化が創造できるのですから。

地域や業界と
共創することが、

働きがい、生きがいに
つながっていく

1955年、長野ݝ生まれ。Ѫ知
大学ژଔ業、౦ߍ立Ѵٰ高ݝ
経ࡁ学部ଔ業。78年、大正海
上（現ɿ三井住友海上）入社。
自動ं保険部長、企業品質管
理部長、໊ݹ企業本部長な
どを経て、2016年に三井住友
海上 取締役社長にब任。20年
̒月より現৬。21年４月より三
井住友海上 取締役会長を݉務。

原典之

NORIYUKI  
HARA

02 Special Message

S PE C I A L E DI T ION  |   F OR B E S JA PA N  |   95



三井住友海上火災保険株式会社

広報部 広報チーム 企画広報ユニット
課長 ࠤ藤ହ行
課長代理 中山麻ཬܙ
課長代理 海ᠳ太

編集人 藤吉խय़
制作 Forbes +APAN #rand Studio
ディレクター/エディター ླ麻ཬ絵（Forbes +APAN #rand Studio）

エディター 高ত夫、吉田彩೫、明ੴ߁正
編集アドバイザー ੴڮढ़
デザイン GairHround
DTP 株式会社インフォルム
企画プロデュース ᜊ藤 ॣ、ੴྤݪҥ子
 （Forbes +APAN #usiness DesiHn）

発行人 上野研統
発行 リンクタイズ株式会社
 ˟106-0044 ౦ژ۠ߓ
 ౦麻布1-9-15 ౦麻布1ஸ目ビル2F
印刷・製本 ತ൛株式会社

本書のແ断ෳ写・ෳ（コピー等）はஶݖ࡞法上の例外をআき、ېじられています。
第三者による電子データ化および電子書੶化は、私的使用をؚめ一切認められておりません。

本店所在地ɿ˟101-8011 
  ౦ژઍ代田۠ਆ田ॣՏ台3-9
本店電話൪߸ɿ03-3259-3111（代表）
オフィシャル8ebサイト
https://XXX.ms-ins.com/

2022年10月1日発行
（内容、役৬は取材当時のもの）

フォーブスジャパン特別編集
保険には、未来を変えるチカラがある。

藤、中山ࠤ、より海ࠨ

S P E C I A L   E D I T I O N   W i t h
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保険には、
未来を変える
チカラがある。
明日は、今日にはないリスクが生まれる。だから、三井住友海上がいる。
データを駆使した未来予測や国を超えたネットワークで、ダメージを補償する
保険から、課題を解決する保険へ。さあ、新しい世界に、新しい安心を。
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